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平成１６年度年度計画による自己点検・評価書

項目Ⅰ－１カリキュラム（学部）

（１）観点ごとの自己点検・評価

観点Ⅰ－１－①：中期目標・中期計画に基づいて教養科目等の年度計画が具体的かつ明確に定められ編成されて

いるか。

（観点にかかる状況）

i) 教養科目が適切に配置され，内容的な体系性が確保されているか。

本学の教養教育は，全学の教員が教養教育に関わる全学協力体制を取り，かつ多様な運営方法によって実施

されている。平成16年度の教養教育を担当する教員組織と授業科目例を次に示す ［１］。

(1) クラス担当教員の組織で担当する科目等（人間教育学セミナー（教職の意義 ））

(2) 講座・分野の教員が担当する科目等（スポーツ実践，異文化理解，教育の基礎理論，情報等）

(3) 講座・分野を越えた教員が連携して担当する科目等（総合演習，表現）

(4) 本学教員が学外の組織等と連携して担当する科目等（体験学習，教育実地研究Ⅰ（観察参加 ）），

上記授業科目を含む学際的な分野の開設科目については，授業内容の水準の維持等を図るため，教務委員会

に運営部会を設け開設授業科目の責任体制を明確にしている ［２］。

● 根拠データー

［１ 「平成１６年度 学校教育学部 開設授業科目」］

平成１６年度 学校教育学部 開設授業科目（抜粋）

〈全専修・コース〉

区 科 目 単 担 当 教 官 学 曜日･ 教 室 備 考

分 番号 位 期 時限

人人 人 1101 人間教育学セミナー Ｓ２ 藤岡・中村 前 水１ 講301・人 使用教室は

間間 間 （教職の意義） （光 ・林・宮 104～107 別に掲示し）

教教 教 下・大山・土 ・201・20 ます。

育育 育 谷・小埜・平 3～207・2

学学 学 野（絹 ・大嶽 15・604・）

関セ ｾ ・中川（仁 ・ 音201・美）

連ミ ﾐ 森川・山本 術演習室

科ナ ﾅ （茂 ・高石・ ・体205・）

目 清水・黎・細 講003｜ ｜

Ⅰ 江

人 2121 総合演習（多文化社 Ｓ２ ☆北條・田島 前 水 講２０２

間 会論） ・平野(七)・ １

教 下里

育 総合演習（子どもの Ｓ２ 杵淵 前 水１ 講１０２2122

学 校外生活と地域父母

セ 組織）

ミ 総合演習（子どもの Ｓ２ 大山・鈴木 後 金３ 講２０１2123

ナ 心と教育） (情 ・丸山・）
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｜ ☆木村・礪波

Ⅱ ・杉浦

2124 総合演習（ことばと Ｓ２ ☆野村・渡部 前 金３ 人２０４

社会） ・押木・齋藤

（九 ・平野）

（七 ・大場）

（浩）

2 1 2 5 総合演習（自然と人 Ｓ２ 鈴木(敏)・佐 後 金３ 講３０２

５ 間） 藤(芳)

2126 総合演習 自然環境 Ｓ２ 西山・天野 後 月５ 講１０３（ ）

2127 総合演習（芸術社会 Ｓ２ 茂手木・風巻 後 金３ 美410 音

教育論） ・太田 101

実 体 1101 体験学習 Ｐ２ 濁川・中野・ 前･ 不定期，ガ

践 験 大悟法・川村 後 イダンス実

的 学 ・西山・榊原 施

人 習 ・高石・立屋

間 敷・天野・後

理 藤・釜田・木

解 村

科 ボランティア体験 Ｐ1 大悟法・濁川 前･ 不定期，ガ2128

目 ・釜田 後 イダンス実

施

ス 1103 スポーツ実践 Ｐ２ 長澤・榊原・ 前 水 ２ 体育館 Ａ・Ｂグル

ポ ☆清水・土田 金２ 他 ープ

｜ 1104 スポーツ実践 Ｐ２ 長澤・榊原・ 前 火 ２ 体育館 Ｃ・Ｄグル

ツ ☆清水・土田 木２ 他 ープ

実 マリンスポーツ Ｐ１ ☆清水・長澤 前 集中1105

践 ・加藤（泰 ・）

榊原

1106 スノースポーツ Ｐ１ ☆市川・長澤 後 集中

1107 伝統スポーツ Ｐ１ 直原・大橋 休講

観察 1108 教育実地研究Ⅰ（観 P1.5 濁川・我妻・ 集中 5/24

・参 察・参加） L0.5 河合・笠原・ ～5/28 ２年

加実 釜田 次に継続

習 教育実地研究Ⅰ（観 L0.5 大山・濁川・ 前 水４ 講２０１ A・Bｸﾞﾙｰﾌ゚2129

察・参加） P1.5 丸山 9/8・15・2

2（講義） 9

/27～10/1

(実習） １

年次から継
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続

2130 教育実地研究Ⅰ（観 L0.5 大山・濁川・ 前 水４ 講２０１ C・Dｸﾞﾙｰﾌ゚

察・参加） P1.5 丸山 4/28・5/12

（ ）・19 講義

5/24～28(実

習） １年

次から継続

異 1109 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅠ Ｐ１ カルテンバッ 前 火２ 人２０４ Ａ１・Ａ２

文 ク クラス

化 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅠ Ｐ１ 前川 前 火２ 人１０５ Ａ３・Ａ４1110

理 クラス

解 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅠ Ｐ１ カルテンバッ 前 木２ 人２０４ Ｂ１・Ｂ２1111

ク クラス

1112 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅠ Ｐ１ 大場（浩） 前 木２ 人２０５ Ｂ３・Ｂ４

クラス

1113 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅠ Ｐ１ カルテンバッ 前 水２ 人２０４ Ｃ１・Ｃ２

ク クラス

1114 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅠ Ｐ１ 加藤（雅） 前 水２ 人２０５ Ｃ３・Ｃ４

クラス

1115 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅠ Ｐ１ カルテンバッ 前 金２ 人２０４ Ｄ１・Ｄ２

ク クラス

1116 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅠ Ｐ１ 齋藤（九） 前 金２ 人２０５ Ｄ３・Ｄ４

クラス

1117 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅡ Ｐ１ 石濱 後 水２ 人２０５ Ａ１・Ａ２

クラス

人 実 異 1118 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅡ Ｐ１ カルテンバッ 後 水２ 人２０４ Ａ３・Ａ４

間 践 文 ク クラス

教 的 化 1119 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅡ Ｐ１ 平野（絹） 後 木２ 人２０５ Ｂ１・Ｂ２

育 人 理 クラス

学 間 解 1120 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅡ Ｐ１ カルテンバッ 後 木２ 人２０４ Ｂ３・Ｂ４

関 理 ク クラス

連 解 1121 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅡ Ｐ１ 若山 後 火２ 人２０５ Ｃ１・Ｃ２

科 科 クラス

目 目 1122 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅡ Ｐ１ カルテンバッ 後 火２ 人２０４ Ｃ３・Ｃ４

ク クラス

1123 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅡ Ｐ１ 野地 後 金１ 人２０５ Ｄ１・Ｄ２

クラス

1124 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＡⅡ Ｐ１ カルテンバッ 後 金１ 人２０４ Ｄ３・Ｄ４

ク クラス

1125 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＢⅠ Ｐ１ 齋藤（九） 前 木２ 人２０７ Ａグループ
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21126 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＢⅠ Ｐ１ 若山 前 火２ 人２０７ Ｂグループ

1127 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＢⅠ Ｐ１ 前川 前 金２ 人２０７ Ｃグループ

1128 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＢⅠ Ｐ１ 平野（絹） 前 水２ 人２０７ Ｄグループ

1129 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＢⅡ Ｐ１ 野地 後 木２ 人２０７ Ａグループ

1130 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＢⅡ Ｐ１ 齋藤（九） 後 水２ 人２０７ Ｂグループ

1131 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＢⅡ Ｐ１ 石濱 後 金１ 人２０７ Ｃグループ

1132 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＢⅡ Ｐ１ 加藤（雅） 後 火２ 人２０７ Ｄグループ

2131 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＣⅠ Ｐ１ 大場（浩） 前 月２ 人２０５ Ａグループ

2132 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＣⅠ Ｐ１ 若山 前 月２ 人２０６ Ｂグループ

2133 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＣⅠ Ｐ１ 前川 前 月２ 人２０７ Ｃグループ

2134 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＣⅠ Ｐ１ 野地 前 月２ 人２０８ Ｄグループ

2135 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＣⅡ Ｐ１ 石濱 後 火１ 人２０５ Ａグループ

2136 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＣⅡ Ｐ１ 加藤（雅） 後 火１ 人２０６ Ｂグループ

2137 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＣⅡ Ｐ１ 平野（絹） 後 火１ 人２０７ Ｃグループ

2138 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＣⅡ Ｐ１ 大場（浩） 後 火１ 人２０８ Ｄグループ

1133 ドイツ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ｓ２ 平野(七) 前 月３ 人２０８ Ａ・Ｃグル

基礎Ⅰ ープ

1134 ドイツ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ｓ２ 平野(七) 前 月４ 人２０８ Ｂ・Ｄグル

基礎Ⅰ ープ

1135 ドイツ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ｓ２ 平野(七) 後 金２ 人２０８

基礎Ⅱ

2139 ドイツ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ｓ２ 平野(七) 前 木５ 人１０５

応用Ⅰ

2140 ドイツ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ｓ２ 平野(七) 後 木４ 人２０８

応用Ⅱ

2141 中国語・中国事情Ⅰ Ｓ２ 黎 前 月１ 講１０２

2142 中国語・中国事情Ⅱ Ｓ２ 休講

2143 ロシア語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ｓ２ 下里 後 水２ 人１０６

2144 アメリカ事情 Ｓ２ 鈴木(敏） 前 月１ 人２０８

2145 韓国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ｓ２ 植村 休講

2146 韓国文化論 Ｓ２ 植村 前 月１ 音１０２

2147 ラテン語 Ｓ２ 藤澤 前 月１ 人２０７

2148 国際交流セミナー Ｓ２ 田島 後 木２ 講１０３

プレゼンテ1136 日本語・日本事情Ⅰ Ｓ２ 田島 前 月３

ーション室

プレゼンテ1137 日本語・日本事情Ⅱ Ｓ２ 田島 後 木４

ーション室

集中( / ～ /1138 海外教育研究 Ｐ２ 国際交流委員
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の間で予定）会

1139 日本国憲法 Ｌ２ 小田桐 後 火３ 講２０２憲 法

法と

教育

基 教育 2149 教育本質論 Ｌ２ 杵淵 前 金３ 講２０１

礎 の理

的 念並 2150 比較学校史 Ｌ２ 増井 前 金４ 人２０４

人 びに

間 教育 2151 比較教育学 Ｌ２ 大前 前 月３ 講２０１

形 に関

成 する 発達臨床思想 Ｌ２ 杵淵 後 水１ 人２０６2152

科 歴史

目 及び 教師・授業文化論 Ｌ２ 安藤 後 月３ 講３０２2153

教 思想

育 1160 障害児教育概論Ⅰ Ｌ２ ☆我妻・河合 前 金 ４ 講３０１幼 児

の ・笠原・児

基 教育心理学概論 Ｌ２ 内藤 前 火２ 講１０２童及 2154

礎 2155 発達心理学 Ｌ２ 阿部(勲） 前 木４ 講２０１び生

理 2156 児童心理学 Ｌ２ 阿部(勲） 後 木４ 人２０５徒の

論 青年心理学 Ｌ２ 井沢 後 火５ 人２０３心身 2157

学習心理学 Ｌ２ 中山 前 水２ 人２１４の発 3111

2158 幼児・障害児教育原 Ｌ２ ☆我妻・河合 前 金 ４ 講３０１ 一部集中 後達及 （

理 ・笠原・杉浦 期）び学

2590 障害児保育 Ｓ２ 藤原 月１ 人１０７習に

過程

教育 2159 教育と法規 Ｌ２ 若井 後 金１ 講２０１

に関 2160 学校組織論 Ｌ２ 西 前 火３ 人２０８

する 2161 教育社会学 Ｌ２ 藤田 後 木４ 人１０７

生徒指導総社会 4101 人権と教育行政 Ｌ２ 若井 前 月３

合演習室的，

制度 2162 生涯学習概論Ａ Ｌ２ 大前 前 講１０１ 集中

的又 2153 生涯学習概論Ｂ Ｌ２ 藤田 後 火３ 人２０５

は経 2164 社会教育計画Ａ Ｌ２ 板垣 和伸 前 集中〔 〕

営的 2165 社会教育計画Ｂ Ｌ２ 板垣 和伸 後 集中〔 〕

事項 2166 同和教育 Ｌ２ 若井 前 木１ 講３０１

教育 2167 教育課程論（総合的 Ｌ２ 小林（恵） 前 水２ 講２０２

課程 学習を含む ）。

の意 2168 幼児の教育課程論 Ｌ２ 杉浦 前 木３ 講１０２

義及

び編
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成の

方法

基 12169 道徳の指導法 Ｌ２ 林(泰） 後 木１ 講３０１道徳の

指導法礎

的

人 2170 教育実地研究Ⅳ（特 Ｌ２ 石田(美) 前 水３ 講３０１特別活

間 別活動の指導法）動の指

導法形

成 教育 2171 教育方法学 Ｌ２ 〔坂本〕 前 金４ 講３０１ 集中

講２０２，科 の方 2172 学力診断論 Ｌ２ 田中(敏） 後 火３

教育情報訓目 法及

練室１・２び技

指 術 3112 教育工学 Ｌ２ 南部 後 集中

導 保 2173 保育・音楽表現の指 Ｓ２ 大山 後 火３ 講３０１

法 育 導法

の 内 2174 保育・造形表現の指 Ｓ２ 松本(健) 後 火２ 美２０７

基 容 導法

礎 の 2175 保育・言葉の指導法 Ｓ２ 鈴木(情） 後 水２ 講２０１

体育館・講理 指 2176 保育・健康の指導法 Ｓ２ 下村（義） 後 月３

２０２論 導

法 保育・人間関係の指 Ｓ２ 丸山 後 木２ 講３０２2177

導法

2178 保育・環境の指導法 Ｓ２ 丸山 後 月４ 講３０２

2179 保育の心理と行動 Ｓ２ 礪波 後 月２ 講１０２

Ａ１・Ａ２・相 情 1140 教育情報演習 Ｓ４ 井上 前･ 木１ 教育情報

Ａ３クラス互 報 後 訓練室１

Ｂ１・Ｂ２・コ 教育情報演習 Ｓ４ 大森 前 金 ４ 教育情報1141

Ｂ３クラスミ 後 訓練室１

A４・Ｃ１・Ｃ２・ュ 1142 教育情報演習 Ｓ４ 中野 前･ 月４ 教育情報

Ｃ３クラスニ 後 訓練室１

Ｄ１・Ｄ２・ケ 1143 教育情報演習 Ｓ４ 石川 前 月 ２ 教育情報

Ｄ３クラス| 後 木２ 訓練室１

Ｂ４・Ｃ４・シ 1145 教育情報演習 Ｓ４ 高野 前･ 金３ 教育情報

Ｄ４クラスョ 後 訓練室１

ン 情報科学概論 Ｌ２ 前 木２ 講３０１2180 中野・南部・高

野・井上・大森科

目 表 1146 表現・人間学基礎論 Ｌ１ 長澤・高本・ 前 火１ 講１０１,

現 土田・大橋 講１０２,

講２０２

1147 表現・相互行為教育 Ｓ１ 加藤(泰)・松 前 火１ 体育館，
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演習 本(健)・阿部 講３０１,

(亮) 講１０２

1148 表現・状況的教育方 Ｓ２ 後 水１ 講２０２,高石・小川

法演習 講１０２(昌)・大場 孝（ ）

2181 表現・＜子ども＞の Ｐ２ 前 金１ 講２０１, 講２０２ ２酒井(創 ・西） （

）活動 ・２ 講１０１ 限のみ使用村・洞谷・大橋

ブ ブ 1201 国 語（書写を含 Ｌ２ 有澤・野村・ 前 金１ 講２０２ Ｃ・Ｄグル

リ リ む ） ☆下西・高本 講１０２ ープＡ・Ｂ。

ッ ッ ・小埜・押木 グループ

ジ ジ ・中里・渡部

科 科 社 会 Ｌ２ 佐藤（芳 ・浅 前 火５ 講３０１1202 ）

目 目 倉・小田桐

Ⅰ 算 数 Ｌ２ ☆黒木・溝上 前 火３ 講２０２ Ａ・Ｂグル1203

ープ

1104 算 数 Ｌ２ ☆黒木・溝上 前 木１ 講２０１ Ｃ・Ｄグル

ープ

，1205 理 科 Ｌ２ 後 月 ２ 講３０１室谷・西山・定本・森

，川・高津戸・下村(博) 講２０１

講３０２・小川 茂 ・中村 雅（ ） （ ）

後 火１ 人１０７ 生物・化学・中川 清 ・大場 孝（ ） （ ）

履修者のみ・天野・☆小林（辰 ・）

後半使用庭野

1206 総合・生活 Ｌ２ ☆木村・小林 後 金 ４ 講３０２ Ａ・Ｂグル

（毅） ープ

1207 総合・生活 Ｌ２ ☆木村・小林 後 金 ４ 講２０２ Ｃ・Ｄグル

（毅） ープ

1208 音 楽 Ｐ２ ☆山本(茂)･池 前･ 木３ 講３０１,

田･阿部(亮)･ 後 音１０１,

茂手木・時得 音２０１,

・平野（俊） 音３０１

1209 図画工作 Ｓ２ ☆洞谷・山ノ 前 金３ 美２０７ Ａグループ

下・西村・高

石・松尾

1210 図画工作 Ｓ２ ☆洞谷・山ノ 前 木１ 美２０７ Ｂグループ

下・西村・高

石・松尾

1211 図画工作 Ｓ２ ☆洞谷・山ノ 前 火３ 美２０７ Ｃグループ

下・西村・高

石・松尾

1212 図画工作 Ｓ２ ☆洞谷・山ノ 前 金５ 美２０７ Ｄグループ
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下・西村・高

石・松尾

体育館,陸1213 体 育 Ｐ１ ☆市川・直原 前 火４

上競技場，・大橋・

，ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室

実践演習室

Ｌ１ 青木・加藤 後 月１ 講１０２,

(泰) 講３０２

1214 家 庭 Ｌ２ ☆滝山・得丸 前 木５ 講３０１

［２ 「教務委員会に係る開設授業科目の責任体制」］

教務委員会に係る開設授業科目の責任体制

平成16年９月17日

第７回教務委員会

学部又は大学院における学際的な分野の開設授業科目については，教育課程の編成方針

（平成16年10月13日教育研究評議会）に基づくとともにその責任体制を明確にし，授業内

容の水準の維持等を図るため，次のとおりとする。

１ 運営部会の設置

新設授業科目の担当教員審査等の取扱い（平成16年10月13日学長裁定）に基づくとと

もに，授業担当者の人事が関係するため，教務委員会に教務委員会規程（平成16年規程

第13号）第10条第１項に基づく専門部会として，運営部会を設置する。

２ 設置する運営部会は，次の表のとおりとする。なお，学際的な分野の授業科目の位置

付けから新たに運営部会を設置する場合がある。

所 掌 授 業 科 目 等 備 考

単位数，授 年

運 営 部 会 授 業 科 目 名 業方法等 協力連携している各講座

必 選 自 次 等

修 択 由

フレンドシッ 体験学習 P2 １ 学習臨床講座

プ事業実行委員 幼児教育講座

会 自然系教育講座理科分野

（部会長：大悟 芸術系教育講座音楽分野

法教授） 芸術系教育講座美術分野

生活・健康系教育講座保健

体育分野

生活・健康系教育講座課程

分野

学校教育総合研究センター

ボランティア体験 P1 ２ 学習臨床講座

学校教育総合研究センター
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異文化理解運営 中国語・中国事情Ⅰ S2 ２ 生活・健康系教育講座技術

部会 中国語・中国事情Ⅱ S2 ２ 分野

（英語・ドイツ ロシア語コミュニケーシ S2 ２ 社会系教育講座

語関係科目，外 ョン

国人留学生対象 アメリカ事情 S2 ２

科目及び海外教 韓国語コミュニケーショ S2 ２ 芸術系教育講座音楽分野

育研究の科目は ン

除く ） 韓国文化論 S2 ２。

（部会長：斉藤 ラテン語 S2 ２ 社会系教育講座

（九）教授） 国際交流セミナー S2 ２ 学習臨床講座

学芸員・社会教 博物館概論 L2 ２ 学習臨床講座

育主事資格運営 博物館経営・情報論 L2 ２

部会 博物館資料論 L2 ２ 社会系教育講座

（部会長：大悟 自然系教育講座理科分野

法教授） 芸術系教育講座音楽分野

芸術系教育講座美術分野

博物館実習 P3 ３ 学習臨床講座

社会教育計画Ａ L2 ２ 生徒指導総合講座

社会教育計画Ｂ L2 ２

社会教育演習Ⅰ S2 ３ 生徒指導総合講座

学校教育総合研究センター

社会教育演習Ⅱ S2 ３ 生徒指導総合講座

生涯学習概論Ａ L2 ２

生涯学習概論Ｂ L2 ２

教育工学 L2 ３ 学校教育総合研究センター

教育本質論 L2 ２ 生徒指導総合講座

学校図書館司書 学校経営と学校図書館 L2 ３ 生徒指導総合講座

教諭資格運営部 学校図書館メディアの構 L2 ３ 学習臨床講座

会 成

（部会長：下西 学習指導と学校図書館 L2 ３ 学習臨床講座

教授） 言語系教育講座国語分野

自然系教育講座数学分野

読書と豊かな人間性 L2 ３ 幼児教育講座

情報メディアの活用 L2 ３ 学校教育総合研究センター

表現運営部会 表現・人間学基礎論 L1 １ 言語系教育講座国語分野

（部会長：加藤 生活・健康系教育講座保健

（泰）教授） 体育分野

表現・相互行為教育演習 S1 １ 学習臨床講座

芸術系教育講座音楽分野

生活・健康系教育講座保健
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体育分野

表現・状況的教育方法演 S2 １ 芸術系教育講座音楽分野

習 芸術系教育講座美術分野

表現・ 子ども〉の活動 P2 ２ 芸術系教育講座音楽分野〈

芸術系教育講座美術分野

生活・健康系教育講座保健

体育分野

子どもの学び運 － 学習臨床講座

営部会

（部会長：戸北 学習臨床学特論 L2 －

副学長）

子どものこころ 臨床実践援助法 L2 － 心理臨床講座

のケア運営部会 学校実践解析法 L2 －

（部会長：星名

教授）

人間教育学セミ 人間教育学セミナー（教 S2 １ クラス担当教官が担当

ナー運営部会 職の意義）

教職科目関連運 学部の全専修・コースを 各授業担当者の所属講座

営部会 対象とする授業科目のう

ち，教育職員免許法上の

（別添参照） 「教職に関する科目 ，同」

（部会長：川崎 法施行規則第66条の６に

副学長） 定める科目及びブリッジ

科目Ⅰの科目（他の運営

部会の所掌授業科目を除

く ）。

注）①授業科目「人間教育学セミナー（教職の意義 」は，上越教育大学クラス制度に関する要項）

（昭和56年３月18日学長裁定）に基づき運営されている。

②「協力連携している各講座等」とは，平成16年度授業担当者等に基づき表記してあるが，今

後授業科目の運営に際し，授業担当者等に関わる協議により変更する場合がある。

３ 運営部会の構成員

(1) 構成員は，各授業科目担当者等とし，各部会に部会長を置く。

(2) 各部会長は，教務委員会委員長が指名する。

４ 運営部会の所掌事項等

(1) 授業科目の新設，廃止，名称変更，内容の充実及び授業担当者等を教務委員会に提

案する。

(2) 授業担当者の異動等により開講できない場合や担当者を変更する場合等は，関係す

る各講座及び分野等と協議の上，教務委員会に提案する。

５ この責任体制については平成１６年度から実施するものとする。
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６ 企画委員会に係る開設授業科目の責任体制（平成14年11月６日第17回企画委員会）は，

廃止する。

ii) 教育課程の編成が授与される学位との関係で適切なものとなっているか。

各授業科目の編成に当たっては，新構想の教員養成大学である本学の設置の趣旨及び教育理念を踏まえ，

大学設置基準第19条の教育課程の方針に従って，学生が修学上効果的に履修できるよう「教育課程の編成方

針」が作成されている。

， ， ，各講座等は授業科目の開設等について教務委員会に提案し 教務委員会は 各講座等から提案された案を

全学的視点に立って審議するものである ［３］。

● 根拠データー

［３ 「教育課程の編成方針」］

教 育 課 程 の 編 成 方 針

平成1 6年10月1 3日

第11回教育研究評議会

１ 本学教育課程の編成の基本方針

(1) 教養教育については 「幅広く深い教養 「総合的な判断力 「豊かな人間性」， 」， 」，

の目的を重視し，その目的に即した専門教育と連携させて授業科目を編成する。

(2) 各講座等における授業科目の編成に当たっては，新構想の教員養成大学である

本学の設置の趣旨及び教育理念を踏まえ，大学設置基準第１９条の教育課程の編

成方針に従って，在学生の修学上効果的に履修できるように編成するものとする。

注）各講座とは，次のものをいう。

①講座・分野（専修（専攻 ・コース・分野等に関する授業科目））

②教務委員会（教育実習に関する授業科目及び学際的な分野の授業科目）

③国際交流推進室（海外教育研究に関する授業科目

⑤情報基盤センター運営委員会（情報教育に関する授業科目）

２ 教育課程の原則

入学時の教育課程は，当該学生が卒業・修了するまで保証されるものである。

３ 教育課程の責任体制

上記１及び２に基づき，各講座等で責任をもって運営するものとする。

４ その他

(1) 授業科目の開設等の手続方法

① 各講座等は，授業科目の開設等（新設，改廃，名称変更等）について教務委

員会に提案する。

② 教務委員会は，各講座等から提案された案を，全学的視点に立って審議する

ものとする。

(2) この教育課程の編成方針案は大学院の教育課程にも準用するものとする。

iii) 授業科目の年次配当などが，適切なものになっているか。

現行カリキュラムは，実践的な他者理解と現代社会における文化，社会，自然等についての理解を目指す

「人間教育学科目群 （１，２年次 。子どもの学習過程を適切にとらえ，子どもの行為のすじみちに基づ」 ）



- -12

いて学習成立を支援する実践的能力を，教育実習とセミナーを軸に養成する「教育実践学科目群 （３，４」

年次）の２つの科目群により，セミナー・教育実習・教職に関する専門科目・教科に関する専門科目を，横

断的に構成するカリキュラムとしている ［１ ［４ ［５］。 ］， ］，

， ， ， ， 。また 教育実習は 本学が大変重視している科目で さなざまな実習の内容を含め 大幅に充実している

幼児・児童と直接触れ会う機会の実習が体系的に開設され，本学で修得した専門性が，教育現場で必要とす

る実践能力へと具体化するように編成されている。１年次～４年次まで段階的，発展的に履修できることと

なり，上越市内及び近隣市町村の協力学校，本学の附属学校（園 ，学校教育総合研究センターで実施して）

いる ［６］。

● 根拠データー

［１ 「平成１６年度 学校教育学部 開設授業科目」 略］

［４ 「上越教育大学学校教育学部履修規程」］

上越教育大学学校教育学部履修規程（抜粋）

（授業科目の区分）

授業科目の区分・内容は，次の表に掲げるとおりとする。第６条

授業科目の区分 内 容

人間教育学関連 教員の原点である人間理解を，体験と観察・参加を通じて実

科目 践的に深めることを目的とする科目群である。

相互コミュニケ 初等教員として求められている教育的情報処理能力と表現能

ーション科目 力を育成するための科目群である。

十分な基礎学力を補習するとともに初等の教科専門性を培い，
ブ リ ッ ジ 科 目

さらに専門科目への橋渡しをするための科目群である。

各教科の指導法，ガイダンス及び教育実習によつて教育実践
教 育 実 践 科 目

力を養成することを目的とする科目群である。

各専修・コースごとに専門科目，専門セミナー及び実践セミ

専 門 科 目 ナーから構成され，総合的かつ専門的な問題解決能力の形成を

目指すための科目群である。

専修・コースの専門科目に関する修業を集約発展させて，そ
卒 業 研 究

の成果をまとめあげるための科目である。

［５ 「授業科目，単位数，標準履修年次等一覧表」］

授業科目，単位数，標準履修年次等一覧表（抜粋）

（１）全専修・コース

備 考区 分 授業科目 単位数及び 必修・選択等の区分 標準履

修年次授業方法 必修 選択 自由

教 各教科の指 初等国語科指導法 L1・S1 ２ ３

育 導法 初等社会科指導法 L1・S1 ２ ３

実 算数科指導法 L1・S1 ２ ３

践 初等理科指導法 L1・S1 ２ ３

科 総合・生活科指導法 L1・S1 ２ ３

目 初等音楽科指導法 L1・S1 ２ ３
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図画工作科指導法 L1・S1 ２ ３

初等体育科指導法 L1・S1 ２ ３

初等家庭科指導法 L1・S1 ２ ３

２．３教育実習 教育実地研究Ⅱ（授業 Ｓ２ ２

基礎研究）

教育実地研究Ⅲ（初等 Ｐ４ ４ ３

教育実習）

教育実地研究Ⅳ（中等 Ｐ４ ４ ４

教育実習）

卒業要件 Ｓ４ ４ ４

『平成16年度 入学者用 履修の手引 p17』

（２）学校教育専修 学習臨床コース〈専攻する分野：教育方法臨床〉

備 考区 分 授業科目
単位数及び 必修・選択等の区分 標準履

修年次授業方法 必修 選択 自由

ブリッジ科 学習臨床入門 Ｌ２ ２ ２ブ リ

目Ⅱッ ジ

科目

専門科目 学習臨床概論Ａ Ｌ２ ２ ２ 20単位以上を修得す専

学習臨床概論Ｂ Ｌ２ ２ ２ ること。門

教育方法学 Ｌ２ ２ ２科

学習指導論 Ｌ２ ２ ３目

学習心理学 Ｌ２ ２ ３

授業の心理学 Ｌ２ ２ ３

学力診断論 Ｌ２ ２ ２

学校組織論 Ｌ２ ２ ２

学級経営の心理学 Ｌ２ ２ ４

学校文化論 Ｌ２ ２ ３

現代子ども論 Ｌ２ ２ ３

社会心理学 Ｌ２ ２ ３

比較教育改革史 Ｌ２ ２ ２

教科・教材基礎論 Ｌ２ ２ ３

授業研究法 Ｌ２ ２ ３

学級コミュニケーショ Ｌ２ ２ ３

ン論

専門セミナ 学習臨床セミナーⅠ Ｓ４ ４ ３

ー 学習臨床セミナーⅡ Ｓ４ ４

実践セミナ 実践セミナーⅠ「学習 Ｓ２ ２ ３

ー 臨床」

実践セミナーⅡ「学習 Ｓ２ ２ ４

臨床」
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教育方法臨床分野を専攻する学生が，ブリッジ科目Ⅱ及び専門科目において修得を要する単位

数 ３４単位

『平成16年度 入学者用 履修の手引 p18』

［６ 「平成１６年度教育実習実施計画一覧表」］

平成１６年度教育実習実施計画

学校教育学部

学年 日 程 等

５／２４（月）～２８（金）

観察・参加

１年 前半グループ 後半グループ

・特殊教育諸学校 ２４・２５日 ・附属中学校 ２５日

・小学校教育実習協力校（牧・浦川原村）２６日 ・特殊教育諸学校 ２６・２７日

・附属中学校 ２７日 ・小学校教育実習協力校（三和村）２８日

５／２４（月）～２８（金） ９／２７（月）～１０／１（金）

２年 観察・参加 Ｃ・Ｄグループ 観察・参加 Ａ・Ｂグループ

・幼稚園教育実習協力園・附属幼稚園 ・幼稚園教育実習協力園・附属幼稚園

５／３１（月）～６／４（金） ９／２１（火）～１０／８（金）

３年 初等教育実習「観察実習」 「本実習」

・小学校教育実習協力校・附属小学校

５／１７（月） ～ ６／４（金） １０／２１（木）～１１／２（火）

中学校教育実習 専修教育実習

４年 ・中学校教育実習協力校・附属中学校 ・附属幼稚園

１１／８（月）～１８（木）

専修教育実習

・附属幼稚園

『第310回教授会（15,12,17)資料』

iv) 教育の目的に照らして，必修科目，選択科目等が適切に設定されているか。

学校教育学部には，小学校教員及び幼稚園教員を養成する「初等教育教員養成課程」が置かれ，学校教育

専修（学習臨床コース，発達臨床コース ，幼児教育専修，教科・領域教育専修（言語系コース，社会系コー）

ス，自然系コース，芸術系コース，生活・健康系コース ）の３専修・７コースで組織されている。初等教育，

全般にわたり総合的な理解を深化させ，初等教育教員としての資質，能力の向上を図ることとしている。

また，本学の教育課程は，幼稚園教育との連続性を考慮に入れながら小学校教育を中心とし，さらに中等教

育も含めた初等・中等教育全体について十分な理解と専門的能力を有する教員の養成を目指しており，小学校

教諭の普通免許状及び希望により幼稚園，中学校，高等学校の普通免許状も併せて取得できるように編成され

ているため，各免許状取得要件であるのための必修科目，選択科目等を考慮しながら設定されている ［７］。

［８］

● 根拠データー

［７ 「教員免許課程認定審査基準」］

教員免許課程認定審査基準（抜粋）
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平成13年７月19日

教員養成部会決定

一部改正 平成16年６月23日

２ 教育上の基本組織

（学科等）

(1) 教員免許課程は，大学，大学院又は大学の専攻科の学部，学科，課程，専攻等（以

下「学科等」という）ごとに認定するものとする。

(3) 小学校又は幼稚園の教員を養成する場合には，教員養養成を主たる目的とする学科

等が設けられていなければならない。

（科目）

(5) 認定を受けようとする学科等においては、免許状の種類に応じ，教育職員免許法

施行規則に規定する当該免許状の授与に必要な科目について，教育職員免許法施行

規則第６条の表備考第３号並びに第22条第２項及び第３項の規定による場合のほか

は，すべて開設することを原則とする。

(6) 教科に関する科目，特殊教育に関する科目又は養護に関する科目についたは，一

般的・包括的な内容を含む科目が用意されていなければならない。

(7) 教育職員免許法施行規則第３条の表備考第３号により１以上又は２以上の科目につ

いて修得するものとされる科目群（ 」内の科目）については，それぞれ１以上又「

は２以上の科目を開設しなければならない。

（小学校又は幼稚園の教員養成に関する科目）

(8) 小学校教員の養成を行う大学の学科等においては，全教科についての教科に関す

る科目及び全教科についての教科の指導法に関する科目を置くこととする。また，

各教科の指導法に関する科目は，各教科の内容に関する一般的・包括的な学修を含む

ものでなければならない。

［８ 「課程認定申請書」］

様式第２号

認定を受けようとする大学の課程の概要に関する書類（抜粋）
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認定を受けようとする学部・学科等の教育課程
ぴ教員組織の概要（教科に関する科目）

課樫認定を受けようと 認定を受 左記に対応する開設授業科目
専 任　　教 員

する学部・ 学科等 けようと
る免許
免許法施行規則に
める科目区分等 単位数 備　　　考

学　　部 学科等
状の租類 授業科　目

蒲 還駅 教　　授 助教授 講　　師

一国語一（雷写を含 2一 高本＿條治 一一学榛教育・

学部

，初等教育教・

養成課程

。小昌種免一 一国語・一

書写を含む．） む。）

幼一腫免
社会 社会 2 赤羽　孝之 小1穫免の

小一種免

免許状取
算数 算数 2 黒木　伸明

上　武質

得に必要
量低修 理科 理科 2 庭野　義英 小1税免の

得単位数

・教科に関 生活 生活 2 ’木村　吉彦

する科目
　8単位

教職に関
る科目

音楽 音楽 2 茂手木潔子 池田　　操
野　俊介
藤　　丹

41単位
図画工作 図画工作 2 洞谷亜里佐

・教科又は
教職に関
る科目 体育

休育 2 加藤　泰樹

10単位

家庭 家庭 2 得丸　定子 小1種免の
幼一種免

1免許状取
得に必要
な量低修
得単位数

・教科に関
する科目

6単位

・教職に関
する科目

35単位

・教科又は
教職に関
する科目

10単位

2学位
学士
（教育学）

16一



書、忍定を受けようとする学部・学科簿の教育課程
び教員組織の概要（教科又は教職に関する科目）

謝呈認定を受けようと 左記に対応する開設授策科目
する学部 ・掌科等 免許法施行規則に定める科目 専 1壬　　教 員

区分等 単位数 備　　　考
授　集　科　目

学　　部 学　　科 単位数 赫 避駅 教　　授 助教授 講　師

。学校教育一

部
朝等教育教一
養成課程

教科又ば執職に関すL
科目

一’lq．O＿

10
．＿
験学習一一＿＿

ポランティア体験

＿2

1
一，

」二教科又は一

職に関す
科目」の

一

学校経営と学校図 2 必修科目又
書館 は最低修得

1免許状取 学校図歯館メディ 2 単位を超え

褐に必要
最低修

アの構成
習指導と学校図 2

て履修した「教科に関

得単位故 魯館
書と豊かな人間 2

する科目』，

しくは
・教科に関 性 『教職に関

する科目 情報メディアの活 2 する科目』

小一種免 用 についてρ

　8単位
一種免 8

併せて小
，幼8単

6単位 位以上修得

・教職に関
する科目
小一種免
41単位
幼一種免
35単位

・教科又は
教職に関
する科目
小一種免
10単位
幼一種免
10単位

2掌　位

学士
（教育学）

教育職員免許法施行規則第 66条の50こ定める科目
課程認定を受けようと 免許法施行規則に定める科目 左記に対応する開設授業科目・
する学部 ・学科等 及ぴ単位数

単位敗
授　業　科　目

学　　部 学　　　科 科　　　　　目 単位数 鵬 遺駅

学校教育 初等教育教 日本国憲法 2 日本国憲法 2
学部 員養成課程

体育 2 スポーツ実践 2
マリンスポーツ 1
スノースポーツ 1
伝統スポーツ 1

外国語コミュニケー 2 コミュニケーショ 1
ション ン英語AI

コミュニケーショ 1
ン英語All
コミュニケーショ 1
ン英語BI
コミュニケーショ 1
ン英諮B【1
コミュニケーショ 1
ン英語CI
コミュニケーショ 1
ン英語CII

構報機器の操作 2 教育情報演習 4

17一



認定を受けようとする学部・学科等の教育課程
ぴ教員組織の概要（教職に関する科目）

教職に 左記に対応する開設授榮科目
員関する

目の
免許法施行規則に定める科目区分等

単位数
専 任　　教

備　　考

開設体
科　ヨ 各科目に含める必要事項 単位数

授業科　目
必修 選恢 教　　授 助教授 講　　師

．大学と一 敏職の一 ．，』教職の意義及び教員の役割 2 ．一＿ 間教育学．セーミ．ナ． ＿2一『
＿西＿．穣．司＿ ．毒古賀一＝陶一 （邦沢功謬朗〕一 ，“　り　　　一　　一　●　■

しては
通に
意義等
関す
・教輿の職務内容（研修，服
及ぴ身分保障等を含む．）

小一種
一租

一（教職の意義） （細井房明）
二谷貞夫）

開設し る科ヨ ・進略選択に資する各種の機
ている 会の提供等

が3一
専修

コー
に開

教育の
礎理
に関
る科

・教育の理念並びに教育に関
る歴史及ぴ思想

　6
一種
一種

教育本質論
較教育学
師・授業文化論
育と法規
較学校史

22222 杵淵　俊夫

西　　概司）

井弼一

古賀　一博
1科目選
必修（綾
麗する社会

，制度的又曜

領総む．）

発達臨床思想
現・人間学基礎 1

2 育の臆艶に

献附る融

論 浸ぴ麗

・幼児，児童及ぴ生徒の心身
発逢及ぴ学習の過程（陣
のある幼児，児童及び生
の心身の発遇及ぴ学習の
程を含む。）

教育心理学概論
達心理学
童心理学
年心理学
習心理掌
児・陣害児教育

222222

（細井’房明）

小松　美加
部　　勲
阿部　　勲）

山勘次郎
合　　魔

井沢功一朗

1科目選
必修

原理 我妻　敏博

・教育に関する社会的，制度 学校組織論 2 （西　　秘司）
的又は経営的事項 教育社会学

権と教育行政

22 新井　郁男
若井彌一）

生涯学習概爾A 2 （新井郁男）
生涯学習概論B 2 （新井　郁男）
社会教育計画A 2 （新井郁男）
社会教育計回B 2 （新井　郁男）
同和教育 2

教育課 ・教育課程の意義及ぴ編成の 教育課程論 2． 小林　　恵

程及び 方法， （総合的学習を含

指導法
関す
科目

　む。）

幼児の教育課程論 2 細井　房明 幼1種免
み

・各教科の指導法 22 初等国語科指導法 2 有海俊太郎 、

小一種 初等社会科指導法 2 二谷　貞夫
算数科指導法 2 布川　和彦
初等理科指導法 2 戸北　凱惟
生活科指導法 2 南舘　忠智
初等音楽科指導法 2 重嶋　　博
図画工作科指導法 2 太田　將勝
初等体育科指導法 2 丸山　芳郎
初等家庭科指導法 2 佐藤　文子

・道徳の指導法 道徳の指導法 2 林　　泰成

・特別活勤の指導法 教育実地研究四 2 犬塚　文雄
（特別活動の指導
法）

・教育の方法及ぴ技術（情報
器及ぴ教材の活用を含
。）

教育方法学
力診断論
育工学
現・相互行為教 1

222 高田喜久司
田中　　敏
南部　昌敏）

松本健義）

し科目選
修

育演習
表現・状況的教育 2
方法演習

18一



認定を受けようとする学蟄・学科等の教育課程
び教員組織の概要（教職に関する科目）

教職に 左記に対応する開設授業科目

関する
自の

免許法施行規則に定める科目区分等
単位数

専 任　　教 員
備　　考

關設体
科’目 各科目に含める必要事項 単位数

授　業　科　目
擁 遣脈 教　　授 助教授 誘　　師

∈大．学逼一 一教育謀 ．一』教育の方法及び技術4情報， ＿．2．一2＿ ＿． 造行．為と掌瑠過一 2 （松本＿健畿）

しては
通に
程及ぴ
導法

機器及び教材の活用を含
。）

小一種 程学習場面観察基礎

2 （戸北凱惟）

開設し
いる

，一
専修

コー
に開

に関す
科目

学習場面臨床学
育臨床演習正

育臨床演習II

習臨床カウンセ
ング基礎1
習臨床カウンセ

22222

（戸北凱惟）

戸北凱惟）

戸北凱惟）

北凱惟）

（布川　和彦）

松本雌義）
布川和彦）
松本　健義）
布川　和彦）

松本健義）
布川　和彦）

必修科目
，学習
床コー

リング基礎ll （松本健義） ヌ（学習過踏

学習と相互行為 2 （松本健義） 鮒野）の学

学習と言語 2 生が修得
掌習と表現 2 する場合
臨床的学習成立セ 4 （松本　健義） のみ適用
ミナー1 （布川　和彦）

臨床的学習成立セ 4 （松本　健義）

ミナーH （布川　和彦）
◎

臨床的学習過程・ 4 （戸北凱惟）
關発セミナー1
臨床的学習過程・ 4 （戸北凱惟）
開発セミナーll

子どもの発達支援
法論演習

2 （細井房明）
大山美和子）

（丸山　良平）
松本　健義）

1科目選

必修
（鈴木情一） ば，幼児

子どもの学習支援 2 （南舘　忠智） 曳育専修

方法論演習
監 の学生が

得する
場合のみ
適用

18
一税

教：育方法学

力診断論

22 高田喜久司
田中　　敏

1科目選
必修

教育工学 2 （南部　昌敏）

表現・相互行為教 1 （松本　健義）

育演習
表現・状況的教育 2
方法演習

創造行為と学習過 2 （松本　健義）

程学習場面観察基礎

2 （戸北凱惟）
学習場面臨床学 2
教育臨床演習1 2 （戸北凱惟） （布川　和彦）

（松本　健義）

教育臨床演習ll 2 （戸北凱i働 （布川　和彦）
（松本　庭義》

学習臨床カウンセ
ング基礎1

2 （戸北凱惟） （布川　和彦）
松本　健義）

必修科目
，学習

学習臨床カウンセ
ング基礎II
習と相互行為
習と言語
習と表現
床的学習成立セ

2
2224

（戸北凱惟） （布川和彦）
松本　健義）
松本　健義）

松本　健義）

臨床コー
（学習遇臨

頒）の学

が修得
る場合
み適用

ミナー1 （布川和彦）

臨床的学習成立セ 4 （松本健義）
ミナーH （布川和彦）
臨床的学習過軽・ 4 （戸北凱惟）
開発セミナー1
臨床的学習過限・ 4 （戸北凱惟》
開発セミナーll

子どもの苑遣支援
法論演習

どもの学習支援
法論演習

22 （細井房明）
大山美和子）

鈴木情一）
南舘忠智）

（丸山　良平）

松本健義）
正科目選

必修
，幼児
育専修
学生が
得ずる
場合のみ
適用

一19



認定を受けようとする学部一学科等の教育課程
び教員組織の概要（教職に関する科目）

教職に 左記に対応する開設授業科目
任　　教 員

関する
目の

免許法施行規則に定める科目区分等
単位数 備　　考

開設体
科　目 各科目に含める必要嘉項 単位数

授　業　科　目
嚇 遣沢 教　　授 助教授 溝　　師

18＿＿ ．＿保育．も音楽表現の 2 太山美和子＿ ＿一一一　　一　一．大学と，．

てば
通に

．教育灘一

及び
導法『

一．．保育内容の指導法．
幼一種 指導法

育・造形表現の 2 松本　健義
1．科目選
必修

開設し
いる
に関す
科目

　指導法
保育・言葉の指導 2 鈴木　情一

が，一
専修

　法
保育・健療の指導 2

・コー
に開

　法
保育・．人問関係の 2 （細井房明）

設 指導法
O保育・環境の指導 2 丸山　良平

法保育の心理と行動

2 （南舘　忠智）

生徒指 生徒指導の理論及び方法 4 教育実地研究W 1 （犬塚　文雄）

導，教 小一極 （生徒指導論）

育相談
び進
指導
・進路指導の理論及び方法 教育実地研究皿

進路指導論）
1 （新井郁男）

等に関
る科 教育相談（カウンセリング 教育実地研究V 2 勝倉　孝治 田中輝美
目 に関する基礎的な知識を含 （カウンセリング

む．）の理論及ぴ方法 論）

幼児理解の理論及ぴ方法 2 O幼児理解と心の問 2 （鈴木　情一）
幼一種 題

・教育相談（カウンセリング 教育実地研究V 2 勝倉　孝治 田中輝美
に関する基礎的な知識を含 （カウンセリング
む。）の理論及び方法 論）

総合演習 2 総合演習（多文化 2 （二谷　貞夫）
小一種 社会論）

幼一種 総合演習（子ども 2 （杵淵　俊夫） （阿部　　勲）
の校外生活と地域
父母組織）
合演習（子ども
心と教育）

2 （細井房明）
南舘忠智）
大山美和子）
鈴木　情一）

（丸山　良平）

松本　健義）
1科目選
必修

総合演習（ことば 2
と社会）

総合演習（自然と 2
人間）

総合演習（自然環 2
境）

合演習（芸術社 2 （太田　將勝）
会教育論）

教育実習 　　5
一種
一種

教育実地研究1
（観察・参加）

育実地研究H
授業基礎研究》

22 （細井房明）
大山美和子）

野靖夫

濁川　明男

部　昌敏
濁川明男）
岡　強司

事前・事’指導を

む

教育実地研究“1 4 （戸北凱惟）
（初等教育実習） て二谷貞夫）
教育実地研究棚 4 （戸北凱惟）
（中等教育実習）

稚園専修教育実 2
（二谷貞夫）
細井房明）
南舘忠智）
大山美和子）

鈴木憐一）

（松本　健義）

丸山　良平）

必修科目
，幼児
育専修
学生が
得する
場合のみ
適用
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v) 学生の多様なニーズに対応できる教育課程の編成に配慮しているか。

本学は，学則第47条で他大学等における授業科目の履修等を認めることは導入されており，現在，長岡技術

（ ） （ ） 。［ ］，［ ］，［ ］科学大学 平成13年度 及び放送大学 平成14年度 と単位互換協定を締結している ９ １０ １１

また，平成16年度には，新潟県内高等教育機関懇談会において，学生の多様な学習意欲に応えるため，各高

等教育機関の特色を生かした多様な授業科目の履修機会の拡大を図るとともに，相互に連携・協力し，より効

果的な教育成果を上げるため「新潟県内高等教育機関における単位互換の推進に関する合意書」を締結した。

［１２］

本学の専門科目において，教科や教職の専門的知識や技能を実践の教育実践場面で具体的に応用できる臨床

的な指導法と教材開発技能を修得する 「実践セミナー」を設定している。これは，大学院の共通科目にある，

「実践場面分析演習」と連携しており，教育実習等の具体的な授業場面から個々の具体的な疑問点等を洗い出

し，現職教員を含む合同で討議することによって，学部学生がより一層の臨床的力量を形成するものである。

［１３ ［１４］］，

教育職員免許状のほかに，学芸員，社会教育主事，学校図書館司書教諭及び保育士の資格取得のための授業

科目が開設されている ［１５ ［１６ ［１７ ［１８］。 ］， ］， ］，

また，平成13年度には学生による授業評価の一つとして本学カリキュラム改善点のためのアンケート調査を

実施している ［１９］。

● 根拠データー

［９ 「上越教育大学学則」］

上越教育大学学則（抜粋）

（他の大学等における授業科目の履修等）

第47条 教育上有益と認めるときは，他の大学又は短期大学（以下「他大学等」という ）との。

協議に基づき，学生が当該他大学等の授業科目を履修することを認めることができる。

２ 前項の規定により学生が他大学等において履修した授業科目について修得した単位は，教授

会の議の基づき，60単位を超えない範囲で本学の学部における授業科目の履修により修得した

ものとみなすことができる。

３ 前２項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学（以下「外国の大学」という ）に留学する。

場合に準用する。

［１０ 「単位互換に関する協定書」］



上越教育大学と長岡技術科学大学との単位互換に関する協定書

　上越教育大学と長岡技術科学大学は，両大学間の交流と協力を促進し，教育内容の充実

を図ることを目的として，両大学の学生が，それぞれ相手大学の授業科目を履修し，単位

を修得することについて合意に達したので，ここに単位互換協定（以下「協定」という。）

を締結する。

　（学生の受入身分）

1　両大学は，この協定により受け入れる学生は「特別聴講学生」とする。

　（受入時期及び履修期間）

2　特別聴講学生の受入時期は，別に定める。

3　特別聴講学生の履修期間は，1年以内とし，当該年度を超えないものとする。

　（授業科目の範囲及ぴ単位数）

4　履修できる授業科目の範囲及ぴ単位数は，別に定める。

　（受入学生数）

5　両大学が受け入れる特別聴講学生数は，別に定める。

　（受入手続）

6　特別聴講学生の受入手続は，別に定める。

　（単位の認定方法等）

7　履修した授業科目の成績評価及ぴ単位の認定は，受入大学の定めるところによる。

8　修得した単位の認定の取扱いは，派遣大学の定めるところによる。

　（実施期日）

9　この協定による取扱いは，協定書締結年月日から実施する。

　（その他）

10上記の他，単位互換に関し履修上必要な事項は両大学が協議の上，別に定める。

11この協定書の改廃については，両大学の学長間の協議によるものとする。

平成13年11月29日

上越教育大学長

　　　天塀

長岡技術科学大学長

仏御

　　　　　霜儲

　　ド　
　　　　り　 　　し

　　1湾層総
　　嚇尺営『ぢ

　　　　　　　　甲　　　　　　　■1二こ．1一ζ‘二＝二召一一・一・

蓋籏…皇F－5一募γ
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　　　　　　　　　　　　　上越教育大学と放送大学との問における

　　　　　　　　　　　　　単位互換に関する協定書

上越教献学及び放送大学は，双方の大学の規則に定めるところにより・両大学の学生が・それぞれ

相手大学の授業科目を履修し，単位を修得することを認めることとし・次の事項について合意燵した

ので，ここに協定書を取り交わす。

　（受入れ）
第、条放送大学に在学する学生が，上越教献学の授業科瞬修及び単位の修　尋を希望するときは・

　上越教育大学長は当該学生を受け入れることができる。
2上越教育大学に在学する学生が，放送大学の授業科目の履修及び単位の修得を希望するときは・放

　送大学長は当該学生を受け入れることができる。

　（特別聴講学生）
第2条両大学は，前条により受け入れた学生をr特別聴講学生」として取り扱う・

　（履修期間）
第3条特別聴講学生の履修期間は，上越教育六学においては母業科目の開講期間ごととし・放送大学

　においては1学期間ごととする。

　（授業科目の範囲及び単位数）

第4条履修できる授業科目の範囲及び修得できる単位数は，別に定める。

　（学生数）

第5条両大学の受け入れる学生数は，別に定める。

　　（受入れ手続）

第6条　特別聴講学生の受入れ手続は，別に定める。

　　（単位の授与等）
第7条特別聴講学生の履修方法，単位の授与等については・受入れの学生の場合と同様とする・

　　（授業料等）
第8条上越教育大学においては，特別麟学生の授業料は・国立大学iこおける授業料その他の費用に

　関する省令に係る通達に定める額とし，検定料及ぴ入学料は徴収しない。
2放送大学1こおいては，特別麟学生の授業料は，放送大学学貝Uに定める額とし・入学料は徴収しな

　いo

平成14年　7月18日

上越教育　大学長

放　　送　　大　　学　　長

尺’痒建勺

件イ与、鷹

喝欝当
自師圏
誕幽妥

顯麟
鋤巽
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［11］「単位互換に関する実施要項」

上越教育大学と長岡技術科学大学との単位互換に関する実施要項

　上越教育大学と長岡技術科学大学との単位互換に関する協定書第10項の規定に基づき，

両大学は，単位互換に関する履修上必要な事項を定めるものとする。

1　申請資格
　特別聴講学生として申請できる者は，両大学に在学する2年次以上の学部学生及ぴ大

学院学生とする。

2　受入時期及ぴ履修期間
（1）特別聴講学生の受入時期は，当該学生の履修する授業科目の開講期間の始めとする。

（2）特別聴講学生としての履修期間は，当該学生の履修する授業科目の開講期間とする。

3　履修科目の範囲及ぴ単位数
（1）受入大学は，特別聴講学生が履修できる授業科目の範囲を定め，所定の期日までに

　派遣大学に通知する。
　（2）特別聴講学生が履修できる単位数の上限は，派遣大学において定めるものとする。
　（3）特別聴講学生が履修した授業科目の単位の計算については，派遣大学において定め
　　るものとする。ただし，教職科目（教員免許取得要件）への認定は，同一の課程認定

　を有していることを条件とする。

4　受入学生数
　受け入れる特別聴講学生数は，各授業科目毎に受入大学が定め，所定の期日までに派

　遣大学に通知する。

5　特別聴講学生の受入手続
　（1）特別聴講学生を希望する学生は，派遣大学の定める期間に申請手続を行う。

　（2）派遣大学は，授業科目毎に希望学生を取りまとめ，所定の期日までに受入大学長へ

　　受入依頼する。
　（3）受入大学は，所定の期日までに受入通知書を派遣大学へ送付する。

　（4）派遣大学は，速やかに受入通知書を希望学生に送付する。
　（5）受入通知書を受領した学生は，所定の期日までに受入大学の定める特別聴講学生の

　　入学手続を行う。
　（6）受入大学は，入学手続を完了した特別聴講学生の入学を許可する。

6　学生証の交付。一

　　受入大学は，受入学生に対し特別聴講学生証を交付する。

7　ガイダンスの実施及ぴ履修登録
　（1）派遣大学は，特別聴講学生を希望する学生に対し，単位互換の実施に関するガイダ

　　ンスを行う。
　（2）受入大学は，特別聴講学生に対し，履修方法等に関するガイダンスを行う。

　（3）特別聴講学生の履修手続は，ガイダンスにおいて行う・

8　試験の実施方法
　（1）試験の取扱い等の実施については，受入大学の定めるところによる。
　（2）派遣大学と受入大学の試験日時が重複した場合は，派遣大学の授業科目について追

　　試験等の措置を講ずるものとする。

一24一



9　成績の通知及び管理
　（1）受入大学は，特別聴講学生の成績を所定の期日までに派遣大学へ通知する。

　（2）受入大学は，特別聴講学生の成績原簿を保管する。

10施設等の利用
　受入大学は，特別聴講学生の履修上必要な施設・設備の利用について便宜を供与する。

11経費の負担
　特別聴講学生が授業科目を履修する上で必要となる教材費等の個人的経費について
　は，特別聴講学生の負担とする。

12保険等
　特別聴講学生は，受入大学が必要とする場合は，学生教育研究災害障害保険等に加入
　する。ただし，派遣大学において加入している場合は除く。

13規則等の遵守及ぴ身分の取消
　（1）特別聴講学生は，受入大学の規則等を遵守しなければならない。

　（2）受入大学は，特別聴講学生が規則等に違反した場合，その身分を取消すことができ
　　るものとする。

14特別聴講学生に係る通知
　（正）特別聴講学生が履修を取りやめた場合及び派遣大学を休学，退学等した場合は，派

　遣大学は受入大学へ通知する。
　（2）特別聴講学生が履修している授業科目の日程変更等については，受入大学が派遣大

　学へ通知する。

15その他
　本実施要項に定めるもののほか，上越教育大学と長岡技術科学大学との単位互換に関
　する協定の運営に関し必要な事項は，両大学間の協議により定める。

平成13年11月29日

上越教育大学副学長

　　　　　　嬬舜乏尺
長岡技術科学大学副学長

　　　　　　徹の卿之
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上越教育大学と放送大学との間における

単位互換に関する協定書についての覚書

協定書作成の際，さらに下記の内容が合意に達したので，実施に当たって留意する。

記

1　受入れ学生数
　放送大学が受入れる学生は，30人程度とする。
2　履修できる授業科目の範囲及び修得できる単位数

　（1）履修できる授業科目の範囲
　　上越教育大学学生が履修できる授業科目は，放送大学で開講するすぺての放送及び印刷教材によ

　る授業科目のうち，上越教育大学において認めたものとする。

　（2）　修得できる単位数
　　上越教育大学学生が，当該学生の在学期間を通じて修得できる単位数は，20単位以内とする。

3　出願の手続及び受入れ予定学生の決定
　　出願の手続及び受入れ予定学生の決定については，次に掲げる要領により取り扱う。
（、）放送大学に特別麟学生として出願を希望する者は淀められた期日まで1こ出願票及び所定の書

　　類を上越教育大学長を経て放送大学長に提出するものとする。
　（2）　放送大学長は，前号により希望した者のうちから選考し，受入れ予定学生を決定する。

　（3）　放送大学長は，前号で決定した学生の氏名を上越教育大学長に通知する。

4　受入れの許可
（、）前項第2号により受入れ予定学生と決定した者は・放送大学学則に定める手塵を行う・

　（2）　放送大学長は，前号の手続を完了した者に対し特別聴講学生として受入れを許可する。

　（3）　放送大学長は，前号で許可した学生の氏名を上越教育大学長に通知する。

5　通信指導の再提出及ぴ再試験
　　放送大学長は，特別聴講学生が放送大学において履修する授業科目の通信指導の再提出及び再試験

　の受験を，各1回認める。
6　成績評価及び単位授与の方法
　　糊lj聴講学生が放送大学において麗した授業科目の成績の評価及び単位の授与1こついては・放送

　大学学則の定めるところによる。

7　単位認定試験の実施方法
　　上越教献学を会場として単位認定試験を実施するに際しては・r放送大学単位認定試験実施要

　領」に則って行うこととする。
8放送大学は，特別聴講学生が履修上必要な施設・設備の利用については・便宜を供与する・
9この覚書に定めるもののほか，本協定の運営に関し必要な事項は・両大学長間の協議により定める・

平成14年　7月18日

上越教育大学長

放　　送　　大　　学　　長

大

丹

澤

保

健

憲 ｛

目欝挙当

自師蘭
暴凹妥

轍翫
副藻
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［12］r新潟県内高等教育機関における単位互換の推進に関する合意書」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　κ．孟覧罰
　　．，　新潟県内高等教育機関における単位互換の推進に関する合意書（案1

魏

鰭

縄

擁講
　‘　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騒　蟹三’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘禦・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・　叢

　一　高等教育機関においては、大学設置基準、短期大学設置基準、．高　　繧熱

　　等専門学校設置基準及び各高等教育機関の学則等の規定に基づき、　“醒．、。

　　単位互換協定の推進を図るものとする。　　　　　　”　　ひ　ぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　醗

二　単位互換協定締結の推進にあたっては、体制の整備がされている

　高等教育機関から進めていくものとし、締結1；必要な事項について

　は、別途各高等教育機関において協議の上、定めるものとする。
噸

鱒実　堀

藻謬

縢
　　6阜、

疑熱
駆．

　　◎、

陶r

．．・・
ア　　　　　う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　本合意書でいう高等教育機関とは、新潟県内における大学、短期　．

大学、高等専門学校及び放送大学をいう。　　　　　　　　　　　　Z

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔓
　　　　　　　　　　　　　　　平成16年12月7日　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノく監
　　　　　　　　　　　　　　　新潟県内高等教育機関懇談会　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　華

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賠

無

鼻

’瀞

　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

．27一



- -28

［１３ 「実践セミナー」］

実践セミナー

対象とす 単位数及び授業方法等 標準

区 分 る専修・ 授 業 科 目 履修 摘 要

コース 必修 選択 自由 年次

専 実践セ 学 学 習 実践セミナーⅠ「学習臨床」 Ｓ２ ３ 専攻する分

門 ミナー 校 臨 床 実践セミナーⅡ「学習臨床」 Ｓ２ ４ 野から４単位

科 教 コ ー を修得するこ

目 育 ス と。

専 発 達 〈生徒指導総合分野〉

修 臨 床 実践セミナーⅠ「生徒指導」 Ｓ２ ３

コ ー 実践セミナーⅡ「生徒指導」 Ｓ２ ４

ス 〈心理臨床分野〉

実践セミナーⅠ「心理臨床」 Ｓ２ ３

実践セミナーⅡ「心理臨床」 Ｓ２ ４

幼児教育 実践セミナーⅠ「幼児・生活科 Ｓ２ ３ 専攻する分

専修 教育」 Ｓ２ ４ 野から４単位

実践セミナーⅡ「幼児・生活科 を修得するこ

教育」 と。

教 言 語 〈国語分野〉 専攻する分

科 系 コ 実践セミナーⅠ「国語」 Ｓ２ ３ 野から４単位

・ ース 実践セミナーⅡ「国語」 Ｓ２ ４ を修得するこ

領 〈英語分野〉 と。

域 実践セミナーⅠ「英語」 Ｓ２ ３

教 実践セミナーⅡ「英語」 Ｓ２ ４

育 社 会 実践セミナーⅠ「社会」 Ｓ２ ３ 専攻する分

専 系 コ 実践セミナーⅡ「社会」 Ｓ２ ４ 野から４単位

修 ース を修得するこ

と。

自 然 〈数学分野〉 専攻する分

系 コ 実践セミナーⅠ「数学」 Ｓ２ ３ 野から４単位

ース 実践セミナーⅡ「数学」 Ｓ２ ４ を修得するこ

〈理科分野〉 と。

実践セミナーⅠ「理科」 Ｓ２ ３

実践セミナーⅡ「理科」 Ｓ２ ４

芸 術 〈音楽分野〉 専攻する分

系 コ 実践セミナーⅠ「音楽」 Ｓ２ ３ 野から４単位

ース 実践セミナーⅡ「音楽」 Ｓ２ ４ を修得するこ
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〈美術分野〉 と。

実践セミナーⅠ「美術」 Ｓ２ ３

実践セミナーⅡ「美術」 Ｓ２ ４

生 活 〈保健体育分野〉 専攻する分

・ 健 実践セミナーⅠ「保健体育」 Ｓ２ ３ 野から４単位

康 系 実践セミナーⅡ「保健体育」 Ｓ２ ４ を修得するこ

コー 〈保健分野〉 と。

実践セミナーⅠ「保健」 Ｓ２ ３

ス 実践セミナーⅡ「保健」 Ｓ２ ４

〈技術分野〉

実践セミナーⅠ「技術」 Ｓ２ ３

実践セミナーⅡ「技術」 Ｓ２ ４

〈家庭分野〉

実践セミナーⅠ「家庭」 Ｓ２ ３

実践セミナーⅡ「家庭」 Ｓ２ ４

『上越教育大学学校教育学部履修規程 別表（第７条関係 』）

［１４ 「学部「実践セミナー」のシラバス」］

○実践セミナーⅠ「総合的学習」

科目番号 ３８０４ 学期 後期 曜日・時限 月・５／

標準履修学年 学部３年 単位 Ｓ２ 履修方法 必修

専攻・コース 教室 講３０１

科目区分 専門科目 実践セミナー 学校教育専修 学習臨床コース 総合学習分野

担当教員 大悟法 滋・川村知行・濁川明男・藤岡達也・北條礼子・田島弘司・山崎貞登・

小林毅夫・釜田 聡

備考

履修条件 平成１２年度以降入学者

○ 授業概要・目標

附属中学校などで，公開実験授業に参加し，環境教育，国際理解，地域課題など，具体的テー

マに基づいて 「総合的学習の時間」のカリキュラムをどのように開発するかを，授業分析を通，

し，問題点を検証しながら，公開授業などの授業実践について検討する。

その成果として，報告をもとに，記録及び報告書の作成に大学院生とともに参加し，卒業論文

の課題との関連も探究する。

○ 履修条件・注意事項

学習臨床コース総合学習分野所属の学生を原則とする。

○ 授業計画・内容

１～ ２ オリエンテーション。全教員・全院生による研究課題の設定。

３～ ４ 附属中学校などの公開実験授業への参加

４～１３ 院生とともに実験授業の分析報告と検討

１４～１５ 発表会及び報告書の作成

○ 成績評価の方法
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演習の報告及び報告書について，担当教員の会議を経て判定する。

○ 教科書・参考書

上越教育大学総合学習分野の報告書類のほか，随時，参考文献を案内する。

○実践セミナーⅡ「総合的学習」

科目番号 ４８０４ 学期 前期 曜日・時限 月・５／

標準履修学年 学部４年 単位 Ｓ２ 履修方法 必修

専攻・コース 教室 講２０１

科目区分 専門科目 実践セミナー 学校教育専修 学習臨床コース 総合学習分野

担当教員 大悟法 滋・川村知行・濁川明男・藤岡達也・北條礼子・田島弘司・山崎貞登・

小林毅夫・釜田 聡

備考

履修条件 平成１２年度以降入学者

○ 授業概要・目標

附属小学校などで，公開実験授業に参加し，環境教育，国際理解，地域課題など，具体的テー

マに基づいて 「総合的学習の時間」のカリキュラムをどのように開発するかを，授業分析を通，

し，問題点を検証しながら，公開授業などの授業実践について検討する。

その成果として，報告をもとに，記録及び報告書の作成に大学院生とともに参加し，卒業論文

の課題との関連も探究する。

○ 履修条件・注意事項

学習臨床コース総合学習分野所属の学生を原則とする。

○ 授業計画・内容

１～ ２ オリエンテーション。全教員・全院生による研究課題の設定。

３～ ４ 附属小学校などの公開実験授業への参加

４～１３ 院生とともに実験授業の分析報告と検討

１４～１５ 発表会及び報告書の作成

○ 成績評価の方法

演習の報告及び報告書について，担当教員の会議を経て判定する。

○ 教科書・参考書

上越教育大学総合学習分野の報告書類のほか，随時，参考文献を案内する。

［１５ 「学芸員の資格取得」］

博物館に関する科目及び単位

文部科学省令規定により，大学において修得すべき博物館に関する科目の単位と，本学

で開講している授業科目との関係は，次のとおりです。

文部科学省令で定める博物館に関する科目 左記に相当する授業科目

科 目 名 単位 授 業 科 目 名 単位

生涯学習概論 １ 生涯学習概論Ａ ２

博物館概論 ２ 博物館概論 ２

博物館経営・情報論 ２
博物館経営論 １
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博物館情報論 １

博物館資料論 ２ 博物館資料論 ２

博物館実習 ３ 博物館実習 ３

視聴覚教育メディア論 １ 教育工学 ２

教育学概論 １ 教育本質論 ２

計 １２ 計 １５

注 「博物館実習」の履修の際しては，事前に「博物学概論 「博物館経営・情報論」） 」，

及び「博物館資料論」のうちから，最低２科目を履修してください。

［１６ 「社会教育主事の資格取得」］

社会教育主事に関する科目及び単位

文部科学省令規定により，大学において修得すべき社会教育主事に関する科目の単

位と，本学で開講している授業科目との関係は，次のとおりです。

文部科学省令で定める社会教育主事に関する科目 左記に相当する授業科目

科 目 名 単位 授 業 科 目 名 単位

生涯学習概論 ４ 生涯学習概論Ａ ２

生涯学習概論Ｂ

社会教育計画 ４ 社会教育計画Ａ ２

社会教育計画Ｂ

２社会教育演習，社会教育実習又は社会教 ４ 社会教育演習Ⅰ

育課題研究のうち１以上の科目 社会教育演習Ⅱ ２

社会教育特特特講 １２（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲにわたり履修）

社会教育特講Ⅰ 総合演習（多文化社会論） ２

（現代社会と社会教育） 教育社会学 ２

現代社会と学校 ２

教育経営学 ２

社会教育特講Ⅱ 博物学概論 ２

（社会教育活動・事業・施設） 博物館経営・情報論 ２

博物館資料論 ２

総合演習 ２（子どもの郊外生活と地域父母組織）

総合演習（芸術社会教育論） ２

体験学習 ２

1ボランティア体験

教育工学 ２

教育方法学 ２

人権と教育行政 ２

総合学習と体験学習 ２

地域環境教育演習 ２

歴史・民俗資料演習 ２

社会教育特講Ⅲ 総合演習（子どもの心と教育） ３
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（その他必要な科目） 総合演習（自然と人間） ２

総合演習（自然環境） ２

児童心理学 ２

青年心理学 ２

発達心理学 ２

教育と法規 ２

社会心理学 ２

現代子ども論 ２

野外体験演習 ２

個性の心理学 ２

子どもの生活と環境 ２

子どもの心理・発達概論 ２

比較教育改革史 ２

教育本質論 ２

人権・同和教育 ２

道徳の指導法 ２

体育心理学 ２

教育情報学 ２

宗教学概説 ２

倫理学概説 ２

哲学概説 ２

地域調査法Ａ ２

地域調査法Ｂ ２

地域調査法Ｃ ２

地図と地誌 ２

生活と音楽 ２

野外運動Ａ（スキー） ２

野外運動Ｂ（カヌー） ２

家族関係Ⅰ １

家族関係Ⅱ １

いのちのネットワーク論 ２

保育学 ２

計 ２４

注 「博物館実習」の履修の際しては，事前に「博物学概論 「博物館経営・情報論」） 」，

及び「博物館資料論」のうちから，最低２科目を履修してください。

［１７ 「学校図書館司書教諭の資格取得」］

学校図書館司書教諭に関する科目及び単位

文部科学省令規定に定められている学校図書館に関する科目と，本学で開講されて

いる授業科目との関係は，次のとおりです。



- -33

文部科学省令で定める学校図書館に関する科目 左記に相当する授業科目

科 目 名 単位 授 業 科 目 名 単位

学校経営と学校図書館 ２ 学校経営と学校図書館 ２

学校図書館メディアの構成 ２ 学校図書館メディアの構成 ２

学習指導と学校図書館 ２ 学習指導と学校図書館 ２

読書と豊かな人間性 ２ 読書と豊かな人間性

情報メディアの活用 ２ 情報メディアの活用 ２

計 １０ 計 １５

［１８ 「保育士の資格取得」］

保育士に関する科目

定められた科目は次のとおりです。

単位数・ 履 修 単 位 数 履修
系列 授 業 科 目

授業方法 必 修 選 択 年次

２ ２保理 社会福祉Ⅰ Ｌ２

２ ２育解 社会福祉Ⅱ Ｓ２

２ ３のに 子どもの福祉 Ｌ２

２ ３本関 教育と保育の原理 Ｌ２

２ ２質す 子どもの教育・保育概論 Ｌ２

２ ２・る 幼児・障害児教育原理 Ｌ２

２ ２目科 教育本質論 Ｌ２

３的目 子どもの生活と環境 Ｌ２

３の 子どもの発達支援方法論演習 Ｓ２

２ ２保 発達心理学 Ｌ２

２ ２育 教育心理学概論 Ｌ２

２ ２の 保育学 Ｌ２

１ ２対 保育学実習 Ｐ１

２ ３象 乳幼児の健康 Ｌ２

２ ２の 食物学Ｂ Ｌ２

２ ４理 学校保健教育Ｃ（小児保健・精 Ｌ２

解 神保健を含む ）。

１ ２に 家族関係Ⅰ Ｌ１

１ ３関 家族関係Ⅱ Ｌ１

３す 子どもの表現と伝達 Ｌ２

３る 心理学実験 Ｐ２

３科 心理学演習 Ｓ２

２目 衛生学・公衆衛生学 Ｌ２

２食科学ＡⅠ Ｌ２

２子どもの心理・発達概論 Ｌ２

３子どもの心理と行動 Ｌ２ 左記の必修
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２ ２保に 保育・音楽表現の指導法 Ｓ２ 科目を除いて，

２ ２育関 保育・造形表現指導法 Ｓ２ １７単位以上

２ ２のす 保育・言葉の指導法 Ｓ２

２ ２内る 保育・健康の指導法 Ｓ２

２ ２容科 保育・人間関係の指導法 Ｓ２

２ ２・目 保育・環境の指導法 Ｓ２

２ ３方 家庭の教育と育児 Ｌ２

２ ２法 障害児保育 Ｓ２

２ ２の 養護内容 Ｓ２

２理 保育の心理と行動 Ｓ２

２解 子どもの保育・表現概論 Ｌ２

２ ３基礎 初等音楽科指導法 Ｌ１Ｓ１

２ ３技能 図画工作科指導法 Ｌ１Ｓ１

２ ３初等体育科指導法 Ｌ１Ｓ１

１総合・生活 Ｌ２

１音楽 Ｐ２

１図画工作 Ｓ２

１スポーツ実践 Ｐ２

L0.5P1.5 1.2教育実地指導Ⅰ（観察・参加）

４幼稚園専修教育実習 Ｐ２

２音楽表現の基礎 Ｐ１

２身体表現の基礎 Ｐ１

３幼児の音楽的表現 Ｌ２

３ ２保育 保育実習Ⅰ Ｐ３

２ ２実習 保育実習Ⅱ Ｐ２

４保育実習Ⅲ Ｐ２

４保育実習Ⅳ Ｐ２

２ ２総合演習 総合演習（子どもの心と教育） Ｓ２

保育士資格取得に係る科目合計 ７９単位以上

注 「社会教育演習Ⅰ」の履修に際しては，事前に「社会教育計画Ａ」を 「社会教育演習） ，

Ⅱ」の履修に際しては，事前に「社会教育計画Ｂ」を履修してください。

［１９ 「平成13年度学生による授業評価報告書」］

平成13年度学生による授業評価報告書（抜粋）

３ カリキュラムの改善点について〔カリキュラム改善のためのアンケート調査〕

（１）学部

① 授業科目の編成や履修方法に関して「良かった」と思われる点について

1) 全学レベルにおいて

回答を集約して多い順に取り上げると，次のようである。すなわち 「高学年において，

授業が少なく，余裕をもって卒業論文や教員採用試験の準備ができた 「実習のための講」
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義や実習そのものが充実している 「電子シラバスや履修の手引が見やすかった 「一環」 」

性，計画性があり履修しやすかった 「必修科目同士，必修と選択科目などの授業が重複」

しなかった 「教員採用試験にマッチした内容であった 「必修科目が充実していた」な」 」

どである。

このように，ピラミッド型の授業配置，スムーズな授業の履修や単位取得，実習・実践

を重視したカリキュラム編成が評価されている。

2) 講座または分野レベルにおいて

全学レベルに比べ，講座や分野を特定して評価した回答は少ないが，中には「理科コー

スは専門授業が低学年より配置されているので余裕をもって履修できた 「美術で，一通」

り学んでから専門を決められた」などの回答がみられた。

講座または分野レベルに関する回答が少なかったのは，所属する講座もしくは分野に絞

った設問をしなかったことが原因として考えられる。

② 授業科目の編成や履修方法に関して「改善の必要がある」と思われる点について

1) 全学レベルの問題

改善すべき点として指摘された主なものは，以下の３点である。最も多かった回答とし

ては 「履修を希望する授業が必修の授業と重複して取れなかった」とするものであり，，

上記①ー1)の「重複しなかったので良かった」とする回答を大きく上回っている。つい

で 「必修科目が多く，余裕がない 「必修科目が高学年まであるのはつらい」など，全， 」

学・コース必修科目の多さが指摘されている。さらに次いで 「学教センターへの移動方，

法や講義内容への不満」が回答されている。

この他 「副免が取りにくい 「現場であまり役立たない授業が多い 「教員採用試験関， 」 」

連科目を低学年次に履修するので受検時に忘れる 「パソコン等で，履修状況や取得単位」

が容易に認識できるようにしてほしい 「集中講義の開講時期が問題である」などの回答」

が，少数ながら見られた。

2) 講座または分野レベルの問題

理科，社会，幼児教育，学校教育の４分野・専修において指摘が見られる。それは 「，

化学の授業が厳しく，免許取得，卒業に影響があった （理科 「４年後期になっても必修」 ）

の授業があって大変だった （社会 「幼稚園実習が４年次にあるのはどうか （幼児教育）」 ） 」

「必修科目が多く，かつ履修の仕方が複雑，困難 （学校教育）などである。」

③ カリキュラムに新しく取り上げてほしい内容について

ここでは，全学レベルと講座又は分野レベルの区分をすることが難しく，一括して取り扱

うことにした。最も多い回答は 「より実践的な内容の授業を充実して欲しい」であり，学，

生は現状よりも更に実践的なカリキュラムを望んでいることが窺える。次いで 「保育士の，

資格が取れるようにしてほしい」が多く見られる。本学は，今年度（14年度）保育士の認定

養成機関の指定の申請を行なう予定であり，これは直ちに実現されるであろう。同様に 「現，

職である院生さんと学部が一緒になって考えたり意見を述べ合う授業」への要望も，両者の連

携授業の設定・開発によって充たされていくであろう。

その他 「教員採用試験につながる授業を増やして欲しい 「多様な免許が取得できるよう， 」

にしてほしい 「高校の教育実習も行なって欲しい」など，教員養成大学に特徴的なカリキ」

ュラムの充実を望んでいる一方 「語学を充実して欲しい 「著名人を呼んで欲しい 「コン， 」 」
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ピュータ関係の授業を充実して欲しい 「趣味，教養的な講義を増やして欲しい」といった」

教養的な内容の授業も望まれている。

（分析結果）

優れている。

（根拠理由）

・本学の教養教育を担当する教員体制，責任体制の組織は，中期目標・計画を実現する上で優れている。

・教育課程の編成方針を作成し，各講座から提案された授業科目等の開設等を編成・改善するための組織体制とし

ての教務委員会が置かれ全学的視点に立って審議することは，学生達が修学上効果的に履修する上で優れている。

・人間教育学科目群と教育実践学科目群が横断的構造になっていることは，教職に対する理解と意欲，目的を形成

する上で優れている。

・ 実践セミナー」と大学院の共通科目にある「実践場面分析演習」と連携した授業方法は，学部学生の臨床的力「

量を形成する上で優れている。

・長岡技術科学大学及び放送大学と単位互換の協定を締結しているが，長岡技術大学とは距離的な問題があり，今

まで希望者はない。また，放送大学の単位希望者は例年１，２人程度である。本学のカリキュラムが充実している

と評価できる。

・教育職員免許状のほかに，学芸員，社会教育主事，学校図書館司書教諭及び保育士の資格が取得できるように授

業科目が開設されていることは，学生の多様なニーズに対応する上で，優れている。

・カリキュラム改善のためのアンケート調査として，①授業科目の編成や履修方法に関して「良かった」と思われ

る点，②授業科目の編成や履修方法に関して「改善の必要がある」と思われる点，③カリキュラムに新しく取り上

げてほしい内容の３項目について，全学レベル及び講座又は分野レベルの視点で調査した事は，今後のカリキュラ

ムを検討する上で優れているといえる。

・カリキュラムに新しく取り上げてほしい内容の一つであった「保育士の資格が取れるようにしてほしい」との要

望を受け，平成15年度に指定保育士養成施設として指定された。

観点Ⅰ－１－②：教養科目等の内容と授業方法・形態が，目標・計画に照らして適切であるか。

（観点にかかる状況）

i) 授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿ったものになっているか。

学部の科目のほとんどは，小，中，高，幼稚園免許状の一種免許の課程認定を受けている。文部科学省への

申請には必要書類ではないが，各教科の科目概要を求められ，全ての科目の内容がチェックされた上で認定さ

れている ［２０］。

● 根拠データー

［２０ 「上越教育大学学校教育学部開設授業科目概要一覧」］

別紙 上越教育大学学校教育学部開設授業科目概要一覧参照」「

ii) 講義，演習，実習などの各種授業方法・形態が適切であるか。

学部の授業では，初期段階（１年次）では演習・実習に重点を置き，初等教育教員に必要な素地を体験的に

把握し，中期段階（２，３年次）ではその素地をもとに講義等を通して理論的に捉えなおし，後期段階（４年

次）では捉え直したものをもとに再度実践的な場面に取り組むという，年次間の大きな流れがあり，深い学識

と臨床的な実践力の双方を視野に入れたものとなっている ［２１］。

● 根拠データー
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［２１ 「各学年での講義，演習，実験・実習の開設数」］

各学年での講義，演習，実験・実習の開設数

１年 ２年 ３年 ４年

講 義 ９ １５５ １６０ ２７

演 習 ９ ７８．５ １３９．５ １０４

実験・実習 １１ １９ ２６ ８

『平成16年度授業科目一覧』

iii) 教育内容に応じた適切な授業方法・形態の工夫（少人数授業，対話・討論型授業，フィールド授業，情報機

器の活用，TAの活用など）がなされているか。

①少人数授業，対話・討論型授業

・初等教育教員の使命感を考える１年次の「人間教育学セミナー」は10人程度の小さいグループで実施するこ

， ， ，とにより 入学後の学生が討議的に十分参加できるよう配慮し あるいは各種の技能の育成を目指す演習では

同一学年の学生を20人から40人程度のグループに分けることで各学年の参加を保証するとともに，学生の到達

度を教員が把握しやすくしている ［１ ［２２］。 ］，

②フィールド授業

学生の学習効果を高めるための野外における調査など教室や実験室外における実践的な授業として，実践的

， ， 。人間理解科目群を設け 全専修・コースを対象として体験学習 スポーツ実践に関わる科目をを開設している

また，専攻する分野においても，教育内容に応じたフィールド授業を展開している ［１ 「２３］。 ］，

③情報機器の活用

・１年次にコンピュータの利用の基礎を学ぶが，その後の情報機器に関わる講義・演習では，マルチメディア

・インターネット環境を利用した教材の開発や学習支援環境の構築，授業方法における教育メディアの役割等

も扱っており，教員としての実践力の向上という点で，情報機器が関連付けられている ［１ ［２１ ，。 ］， ］

［２４］

④TAの活用

大学院学生によるＴＡを演習の科目を中心に積極的に活用することで，演習等の活動に際し学生に対してよ

りきめの細かい対応ができるよう努めている。年間で，60近い演習等科目について，大学院のＴＡを採用して

いる ［２５ ［２６］。 ］，

● 根拠データー

［１ 「平成１６年度 学校教育学部 開設授業科目」 略］

［２０ 「上越教育大学学校教育学部開設授業科目概要一覧」］

別紙 上越教育大学学校教育学部開設授業科目概要一覧参照」 略「

［２２ 「授業（履修）上のグループ分け」］

○１年次

グループ １年次のクラス編成

Ａ Ａ１， Ａ２， Ａ３， Ａ４

Ｂ Ｂ１， Ｂ２， Ｂ３， Ｂ４

Ｃ Ｃ１， Ｃ２， Ｃ３， Ｃ４

Ｄ Ｄ１， Ｄ２， Ｄ３， Ｄ４

○２年次以降
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グループ 専 修 ・ コ ー ス

Ａ 学校教育専修（学修臨床コース，発達臨床コース）

Ｂ 教科・領域教育専修（言語系コース，社会系コース）

Ｃ 教科・領域教育専修（自然系コース，芸術系コース）

， （ ）Ｄ 幼児教育専修 教科・領域教育専修 生活・健康系コース

『平成16年度入学者用 履修の手引き Ｐ3』

［２３ 「授業科目の区分」］

授業科目の区分（抜粋）

授業科目の区分 内 容

人間教育学関連科目 教員の原点である人間理解を，体験と観察・参加を通じて実

践的に深めることを目的とする科目群である。人間教育学セミナー

実践的人間理解科目

基礎的人間形成科目

『平成16年度入学者用 履修の手引き Ｐ2』

［２４ 「授業概要・目標」］

・ 教育情報演習」 １年 必修「

教員としての基本的な情報機器の操作方法について修得し，情報機器を利用した教育の

基本的なパターンを体験的に学ぶ。基本的操作方法として，文書作成（ワープロ ，作図，）

表計算，画像撮影（ディジタルカメラ ，写真の取り込み（スキャナー ，文書の印刷（プ） ）

リンター ，画像の印刷（カラープリンター ，動画の記録（デジタルカメラ）等を取り上） ）

げる。また，プレゼンソフトを利用したプレゼンテーション，インターネットを利用する

技術として電子メールの読み書きと，ホームページの検索並びに作成の方法を習得する。

・ 情報科学概論」 ２年 必修「

コンピュータに代表される情報機器および情報に関する，基礎的な理論，原理などの基

礎について学ぶ科目である。これからの教員に必要な情報について基本として身につけて

おくべき内容を扱う。

内容は，主に３つの部分から構成されており，第１部にコンピュータを理解するための

基本的理論と仕組みについて学ぶ。第２部では情報システムにおける情報処理に関する考

え方，概念について学ぶ。第３部では学校教育における情報の役割，係わりなどについて

学ぶ。

・ 心理統計解析」 ２年 必修「

データ解析の基本概念と基本手法を学習する。

統計分析プログラム JavaScript-STAR を卒業研究に利用できるようにする。

・ 教育メディア演習」 ３年 必修「

高度情報通信社会の進展に伴い，学校教育を取りまくメディア環境が急速に変化している。

この演習では，視聴覚教育・映像教育，放送教育，マルチメディア・ネットワーク環境に

おけるメディア教育等に関する内容及び技術を演習を通して検討する。

・ 情報システム工学」 ３年 選択「

ＩＴ（情報技術）革命によって教育界を含め大きく社会生活を変えようとしています。本

講義では，ＩＴ（情報技術）を個人および社会の視点からながめてコンピュータの動作原理，
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情報の本質を議論します。これから学校に取り入れられてくる「情報」で不易なＩＴの基礎・

基本について考え，技術科における情報教育について情報システム工学の視点から考えてい

きます。

『平成16年度 シラバス（抜粋 』）

［２５ 「ティーチング・アシスタント実施要項」］

上越教育大学ティーチングアシスタント実施要項（抜粋）

（趣旨）

１ この要項は，大学院学校教育研究科（以下「大学院」という ）の優秀な学生に対し，。

教育的配慮の下に教育補助業務を行わせ，これに対する手当を支給することにより，当

該学生の処遇の改善に資するとともに，上越教育大学（以下「本学」という ）におけ。

る教育の充実及び指導者としてのトレーニングの機会提供を図るため，必要な事項を定

める。

（名称）

２ 前項に規定する教育補助業務を行う者の名称は，ティーチング・アシスタントとする。

（職務内容）

３ ティーチング・アシスタントは，授業科目を担当する教員（以下「授業担当教員」と

いう ）の指示に従い，本学の学部学生に対する演習，実験，実習等の教育補助業務を。

行うものとする。

（身分）

４ ティーチング・アシスタントの身分は，非常勤職員とする。

（任用条件）

５ ティーチング・アシスタントは，大学院の優秀な学生のうち，次の各号に掲げる者に

該当するものから任用するものとする。ただし，現職教育のため任命権者の命により派

遣された大学院学生は，除くものとする。

(1) 学業が優秀で，人格が円満であり，かつ，指導者としての適性を有する者

(2) 教員・研究者となることを希望しており，ティーチング・アシスタントとしての経

験が役立つと思われる者

（実施計画）

６ 学部主事は，授業担当教員からティーチング・アシスタントによる教育補助業務の実

施の希望があった場合には，別記第１号様式のティーチング・アシスタント実施計画申

請書を作成し，学長に提出するものとする。

（授業科目の選定）

７ 教育補助業務を実施する授業科目の選定は，教務委員会が行う。

８ ティーチング・アシスタントに教育補助業務を行わせる授業科目は，講義及び非常勤

講師が担当する授業科目を除くものとする。

（任用計画）

９ 学部主事は，申請した授業科目が，前項の規定により選定された場合には，別記第２

号様式のティーチング・アシスタント任用計画申請書を作成し，学長に提出するものと

する。

10 ティーチング・アシスタントの選考は，教務委員会が行う。
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（勤務時間）

11 ティーチング・アシスタントの勤務時間は，月40時間（週10時間程度）以内を標準と

し，当該学生が受ける研究指導及び授業に支障が生じないよう配慮するものとする。

（任用手続）

12 ティーチング・アシスタントの任用手続については，国立大学法人上越教育大学非常

勤職員就業規程（平成16年規程第37号。以下「非常勤職員就業規程」という ）による。

ものとする。

（給与）

13 ティーチング・アシスタントの給与は，非常勤職員就業規程により取り扱うものとす

る。ただし，手当は時間給のみとし，他の給与は支給しないものとする。

（事前指導等）

14 授業担当教員は，ティーチング・アシスタントに教育補助業務を行わせるに当たって

は，次の各号に掲げる事項を実施するものとする。

(1) 事前における当該業務に関する適切なオリエンテーション

(2) 継続的かつ適切な指導助言

(3) ティーチング・アシスタントからの意見聴取等

（実施報告）

15 授業担当教員は，ティーチング・アシスタントの任用期間が終了したときは，速やか

に任用したティーチング・アシスタントについて，別記第３号様式のティーチング・ア

シスタント実施報告書を学部主事を経て，学長に提出するものとする。

［２６ 「平成16年度 ティーチング・アシスタント」］

平成16年度 ティーチング・アシスタント名簿（抜粋）

時配
ティーチング・アシスタント名

間
区分 授 業 科 目 名 学期 曜日

専 攻 等 学 籍 番 氏名 数分
時限

号（略） （略）

６０共 通 通年 木１教育情報演習Ａ１～３ 学校教育専攻

学習臨床コース

６０共 通 通年 月４教育情報演習Ａ４・Ｃ１～３
学校教育専攻

学習臨床コース

６０共 通 教育情報演習Ｄ１～３ 通年 月２ 教科・領域教育専攻

（ ）生活健康系コース 家庭

６０共 通 通年 金３教育情報演習Ｂ４・Ｃ４・Ｄ４
教科・領域教育専攻

（ ）生活健康系コース 技術

３０共 通 体験学習Ｄ 不定期 土 教科・領域教育専攻

自然系コース（理科）

２０共 通 体験学習Ｅ 不定期 木２ 教科・領域教育専攻

育）生活健康系コース（保健体

３０共 通 体験学習Ｆ 不定期 土 教科・領域教育専攻
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芸術系コース（美術）

３０共 通 体験学習Ｇ 不定期 土 教科・領域教育専攻

（ ）生活健康系コース 家庭

３０共 通 体験学習Ｈ 不定期 土 教科・領域教育専攻

自然系コース（理科）

３０共 通 体験学習Ｉ 不定期 土 教科・領域教育専攻

芸術系コース（音楽）

（分析結果）

優れている。

（根拠理由）

・大学設置基準上の卒業要件は大学に４年以上在学し，124単位以上を修得することとなっているが，本学は128単

位以上修得し，なおかつ，小学校の一種免許状を取得できるカリキュラムとなっている。また，小免以外の科目で

もほとんど，中，高，幼稚園免許状の一種免許の課程認定を受けていて，複数の他教科免許が取得できることは学

生が教職に就職する上で，優れている。

・専門教育に関連した情報機器の活用は，中期目標・計画を達成する上で優れている。

（２）優れた点及び今後の検討課題

（優れた点）

現行カリキュラムの「人間教育学セミナ－（教職の意義 「体験学習」及び「ボランティア体験」などの取）」，

り組みは，従来の枠ではとえられないユニークな授業の展開は，優れている。

また，教育課程の編成方針を作成し，各講座から提案された授業科目等の開設等を編成・改善するための組織

体制の取組は，学生達が修学上効果的に履修する上で優れている。

（今後の検討課題）

小学校教諭の普通免許状及び希望により幼稚園，中学校，高等学校の普通免許状も併せて取得できるように編

成されているが，個々の分野以外，複数免許を取得できるように，カリキュラムのシンプル化と科目選択権の拡

大の検討を要す。
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全コース
●上越教育大学学校教育学部開設授業科目概要 別蘇・

イ

（

必修・淑等の区分 標準

区 分 授　　業　　科　　目
必修 選択 舳

履修

次
科　　　　　目　　　　概　　　　要

人 人 人問瀟 人問教育学セミナー S2 1 1年次学生が，教職への情熱と自覚を，相互に自律した個人として自己を
問教育 間教育 学セミナー1

（教職と意義） 形成していくテーマと捉えることができるように小人数の授業とする。学校における教職の意義を学ぷ機会を用意しながら，教師の役割そして教職の職務内容等についての実際的な理解を図る。

学関 学セ

人 総合演習（多文化社会論） S2 2 アジア，欧米，ロシア，日本など世界の諸地域の多様な社会や文化につい
連 ミ、 間 て，言語，歴史，経済，文学，芸術など，様々な側面から学習することに
科 ナ 教 よって，国際理解の基盤となる基礎的な知識を習得する。国際理解におけ
目 1 去目 る重要な課題は，学習者の属する社会の伝統や文化の価値体系を理解する

学 ことと同時に，世界のさまざまな諸民族の文化と文化を生み出す社会背景
セ≒、 や価値体系に対する理解を深めることである。このことによって，異文化理解への対応能力が育成され，自己の文化に対する客観的な認識にもつな

ナ がる。
lII

総合演習（子どもの校外生活と地 S2 2 学校の教育活動を精選して基礎的な知的指導へと絞り込むと同時に，学校
域父母組織） 外の生活過程で子どもが直接体験を通じて自然環境に触れ，社会生活の習慣を習得することのできる機会を充実することが問題となっている。学校

外での子どもの生活が現実に意味あるものとなるためには，それが，過疎化や高齢社会化に立ち向かう，父母と地域の人々の村おこしや住民自治の

日常的活動の一環として，具体的な役割と意味を与えられて自然に組み込
まれていることが肝心である。そうした創意にあふれた，活発な子育て活動の事例を学生と共に収集して，子どもの学校外生活が活発且つ持続的に

営まれる場合の諸条件を分析し，発表し合うという形式をとって授業を進
める。

総合演習（子どもの心と教育） S2 2 現在学校教育で問題となっている，いじめ，暴力，不登校等の子どもたちの「心の荒れ』の現状と原因について，家庭，地域社会，保育所及び幼稚

園，学校等での，子どもの生活と教育の実態を調査して討議することによ
り，幼児期からの子どもの心の教育という立場から，問題の所在と解決の
あり方を演習形式で深めていく．さらに，幼児，児童，生徒に対する具体
的な指導の方法や技術について実践的な理解を深める。

総合演習（ことばと社会） S2 2 言語は社会の多様な局面において中軸をなしており，社会生活の基盤とも
なっている。そうした言語と人間が，教室やそれをとりまく社会環境の中
でどのように関係しているかについて，演習形式の授業展開によって分析
し，討論をかさねる。この過程で，言語と人間の社会・文化・認識・知覚
・相互作用・表現行為とのかかわりかたを共時的あるいは通時的に掌握す
る能力を養成する。このことを通じて，児童・生徒に対する指導の方法や
技術に関する理解を深める。

総合演習（自然と人間） S2 2 自然と人間の関係について，自然開発や資源利用の具体例を取り上げて演
習を行う。人類に共通する課題として・地球環境問題や南北問題などを取
り上げ，自然開発の必然性やその歴史についての認識を深めるとともに，
天然資源を対象とする人間活働の諸類型や経済発展に伴う自然環境と社会
環境の相互連関についての討論を行う。また，児童・生徒に対する指導法
及ぴ技術も含めた形で授業を行い，環境問題に関する幅広い対応能力の育
成を図る。

総合演習（自然環境） S2 2 自然科学的な立場から，現在生じている地球環境問題の現状，原因，対策
について討議を中心とした演習を行う。また，環境教育で取り上げる際の
問題点についても考察する。

総合演習（芸術社会教育論） S2 2 現代の高度科学技術社会が子どもたちにもたらす自己表現の疎外に関し
て，学校教育現場や家庭・地域社会での状況をもとに分析・検討を行う。
さらに，子どもの成長・発達に即した多面的な芸術表現や鑑賞が，それら
の問題を解決するために有効なものであることについて総合的に考察す
る。本授業は，資料の検討，受講者相互の発表，討論，授業実践などによ
り演習形式で行うものである。

実 体 体験学習 P2 1 学校教育における生活科，総合的学習の時間，特別活動等における，教育
践 験 活動創造のための原点となる基礎的体験を位置付ける。学校栽培園活動，
的 学 並ぴに生産活動体験，環境教育体験，自然教室のための各種野外体験，生
人 習 活科体験，各種表現活動体験，学校行事企画・立案体験等の9コースを設
間 定し選択履修させ，体験を通じて，各種教育の目的と方法の理解と実践的
理 力量を育成する。
解科目

ボランティア体験 P1 2 ボランティアの精神，必要とされる諸技能等について履修後　児童を対象した市町村の学校教育，社会教育活動に参加させ，児童と稜する喜ぴを
感受させるとともに，社会人としての責任と自覚を身に付けさせる。

ス スポーツ実践 P2 1 オリンピック競技大会（Oly叩ic　Games）で行われている多種多様なスポ
ポ 一ツ種目も，その発生をたどると日常的な運動や遊びである。この視点か

1 らゲームスポーツに関する技能と知識を深め，それぞれの特性について理』
ツ 解し，人間とスポーツとの関わりについて考察する。
実践

マリンスポーツ P1 1 海浜や河川での集団生活体験を通して「スキンダイビングJ「川下り」
「河川地域のクリーン活動」に関する知識，技能を養いながら，生命，自
然，環境について考察する。

スノースポーツ P1 1 冬季の厳しい自然の中でのスポーツ実践を体験することを目的とし，スノ
一スポーツの一つである「スキー』の基礎的技術と理論，指導法について
学ぷとともに，．障害を防止するための安全なスキーについての知識を深め
る。

伝統スポーツ P1 1 武道・舞踊などに関する知識と技能を養いながら，伝統的な身体運動文化
の現代的な意義について考察する。
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全コース

区　　分 授　　業　　科　　目
必修・蹄物区分 標準

年次

科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選択 舳

鵬・参

実習 教育実地研究1
観察・参加）

P1．5
O．5

1●2 1年次に僻地小規模校，特殊教育諸学校での観察・参加，2年次において
稚園での観察・参加を位置づけ，発達段階，学校規模，障害の亘無によ
教育の差異について理解させ教職を目指す上での課題と自覚を局める。

異文化理解 コミュニケーション英語A　I P1 1 英語で「読む，書く，聞く，話す」の4技能を高めることによって，英語
基礎的な能力を養成する。

コミュニケーション英語AII P1 1 英語でr読む，書く，聞く，話す」の4技能を高めることによって，英語
基礎的な能力を養成する。

コミュニケーション英語B　I P1 1 コミュニケーション英語Aで培った基礎的な英語能力をもとに，英語によ
基本的なコミュニケーション能力の育成をはかる。

コミュニケーション英語B　II P1 1 コミュニケーション英語Aで培った基礎的な英語能力をもとに，英語によ
基本的なコミュニケーション能力の育成をはかる。

コミュニケーション英語C　I P1 2 コミュニケーション英語Bで培った基礎的な英語能力をもとに，英語によ
より発展的なコミュニケーション能力の育成をはかる。

コミュニケーション英語CII P1 2 コミュニケーション英語Bで培った基礎的な英語能力をもとに，英語によ
より発展的なコミュニケーション能力の育成をはかる。

ドイツ語コミュニケーション基礎 S2 1 ドイツ語の基礎的な文法事項の着実な習得を中心に，初歩的な読み，書

ドイツ語コミュニケーション基礎

I
S2 1 基礎1で獲得したドイツ語の能力を更に発展させ，最終的にはオ丁ルラウドなドイツ語コミュニケーションの能力を養成することをめさす。基礎

では，文法テキスト後半部分を習得し，それに付随してのドイツ語の4
力の発展を目標とする。

ドイツ語コミュニケーション応用 S2 2

ドイツ語コミュニケーション応用
I

S2 2 基礎1，II及ぴ応用1で獲得したドイツ語の知識，能力をさらに発屋させ，ールラウンドなドイツ語コミュニケーション能力の養成をめさす・応用
Iにおいては，何らかのドイツ語原書講読を行い，正確に読みとることと
もに，内容の深い理解や表現の面白さをも味わうことを中心とする。

中国語・中国事情1 S2 2 初めて中国語を学ぶ人を対象とする。以下の四つのことに留意しつつ学習る。①本文などの読みの練習や聞き取りなどをしながら，徐々に中国語
しい発音を身につける。②簡単な単語や方法で，実際に応用しやすい文
学ぷ。③文法は最低限必要なことがらに加え，日本語を母国語とする学
者が，間違えやすい点，注意すべき点1…絞って学習する。④辞書などを
きながら，自分で表現する喜ぴを味わえるよっに練習問題を解く。そし
，中国へ行って一人で買い物ができる程度の「初等中国語」の習得を目
とする。

中国語・中国事情II S2 2 初めて中国語を学ぷ人を対象とする。以下の四つのことに留意しつつ学習る．①本文などの読みの練習や聞き取りなどをしながら，徐々に中国語
しい発音を身につける。②簡単な単語や方法で，実際に応用しやすい文
学ぶ。③文法は最低限必要なことがらに加え，日本語を母国語とする学
者が，間違えやすい点，注意すべき点に絞って学習する。④辞書などを
きながら，自分で表現する喜びを味わえるよっに練習間題を解く・そし
，中国へ行って一人で買い物ができる程度の「初等中国語」の習得を目
とする。

ロシア語コミュニケーション S2 2 ロシア語によるコミュニケーション能力の育成をめざす。現代ロシアの文や社会生活についての教材を用いてロシア語アルファベット，あいさ
，初等文法を用いた実用的な表現を習得する。

アメリカ事情 S2 2 現代アメリカの経済と社会の諸問題を概観する。

韓国語コミュニケーション S2 2 韓国語の発音，文字（ハングル）の読み書き，自常表現，初級文法を習得，口頭及び文字によるコミュニケーション能力の基礎を養成する。

韓国文化論 S2 2 主に文化人類学の知見と方法に依拠して，韓国・朝鮮の社会と文但を概観る。主な内容①韓国伝統文化の形成②「伝統文化」の今日的な位置づけ
日韓の文化交流④在日韓国・朝鮮人の生活と文化。

ラテン語 臼S2 2 主として英語及斐西洋音楽を学ぼうとする学生を担象とする。名詞・形容の格変化，動詞の活用など，ラテン語の基本文法を学ぶ。

国際交流セミナー S2 2
日本人学生と外国人留学生とだ交流体験を通じて，目に見える「顕在的塗異文化」だけでなく，目に見兀ない「潜在的な異文化」についても，共に

び互いに理解を深めることを目指す。

日本語・日本事情1 S2 1 外国人留学生が本学あるいは地域社会において，自律的に学び生活していために必要な日本語によるコミュニケーション能力の育成を目指す（外
人留学生のみ受講可）。

日本語・日本事情II S2 1 外国人留学生が本学あるいは地域社会において，自律的に学び生活していために必要な日本語によるコミュニケーション能力の育成を目指す（外
人留学生のみ受講可）。

一2一



‘

全コース

必修’選鵬の区分 麟
区 分 授　　業　　科　　目

必修 選択 舳

彫年次 科　　　　　目　　　　概　　　　　要

人 海外教育研究 P2 1 海外の教育事情の研究・視察及び現地学生との交流。
間教

鷲と教 日本国憲法 L2 1 日本国憲法の理念・構造を今日の学校教育が抱える諸問題を通して考え
玄同 育 る。

学関

基 教に 教育本質論 L2 2 社会生活それ自体の人間形成機能と制度的に運営される学校教育との連続
連 礎 育関 性を指摘し，学校での教育活動のコミュニケーションとしてのメカニズム
科 的 のす を明らかにし，教育活動の「目的」の意義とその歴史的変遷を考察する。
目 人間 理る

歴 比較学校史 L2 2 なぜ学級が誕生したのか。なぜ教師は黒板の前に立ら，机と椅子はそれに
形 並史 向かうようになっているのか。なぜ学校は知識とモラルを教えるのか。こ
成 ぴ及 れを各自の被教育体験を基に考えたい。
科目 にび
思 比較教育学 L2 2 先進諸外国における教育の理念・思想や歴史を比較・概説するとととも
育想 に，それら理念・思想に基づいて形成されてきた各国教育制度（とりわ

教 け，学校制度や教育経営を中心に）と我が国教育制度とを比較・検討する
云目 ことによって，今日我々が直面している学校教育諸問題を考究する。
め基

発達臨床思想 L2 2 教育とは子どもの発達に即して行われるぺきである，という教育理念につ
礎 いて，ルソー・ペスタロッチー・フレーベル等の思想を取り上げ，理念の
理 歴史的ルーツを探る。さらには，この理念が現在の我が国の学校教育にど
論 のような形で入り込み，生かされているかについても検討する。

教師・授業文化論 L2 2 わが国の教師・授業の歴史的性格と今日的課題について，教育思想及ぴ教
育経営学の知見を織り込みつつ，制度と個人との相互作用によって生起す
る「文化」の視角から講義する。

幼身 教育心理学概論 L2 2 認知のプロセス，権威と服従，性格と個性，こどもの認知発達とその障害
児の など，心の不思議にまつわるトビックを取り上げ，これまで明らかにされ
，発 てきた心理学上の知見を体験しながら，心理学についての認識を深める。
児達
及 発達心理学

2
L2 2 発達について個・生命との関わりから述ぺる。生物学的ヒトから社会的

及び 「人」に変化してゆく過程を理解することを通して，「発達」について考
び学 える。障害をもつ児童生徒の「発達」についても言及する。
生習
の 児童心理学 L2 2 児童の外界の認知，世界観，思考などについて成人のそれと対比しながら
の過 論述する。同時にその発達的変化を理解する。近年児童が直面している問
心程 題について考える。

青年心理学 L2 2 青年期について，アイデンティティの確立を中心として，その特質を理解
る。また，児童期から青年期への以降期，青年期から成人期への以降期
に発生する諸問題について考える。

学習心理学 L2 3 行動主義や認知主義から見た学習・記憶・教授過程・学級集団・動機づけ
など，学習と教育にかかわる様々な基本的概念や理論について，対応する
実験研究をとりあげ具体的に紹介しながら，理解を深めていく。

幼児・障害児教育原理 L2 2 幼児及び障害児の心身の発達特性と生活上の特別な教育二一ズにっいて概
し，幼児及び障害児の学習と生活を支援する教育の意義及び方法につい
て学ぶ。

教的 教育と法規 L2 2 教育の目的・基本方針について，大日本帝国憲法及び現行憲法下における
育な 関係法令諸規定の内容を歴史的事実を踏まえつつ講述する。その上で，受
に事
項

講者の将来（教育志望）を配慮して，学校教育の人的・物的・運営的条件
関する主要法令と諸規定について，解釈・運用の要点を講述する。

する社

学校組織論 L2 2 学校の組織・経営についての基本的理解を深めるため，学校の目標・構造・技術の視角から，とくにわが国の公教育の歴史的性格や教育課程の編成

A耳 ・実施・評価の自主性・自律性について講義する。
的，制度

教育社会学 L2 2 人間の発達，教育制度，カリキュラムなどについて社会学的に考える。
に人間の発達の環境，教育制度などの潜在的な機能を順機能と逆機能の
面から考える。人間発達の逆機能としての非行についても考える。

的又は経

人権と教育行政 L2 4 基本的人権の尊重の必要性を日本国憲法に即しつつ明らかにした上で教育
政（教育基本法第10条）のうち，主に学校教育行政に焦点を絞り基本
人権の尊重の観点から行政政策の展開の現状と課題について講述する。

営
生涯学習概論A L2 2 生涯学習の理念，その源流，生涯学習と家庭教育・学校教育・社会教育と

関係，生涯学習関連施設の動向，社会教育の意義，社会教育の内容・方
・形態，社会教育指導者，その他，社会教育にかかわる基本的なこと。

生涯学習概論B L2 2 各地域，大学，企業などにおいて展開されている生涯学習の実態について
察する。また，生涯学習社会を実現する上での学校教育の役割について
調査の結果などを参考にしながら考える。家庭教育の役割も考える。

社会教育計画A L2 2 社会教育にかかわる施設，人材，財政についての計画立案の基本的な側面
ついて異体的に指導する。特に，学校の教育課程に新しく導入されるこ
とになった総合的な学習の時間に寄与するような計画について考える。

社会教育計画B L2 2 社会教育計画の立案を自分で行ってみるなど，実践的なカを養うことに力
を置く。履修者がそれぞれ課題を設定して，それに取り組む形で行う。
その場合，地域における社会教育関係者に指導者として協力をあおぐ。

一3一



‘

主コ　パ

区　　分 授　　業　　科　　目

必修・隙駒区分
麟履修轍

科　　　　目　　　　概　　　　　要
赫 選択 自由

教育の基礎理論 同和教育 L2 2 国民的課題である同和問題を解決するための学校同和教育及び社会同和教は，いかに進めたらよいのか。被差別部落の歴史，部落差別の実態，同

教及
教育課程論（総合的学習を含
。）

L2 2
教育課程にっいて概観する．教育課程を支える哲学，構造から教育課程の
型，統合を講義する．また，日本における学習指尊要領の変遷を社会的
景などとともに考案する。総合的学習についても検討を加える。

幼児の教育課程論 L2 2
幼稚園及び保育所における教育課程の編成に関する基礎理論とその方法に
いて学ぶ。

道徳の指

法 道徳の指導法 L2 2
道徳教育の理念と歴史，学習指導要領に記された「道徳」の目標と内容，
徳授業の具体的な指導法など道徳教育に関わる基礎的な事項を取り上
，講義するとともにいじめなどの問題を道徳教育の視点から検討する。

翻活勤

鵬法
教育実地研究IV
特別活動の指導法） L2 2

特別活動の4内容について多角的な検討を加え，さらに，具体的実践事例
通して体験的理解を深める。その上で，特別活動における教師の役割等
ついて，小集団討議を行う。

教育方法学

2

L2 2 「生きるカ』の育成や学力観・授業観の転換が叫ばれている今日的状況にみ，教育方法学のさまざまな理論や教育機器・塾材の活用を含む実践課
について原始的・原理的立場から整理することによって，授業を構成す
うえでの改善視座や基礎を提供する。

学力診断論 L2 2 学力の測定・評価と診断についてその理論と方塗を，学習指導法との関連おいて講義する。特に学力概念におけるインァリジェンスと創造性g内
的区別に応じ，情報機器・教材活用も含めた診断技法と，その診断アー
の活用技法を取り上げる。

教育工学 L2 3
翻鰭鷺2謙殿下騰覇垣鵬灘難糀る授業運営・展開スキル，教材開発とその活用，教育メァィアの役割とその活用，授業過程の観察分析評価の方法の各視点から解説する。

保育・音楽表現の指導法 S2 2 領域「表現」の音楽的分野についての指導の在り方について実践的に学
。．

保育・造形表現の指導法 S2 2 領域「表現』の造形的分野についての指導の在り方について実践的に学
。

保育・言葉の指導法 S2 2 領域「言葉」の指導の在り方について実践的に学ぷ。

保育・健康の指導法 S2 2 領域r健康」の指導の在り方について実践的に学ぷ。

保育・人間関係の指導法 S2 2・ 領域r人間関係』の指導の在り方について実践的に学ぷ。

保育・環境の指導法 S2 2 領域「環境』の指導の在り方について実践的に学ぷ。

保育の心理と行動 S2 2 保育内容の各領域の具体的な指導過程における幼児，保育者，幼児と保育との関係について実践的に学ぶ。

情報 教育情報演習 S4 1
観騨疇鱗寮灘1賭融姦多蹴韻あ難辮成を目標とする。20名から30名のクラスに別れて授業を行っ。

情報科学概論 L2 2
鱗灘鯉轡騨謬蝋撃嚢罐購霧蹴：嬉報を科学的に理解する基礎を学ぷ。

表現 表現・’ 閻学基礎論 L1 1
驚難雲鷺簾灘讐濃難翼鞭る基本的な理念を学ぶ。

表現・相互行為教育演習 S1 1
1購霧織難養鵯馨蓋灘難畿互いを理解しあうような教育の方法やあり方を学ぷ。

表現・状況的教育方法演習 S2 1
禦麟あ観鵬臨朧露塗蟹鴇禦お驚繍的な関係性から，身体性を基盤とした双方向的な表現行為に伴っ玉意味が

表現・＜子ども＞の活動 P2 2
丙灘勇馨欄建考含箋あ葺休電就楚艦馨齢叢しての表現の理解とその身体化をめさす。

ブリッジ
目1

国語（書写を含む。） L2 1
高等学校までの「国語」「書写」の内容を確認しながら，言語教育の対蓼となる領域の基礎的なシステムを再認識させる。この過程において，コζ

ニケーション・国語教材などの概念の認識をたかめる。

全コース
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全コース

区　　分 授　　業　　科　　目

必修・蹴勧区分 揉準

修年次 科　　　　目　　　　概　　　　要
必修 選駅 舳

ブリッジ
目1

社会 L2 1 高等学校までの「社会科」「地理歴史科』　「公民科」の内容を再確認しつ，各領域の知識を再検討・再構成する・

算数 L2 1 小学校算数の背景となる数学の基本的概念である集合，写像，演算，数の
質，図形の性質等を講義する。

理科 L2 1 高等学校の理科分野の内容を補いながら，自然科学を総合的にみる見方やえ方を養い，初等教育における理科の指導に必要である基礎的な内容を
の回りの現象等を例として，講義，演習，実験等を行っ・

生活 L2 1 生活科にっいての基礎的な知識を概説し，具体的なテーマに基づく体験学
を行なう。

音楽 P2 1 高等学校で音楽を履修しなかった者に対する補習。初等教育教員に最低限要な音楽の知識や実技能力の獲得と伸長。

図画工作 S2 1
髪畿麗。さ誰翻灘麓錘儲朧導暫螺巷警を体験する。

体育 Pl

1
1
驚麟窪西購鷲縫繹栽睾盗購漏鰯あ分野からのアプローチを試みることによって発展させる・

家庭 L2 1 羅難騰鵬蚕灘集嚢鱗箋灘難
学習臨床 授業臨床学入門 L2 2 灘灘i灘纏離嚢誘騰灘欝麟
創造行為と学習過程 S2 2

欝難騰講黙蓄騰矯難た指導法とその技術などについて学習する。

国語科と学習過程 S2 2 1灘灘lll灘llll鞭1購
数学的経験と学習過程 S2 2

講難1婁　　織④購轡姦鐘繍羅霧灘毒灘卸

理科と学習過程 S2 2 理科を題材に取りながら，学習者と教授者の間に存在するギャッブを認知に分析し，指導法評価の技法を学ぶ。

音楽と学習過程 L2 2 学校生活において音楽が果たしている役割を総合的に把握し，音楽の生成学ぴとの係わりについて論じる。

美術学習過程と造形遊び L2 2
老撚醗朧鶴欝誓縦姦濃纏蹴簾実際について事例を基に学習する。

情報教育演習 S2 2 畢灘羅灘灘顯舞撚鶏鱒講
総合学習と体験学習 L2 2

撃萎錨嚢嚢擬1糞1織華難灘1難して論及する。

発達臨床 教育学研究法 L2 2
轟馨縮鰯襲謙糠灘払写籔灘繍韓の仮説的主張を行う場合の基本的な考察の手続きにっいて，禰じる。

心理学研究法 L2 2 華羅雛竺霧縫鱗捻難灘騨
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区　　分 授　　業　　科　　目
必修・選購駆分 標準

職
科　　　　　目　　　　概　　　　　要

必修 選択 舳

幼児教育 子どもの心理・発達概論

2

L2 2 幼児期から児童期初期までの心理的特徴とその発達的変化を概観する。

子どもの教育・保育概論 L2 2 幼児期から児童期初期までの保育と教育において必要な基本的な原理につ
て概観する。

子どもの保育・表現概論 L2 2 幼稚園及び保育所の保育実践における保育内容について，遊び，環境，表
領域を中心に概観する。

音楽表現の基礎 P1 2 保育実践において必要な音楽的表現技能を習得する。

造形表現の基礎 P1 2 保育実践において必要な造形的表現技能を習得する。

身体表現の基礎 P1 2 保育実践において必要な身体的表現技能を習得する。
量口語系 国語基礎研究1 L2 2 国語学・国文学・漢文学・書写書道・国語科教育学の各領域についてその別性と相互の関連性を明確にする。言語表現を媒介として異文化理解教

や外国語教育との接点をも明らかにしながら，学生の関心をたかめ，専
セミナーまでの展望をもたらす・

国語基礎研究II L2 2 国語学・国文学・漢文学・書写書道・国語科教育学の蚤領域についてその嬰辮鍍滋教喜鞍講驕喬楚灘笈磁雅藷分野の特性を明示する。

英語基礎研究 L2 2
英語学・英米文学・英語教育学の各領域について，基礎的・基杢酋な知寒を洒養するとともに，専門セミナーで十分な学習およぴ研究だ行凡るよっ

するため，英語に関する専門科目への橋渡し的な講義を行っ。

社会系 日本史研究A L2 2 日本の古代から近・現代にいたる各時代の政治・経済史を主睾なテーマとて論じる。その際には特に，近年の日本実研究のホットなアーマとの関
りや学説史の変化に留意しながら講議を行い，日本史全般への理解・認
が深まるよう配慮する。また，歴史学研究と歴史教育との関わりにっい
も論じていく。さらに基礎的な史料の解読や利用の仕方について解説す
。

日本史研究B L2 2 近年の日本史研究・教育の動向を全般的に論じながら，古代から近現代へ歴史的流れを社会・文化史を主軸に講議し，特に・国土の画定，・日本
の確定，・日本文化の形成，・国民意識の定着，・中央一地方観念の普

，・
本論・日本人論の展開，・諸外国における日本イメージなどの諸

題を文献資料のみならず，さまざまな資料を通して検討する。

民俗文化史研究 L2 2 民俗文化に関する「歴史表象」と「史的システム」について論ずる。

世界史研究入門 L2 2 古代から現代に至る世界の歴史の大きな枠組みと流れを踏まえながらユーシア，アフリカ，南北アメリカ等の大陸だけでなく海洋交流圏も含め諸
域の政治・経済・社会・文化・生活などの様々な視点から歴史的事象を
りあげる。それぞれの時代と地域に固有の多様な諸問題および全人類に
通する諸課題に対する視野を広げ，自主的に新しい知見を獲得し独自に
材開発をおこなうために不可欠な歴史研究の理論と方迭（レファレン
あ議凝織無翻催馨臓講鞭繍題を念頭に置きながら，現代のグローバル化社会の中で主体的に生きるた

焉鰹欝難灘踊讐曽翻灘纒欝ら現在を意味あるものとして生きる態度を身につけることを支援する。

自然地理研究 L2 2 自然地理の概念や基礎理論について平易に講述する。自然地理を構成する形，気候，水文の3分野について，それぞれグローバルスケール2ら小
ケールまでの事象を取り上げて解説する。また，主要な環境問題にっい
も考察する。

地域と産業・社会 L2 2
地域的事象の見方・考え方を，経済地理学・社会地理学などの基礎的概念・方法を基に論ずる。とくに場所・地域に着目し，なぜ特定の事霧が特定

場所を持つのか，なぜ他の場所ではなかったのか，その必然性について
える授業を行いたい。

人文環境研究 L2 2
羅識騨欝鵬雛誰浮9皆蒙醗獣綿翻さを人文環境の分析を通して身につけさせるよっにする。

倫理学概説 L2 2 倫理学の基本問題を西洋倫理学史のなかに題材をとりながう，その解釈・争点などを紹介しながら，倫理学概説の趣旨を実現しよっとする。

哲学概説 L2 2 哲学の基本的な問題を講義する。

宗教学概説 L2 2 宗教は，古今東西を問わず，人類社会に豊遍的に見出登れる文化現象であが，また多様性に富み，一概な理解を許さない。本講は，宗教学璽基礎
概念を学ぷことにより，宗教を多角的に捉える視点を養い，文化につい
の理解を深化することを目指す。

法律学概説 L2 2 憲法，行政法の基礎理論としての公法学原論を体系的に講義する。法律学一般的には大きく，公法，私法，社会法に分類さむているが，狭義での
難難獺鰻蒙鷺蕪篠霧法，行政行為論等について論述する。

全コース
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区　　分 授　　業　　科　　目

必修・選鵬の区分
騨履修年次

科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選訳 舳

社会系 政治学概説 L2 2 国民国家の形成・発展と国際政治の現状について，次の4点から論及す。1．17～18世紀の市民革命を経て成立した国民国家を構成する諸
理（思想）について，社会契約論を中心に概説し，功利主義や社会主義
登場について言及する。2．議会制度を中心にした民主的諸制度の発達
現状について概説する。3．夜筈国家，福祉国家への変容と政党と圧力
体などの役割と問題点について言及する。4．国民国家と国際関係にっ
て現代的諸問題をまじえながら講説する。

経済学概説 L2 2 戦後日本の産業構造，企業形態及び貿易構造の変遷について，経済政策及
産業政策との関連で講義する。

社会学概説 L2 2
霧袋購禦幕罠灘榊実辮羅糊鶉蓋社鑑噸界社会論」を中心に概説する。

社会科・地理歴史科教育学基礎A L2 2 「地理歴史科」，特に「地理A」「地理B」の成立過程を概観し，その教構造を検討することを目的とする。また，調査活動に重きを置いた「地
A』「地理B　jの教材開発をめざす。

社会科・地理歴史科教育学基礎B L2 2 「地理歴史科」特に「世界史A」　「世界史B」　「日本史A」　「日本史B」成立過程を概観し，その教科構造を検討して，中学校社会科ζの連関を
きらかにする。また，歴史教育に関する新たな教材開発をめさ．す。

社会科・公民科教育学基礎 L2 2 中学校社会科およぴ公民科教師としての基礎的能力を培うために，社会科育学および公民教育学の原理，内容（教材），方法を総合的に把握し」
民意識を確立するための方策，公民的資質育成のための課題について追
する。

自然系 基礎微分積分学 L2 2 微分積分学の基本的な考え方と計算方法を解説する。特に，指数関数，対関数，三角関数などの関数や，関数の極限，主として，1変数関数の微
法，積分法を講義する。

数学的経験と学習過程 S2 2 テクノロジーを活用した現実的問題の解決などの数学的モデル化，面白い題を用いた問題の発展的探究など，小学校，中学校及び高等学校の範囲
の数学内容を中心とした身近な題材，単純で具体的な活動を通して，数
がどのように創られていくかを体験する。このことを通して，数学的活
についての理解及び学習者の立場に立った数学の理解を深める。
授業計画・内容）
関数電卓を用いた現実事象の探究し一次関数，二次関数，指数関数など
による事象のモデル化及びそのモァルによる事象の解釈なζ。
作図ツールを用いた幾何学的関係の探究。中点連結定理や二平方の定
理，円や二次曲線に関する諸定理や性質の発見とその発展的探究など。
数量に関する問題の発展的探究。表や文字式を用いて解決し，さらに問
題の条件を変更したり一般化することなど。
数学史的観点からの算数・数学の内容の探究。円周率を求める様々な方
法を実際に行い，それぞれの方法のよさや問題点を検討したり，評価し
たりするなど，数学史にみられる具体的探究方法を追体験するなど。

理科研究法 L2 2 r物理学」，r化学」，r生物学」，「地学」，r理科教育学」の基礎とる理科を例示にして方法と技術について，授業設計の原理と方法，授業
施にかかわる授業運営・展開スキル，授業過程の観察分析評価の方法の
視点から解説する。

芸術系 ソルフェージュA S2 2 ソルフェージュ能力は，歌唱，楽器演奏，アンサンブル，合唱，合奏，指，作曲などの音楽活動においても，その基本的能力として専要なもので
る。本授業では，簡単な課題を用いてその能力の基礎を養っ。

ソルフェージュB S2 2 ソルフェージュAを発展させ，やや難しい課題を用いてソルフェージュ能
を高める。

声楽基礎 S2 2 歌唱表現に関わる基礎的な知識と技能の習得を通して，学校蓼育における楽指導にっいて理解を深め，歌唱指導の実践的な能力を養っ。

器楽基礎（管楽器） S2 2 リコーダーを主とする管楽器についての知識を深め，独奏やアンサンブル
の基本概念を理解する。

器楽基礎（弦楽器） S2 2 弦楽器にっいての知識を深め，独奏やアンサンブル等の基本概念を理解す
。

アジァ音楽概論 L2 2 アジア諸良族の音楽の歴史と構造を概観し，それらがどのような文化シスムのもとに構築されているかを理解する。視聴覚資料の鑑賞や楽器の実
を通して，アジア音楽の豊かさを体験的に認識する。

日本音楽概論 L2 2 日本の伝統音楽の概論。雅楽・能・歌舞僖・人形浄瑠璃・民黛芸能や民謡ど，我が国に伝わる様々塗音楽と楽器について，歴史や芸能の特徴など
本的な知識を得るための講義。

表現と鑑賞 S2 2 』鰹喫騨艦篠羅高卿』縮麟雲，「轍で
」を通して，美術における論理的思考方法を学ぷ。

生活健康系 運動の科学 S2 2 体育・スポーツと人問の関わりを生命科学，環境科学，健康科学等の自然
学系，社会科学系分野からアプローチする。

体育の科学 S2 2 体育・スポーツと人間の関わりを哲学，心理学，社会学，経営学，情報科等の社会科学系，人文科学系分野からアプローチする。

運動・栄養・休養 L2 2 健魔の基本概念について述べる。

全コース
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全コース

必修・選鵬の鴎 標準

区 分 授　　業　　科　　目
必修 選択 舳

鵬年次 科　　　　　目　　　　概　　　　　要

ブ ブ 生 製図法 L2 2 基本的な規則としての製図総則を解説するとともに，簡単な機器要素のス
リ リ 活 ケッチと製図を行う。
ツ ツ ■

ジ ジ 健 人と生活 L2 2 日常生活における人と物とのかかわりを多方面から論ずる。
科目 科目 康系

いのちのネットワーク論 L2 2 子どもから高齢者まで，ともにより人間的・健康的に生きるための暮らし
II の諸問題や，人間と生活環境について，さらに，誕生から死までを通した

生と死の教育について，総合碗かつネットワーク的に論述する。

教 各 初等国語科指導法 L1 小学校国語科の運営に必要とされる基礎的な知識について，国語教育史を
去目 教 S1 3 ふまえ，学習指導要領に示される各言語活動領域と，教材領域とに対応さ
実 科 せながら学ぷ。また，授業実践の事例に基づき，授業観察・分析と授業設
践 の 計についてその方法の基礎を学ぷ。
科目 指導

初等社会科指導法 L1 社会科教育論（目標，理念，授業論，教材化，評価論），社会科教育史，
法 S1 3 現代社会科教育の問題点などを授業の内容として講ずる。また，調査活動

などをもとに小学校社会科の内容・教材についての教材開発能力を培う。

算数科指導法 L1 現行の算数の指導内容とその体系の概観と背後にある考え方を中心に講義
S1 3 する。また，最近の効果的な指導法に関するアイディアとその理論的背景

及びそれらを子どもたちの学習として実現するための手だてについてもあ
わせて学んでいく。

初等理科指導法 L1 初等理科における基礎的指導方略について学ぷ。また，初等理科と中等理
S1 3 科とのカリキュラム上の関係を学ぷことによって，初等理科における目的

を意識させることを目的とする。さらに，具体的な教材を設定し，マイク
ロティーングを通して，基礎的な教授技法を学ぷ。

生活科指導法 L1 生活科教育の目的と教育課程の編成及ぴ学習指導の在り方について具体的
S1 3 な実践事例を基に学ぶ。また，児童の学習過程の特徴に関する理解を深

め，教師の見取りと支援の在り方について学習する。

初等音楽科指導法 L1 初等教育における音楽科教育の目的・目標，学習指導内容，教材，学習指
S1 3 導計画，学習指導の展開の方法，評価について理解を深め，実践的な能力

を高める。

図画工作科指導法 L1 初等教育における図画工作科の教育内容及びその指導法の基礎的内容につ
S1 3 いて，総合的に学ぷ。

初等体育科指導法 L1 初等教育における体育授業の構成と展開について基本的な考え方を理解す
S1 3 ると共に，実践的な能力を高める・

初等家庭科指導法 L1 家庭科の特質と目標，小学校家庭科の内容構成と児童の生活実態や学習課
S1 3 程を理解し，適切な教材観・指導観を養うことを目標とする。更にそれに

基づいた教材の選択と指導法の工夫など授業の設計ができるようにする。

ガ 教育実地研究W（生徒指導論） L1 3 生徒指導の意義・機能・技法の基礎などを講述し，具体事例の検討を通し
イ て体験的理解を深める。その上で，ガイダンスの3つの機能について講述
ダ し，多面的な考察を加える。
ンス

教育実地研究VII（進路指導論） L1 3． 進路指導の意義・機能・技法の基礎などを講述し，具体事例の検討を通し
体験的理解を深める。その上で，進路指導における教師の役割等にっい
て，小集団討議を行う。

教育実地研究V（カウンセリング L2 3 教育相談の諸理論についてそれぞれの理論がもつ人間観，発達にっいての
論） 考え方，問題の捉え方，治療目標，技法等について述べた上で，学校にお

るカウンセリングのあり方について考察する。
（授業計画・内容）
①教育相談の意義
教育相談の理論1（心理学的アセスメント）
③教育相談の理論2（プロセス）
教育相談の理論3（カウンセリングの諸理論）
教育相談の理論4（学校カウンセリングのあり方）
⑥児童期・思春期の精神病理
⑦試験

幼児理解と心の問題 L2 3 育児相談や幼児の心の問題とそのケアについて臨床的に概説する。また，
児を理解するための基礎的な理論と方法，基本的な概念等にっいて学
ぷ。

教育実 教育実地研究II（授業基礎研究） S2 23 3年次小学校教育実習の充実を目指し，授業における教師の会話技術，発
の構成，板書の構造化，視聴覚教材の工夫，映像による授業分析等の諸
術の習得，各教科における授業づくりと学習指導案作成実習を位置づけ

習 る。

教育実地研究皿（初等教育実習） P4 3 児童との直接的な指導実習を通して，児童理解を深め，児童の実態や心情
理解し授業に関する実践的能力を高め，学級経営，特別活動に参加する
で，教師の職務と責任を理解させ，教職を目指そうとする意欲と堅実な
態度を育てる。

教育実地研究棚（中等教育実習） P4 4 中学校・高等学校教員免許状の取得希望者に対して，初等教育実習の経験
上に，中・高等学校における生徒の発達特性の理解の上に，学習内容の
統性，発達段階を考慮した学習指導法について理解を深め，学級経営及
特別活動の実践的力量を高め，中学校・高等学校の教員としての資質・
能力の育成を図る。

卒業研究 S4 4 専修・コースの専門科目に関する修業を集約発展させて，その成果を一定
まとめあげるための科目である。
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学校教育専修　学習臨床コース

区　　分 授　　業　　科　　目
必修・脈駒区分． 揉準履修轍

科　　　　　目　　　　概　　　　要
必修 選択 舳

専門科目 専門科目

教育方法学 L2 2 「生きるカ」の育成や学力観・授業観の転換が叫ばれている今日的状況に鑑
，教育方法学のさまざまな理論や教育機器・教材の活用を含む実践課題に
いて原始的・原理的立場から整理することによって，授業を構成するうえ
の改善視座や基礎を提供する。

学習指導論 L2 3 多様な学習理論や指導法を歴史的・体系的に概説するとともに，今後の学校
育のあり方も視野に入れ，学習者の主体的な学習を成立・発展させるため
指導のあり方について論じる。

学習心理学 L2 3 行動主義や認知主義から見た学習・記憶・教授過程・学級集団・動機づけな
，学習と教育にかかわる様々な基本的概念や理論について，対応する実験
究をとりあげ具体的に紹介しながら，理解を深めていく。

授業の心理学 L2 3 学習指導法や問題解決の過程，動機づけ，不安や自信不足への対処など，授
場面を直接的に分析対象とした心理学研究について，詳しく解説するとと
に，討論を通じて実際の授業への活用可能性について検討する。

学力診断論 L2 2 学力の測定・評価と診断についてその理論と方法を，学習指導法との関連に
いて講義する。特に学力概念におけるインテリジェンスと創造性の内容的
別に応じ，情報機器・教材活用も含めた診断技法と，その診断データの活
技法を取り上げる。

学校組織論 L2 2 学校の組織・経営についての基本的理解を深めるため，学校の目標・構造・
術の視角から，とくにわが国の公教育の歴史的性格や教育課程の編成・実
・評価の自主性・自律性について講義する。

学級経営の心理学 L2 4 学級の意義，学級の雰囲気，学級の発達，教師一生徒関係や友人関係等の学の様々な対人関係の様相，彼らの間のコミュニケーション，説得などのテーマを取り上げ，学級心理学の基礎的な概念の習得を目ざす。

学校文化論 L2 3 一般社会の文化の下位文化（サブ・カルチャー）としての学校文化と学校内
の下位文化としての生徒文化，教師文化，それと関連する地域文化などに
いて考える。学校段階や学校の置かれた地域による違いに注目する。

コミュニケーション心理学 L2 3 日常場面の会話から対人的・社会的相互作用まで，意味論・実用論，スピー
アクトを含めたコミュニケーションの諸相を講義する。

現代子ども論 L2 3 子供たちの問題状況と背景要因の分析検討を行う。地域医療機関の専門相談
が担当する。併せて学校と専門機関の望ましい連携の在り方を考究する。

社会心理学 L2 3 対人関係の発達，自己，対人認知，対人魅力，態度変化など，社会心理学の
要なテーマについて，発達的な視点を交えながら平易に解読し，各領域の
本的な概念や理論を習得することを目ざす。

比較学校史 L2 2 なぜ学級が誕生したのか。なぜ教師は黒板の前に立ち，机と椅子はそれに向
うようになっているのか。なぜ学校は知識とモラルを教えるのか。これを
自の被教育体験を基に考えたい。

教科・教材基礎論 L2 3 教科及び教材の基礎的な理論について講義する。教科・教材の概念，教科内
と教材の関係，各教科における教材の意味を取り上げて論ずるぼか，教材
成・教材化の方法などの問題についても言及する。

授業研究法 L2 3 現代の学校教育の諸課題に即しながら，授茎研究の役割，貝的，方法を概説
る。また，具体事例にもとづきながら，記録のとり方，記録の読み取り
，データ分析の手法，知見のまとめ方を論じる。

教育方法学セミナー1 S4 3 学習指導の理論や教育方法学の重要な諸概念を文献的・歴史的に再検討しっ
，有効な授業改善の方向を探る。

教育方法学セミナーII S4 4 教育方法学の理論の動向を探りながら，学習指導における理論と実成の関係
ついて原理的・実践的に検討する。

教育課程論セミナー1 S4 3 r教育課程論」を踏まえた上で，特にJ．デューイにおける教育課程の考え
を考察する。『学校と社会』，『民主主義と教育』の講読を中心としなが
，教育課程の概念を追求する。セミナーなので，予習を必要とする。

教育課程論セミナーH S4 4 教育課程に関するさまざまな考え方を考察。事前に資料を配布するので，熟
の上，受講すること。哲学的アプローチ，社会学麹アプローチなど，主要
軟から教育課程を傭敵的に考案する。参考文献の講読も必要。

実践セミナー1「教育方法」 S2 3 各教官がそれぞれの専門の立場から指導．実践場面の現状などを討議してい
。レペルは各受講生の問題意識に合わせて進める．自由な質問や論議の展
を歓迎する。各教官が参考文献を指示するので通読のこと。

実践セミナーII「教育方法」 S2 4 各教官が担当．受講者が決まった段階で教官の専門を明示するので，各自，
題意識をそれぞれの教官と相談しながら文献の講読・調査研究をしてい
。順次発表して受講生の意見を聞き，専門以外の教官の指導も仰ぐ。
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学校教育専修　学習臨床コース

区　　分 授　　業　　科　　目
必修・選鵬の区分 揉準

修年次 科　　　　　目　　　　概　　　　要
必修 選択 自由

専門科目 専門科目

学習場面観察基礎 S2 2 学習が生じている教室＝フィールドに入り，そこで生じている教育現象を，
どもの観点から包括的に把握し，記録することを学ぴ臨床的アブローチの
礎を培う。これによって，学習過程にそいながら具体的な支援や指導の方
をさぐり，その方法を習得する。

学習場面臨床学 L2 3 学習場面において収集したデータをもとにし，学びの生じている場面を子ど

教育臨床演習1 S2 3 初等教育実習前に，個々の子どもの学習の様子を理解するための演習を行
。さらに実習後に，自らの教授活動の評価を，実習を行ったクラスの子ど
の学びの成立や継続についての観察演習を交えながらすすめる。これによ
て学習過程への理解を深め，学習場面を具体的に，構想する方法，すなわ
教材の配列と教具の工夫，そしてと指導法について検討する。

教育臨床演習H S2 4 中等教育実習前に特定の教科において，個々の生徒の学習への理解を深める
めの演習を行う。さらに実習後に実習を行った生徒の学びを観察演習をま
えながら，自らの教授活動の学習への影響を評価していく。これによって
々の生徒の学習過程，成果をもとに，教材の配列，コンピュータを用いた
導など指導法，について改善されることがなされる。

学習臨床カウンセリング基礎1 S2 3 個々の子どもの学習の観察をもとにしながら，子どもの学習状態についての感的理解を試みるとともに，個々の子どもの学習の支援の仕方，具体的な
材，教具の工夫について演習を通して学ぷ・

学習臨床カウンセリング基礎II S2 4 具体的な教科の文脈において，子どもの学習状態を共感的に理解し，そうし理解と教科内容との関係から，その子のさらなる学習の可能性を検討する
と，および個々の子どもの学習の支援の仕方，具体的な教材，教具の工夫
ついて演習を通して学ぷ。

学習と相互行為

2

L2 4 子どもの学習を，子どもと子ども，子どもと教師が行う相互行為であるとし捉え，子ども一人一人の学びの成立と他者理解や自他関懲の形成とのかかわりを，学習場面での事例に基づきながら考察を加尋る。しれによって，人と人の間で学ぴが成立するための具体的な方法を考えるための基礎を探る。そして，授業場面での教師と子どもの間でのコミュニケーションや，コンビュータなどのさまざまのメディアをを生かした指導法について検討する。

学習と言語 L2 4 子どもの学びの成立を言語的側面から考察する。書かれた言語のみならず，話的な言語も視野にいれ，子どものコトバと学校のコトバの関係や，子
もの理解を把握したり学びを支援するための基本的視点を学ぷ。これによ
て，人と人の間で学ぴが成立するための具体的な方法奮考…るための基礎
探る。そして，授業場面で璽教師と曇どもの間でのコζユ＿ケーション
，コンビュータなどのさまさまのメディアを生かした指導法について検討
る。

学習と表現 L2 4 子どもの学習を，子ども一人一人の論理に基づく個性的，総合的な表現行為あるという視点から，子どもたちの学びの構造と学びの過程にっいて考
し，子ども一人一人の学ぴの成り立ちの基礎的な考え姦について研究す
。入と人の間で学びが成立するための具体的な方法を考凡るための基礎を
る。そして，授業場面での教師と子どもの間でのコミュニケーションや，
ンビュータなどの様々のメディアを生かした指導法について検討する。

国語学習過程論 L2 3 中学i校・高等学校の国語科授業場面における様々な問題事象をζりあげ，そ要因を分析するとともに，個々の生徒の学びを保証するといっ観点からの
善策を検討する、

文学受容と意味生成
Ll

1 3
読者論やテクスト論など文学研究における新しい文学作品へのアプローチの
方にっいて学び，文学史上の位置づけや批評史の流れ，解釈の多様性や学
過程における授業者・学習者の受容，学習者間のコミュニケーションのあ
方にに配慮しつつ，国語の学習材として用いられている我が国の文学作品
ついて検討するための知見を得る。

言語行為と意味生成
Ll

1 3
談話分析の考え方や方法など国語学研究における新レい言語行為へのアプローチの仕方について学び，授業場面において現れる冨語行為の特質や学習過

における授業者・学習者のコミュニケーションのあり方に配慮しっっ，国
の学習材となる多様な言語行為について検討するための知見を得る。

社会科学習過程論
L2 3 （1）社会科教材内容の分析と教材開発，（2）社会科カリキュラムの研究と作，（3）学習過程の実践的研究と設計，（4）授業実践とその評価，などを研

視点および具体的課題として述ぺる。

地理教材開発論

L2 3 小・中・高の教育現場において，児童・生徒が地理への興味や関心を引き起せるような教材の開発を行う。マルチメディアに対応した写真教材やボス
ー教材等を開発する方法も学ぷ。

歴史教材開発論

L2 3 歴史教育における従来の方法論・教材論を整理し再検討することを通して，たな方法趨と教材論の開発の必要性を考察する。具体的に整東アジア史の
構築をめさして，様々な視聴覚教材の分析と制作について論ずる。

公民教材開発論 L2 3 小・中・高の教育現場において，社会経済的事象への児童・生徒の興味・関を引き起こし，公民的資質を養うのに役立つような教材の開発を行っ。
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区　　分 授　　業　　科　　目
必修・選鵬駆分 標準

修鰍 科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選択 舳

専門科目 専門科目

数学学習過程論 L2 3 授業場面の実際のデータを基にして，授業における相互作用と子どもの学との関係，教師の意志決定について議論する。このことを通して，教室研
（Classroom　Research）に関する諸理論やコミュニケーションに関する諸理
など，算数・数学の学習過程を分析するための基礎となる理論や視点につ
て学ぷ。

数学教材開発論 L2 4 数学用のコンビュータソフトを用いた幾何学的探究，曲面，連続，収束などシュミレーションや実験など，主に学校数学の題材を，独創的な教具やコ
ビュータを用いて具体的，実験的に探究しながら，一つの教材として発展
せ，さらに体系化する基礎を学ぷ。

代数学と探究過程 Ll

1 3
代数的構造の探究を通して，学習者の代数的内容の学習過程について考え
。また，学校数学で取り扱われている「数と計算」「文字式」など関連す
内容についての学習者の理解の背後にある数学的側面についてもあわせて
んでいく。

幾何学と探究過程 Ll

1 3
幾何学的探究を通して，学習者の幾何学的内容の堂習過程1こついて考える。
た，学校数学で取り扱われているr図形」やr証明・論証」など関連する
容についての学習者の理解の背後にある数学的側面についてもあわせて学
でいく。

解析学と探究過程 Ll

1 3
解析学的探究を通して，学習者の解析学的内容の学習過程について考える。
た，学校数学で取り扱われているr量と測定」やr関数」領域など関連す
内容についての学習者の理解の背後にある数学的側面についてもあわせて
んでいく。

確率論と探究過程 Ll

1 3
統計学や確率論による探究を通して，1学習者の統計的内容の学習過程につい
考える。また，学校数学で取り扱われている「数量関係」領域など関連す
内容についての学習者の理解の背後にある数学的側面についてもあわせて
んでいく。

理科学習過程論 S2 2 理科学習という具体的な教科活動の中に，認知心理学等の成果を取り入れた例を紹介する。具体的には，学習者と教師との認識のギャッブを中心的な
ーマとして扱い，具体的な事例を紹介しながら，それに対応した授業方略
ついて述ぺる。

理科教材開発論 L2 2 理科学習指導過程において，教材の意味と，教材と学習者の関わセに注目，教材開発に必要な視点を述ぺる。学習者のコ茎ットメンしに注目した教
開発の必要性を論じ，学習者の理解の過程を検証できるよっな授業実践場
を取り入れる。

物理学習教材演習 S2 4 小，中，高校までの教科書で扱われる物理分野の教材や実験を取り上げ，そらの教材や実験の意義を物理学の歴史や現在のトビックスとの関わりの中
理解させる。さらに，実際の授業に利用できる物理教材を工夫させ，その
材の評価を演習形式で考察させる。

化学学習教材演習 S2 4 学校教育における化学分野に関する教材を取りあぜる。．化学の基本的原理や則を学習する上で，1）有効な教材であるかどっかについて，2）創意工
を加えた教材の改良等について，および3）生徒が実際に実験をする際の
作上の留意点等について，演習形式で考察する。

生物学野外実習 P1 3 原生林を訪れ，そこに生息する代表的な動植物の観察を通して，生き物のい自然の成り立ちや活動，．生物界の競争と協調の原罷，生物り多様性と適応
の理解を深めるとともに，野外における自然観察能力を養っ。

地学野外実習 P1 3 地球の構成物質，ブレート・テクトニクスや地圏環境の発達史，地球大気の現象などの観察方法，データの収集方法についての野外実習を行っ。ま
，収集されたデータを解析し，考察する。

音楽学習過程論 S2 3 音楽の授業場面学習成立過程における学習者・授業者2関与のあり方につい検討し，実際の授業場面における音楽の実践指導の能力を養成する。

音楽教材開発論 S2 3 音楽教材の成立の要件，成立のブロセス，およびその効果的な活用方法を探し，それに基づく指導法，評価技法についても学ぷ。

美術表現教材開発論 L2 4 子どもの造形表現を「意味をつくる行為」として位置づけ，子どもの造形表

美術表現学習過程論 L2 3 子ども一人ひとりのつくり表す行為や，子どもと他者とが相互に行うっくりす行為の広がりとつながりを事例を基に学習する。これにより，子どもの
形表現学習の成立過程を子どもが生きることの成立過程として把握し，教
のカウンセリング的な支援の基本的な在り方について学習する。

工芸表現と意味生成 S2 3 子どもや人閻の生活における，工芸表現による造形的な意味隻成の在り方，の意味とブロセス，そして創造的な技能の基本について，講義と表現演習
より学習する。

デザイン行為と意味生成 S2 3 子どもや人問の生活における，デザイン行為とその表現慕よる造形的な意味成の在り方，その意味とブロセス，そして創造的な技能の基本について，
義と表現演習により学習する。

体育学習過程論 S2 3 体育学習は単元の構想によって組織され，展開される。ここ歪は特に，単元学習過程についてとの基礎理論をまなびながら構成法を検討する。

体育教材開発論 S2 3 学習内容としての運動の取り上げ方と取り扱いについて理解を深め，あわせ
教材・教具の生かし方について検討する。

学校教育専修 学習臨床コース
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区　　分 授　　業　　科　　目

必修・選鵬の区分
標準履修年次

科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選択 舳

専門科目 臨床的学習成立セミナー1 S4 3 学びの成立に関わる様々な視点を，子どもたちの学びの実際に照らしながら察を進め，それらの視点を総合しながら学ぴを捉えていくことを，参加煮のディスカッションを通して目指していく。これによって，子どもの学ぴが

立する指導法，教材の開発を実施する。

臨床的学習成立セミナーII S4 4 具体的な学習場面において，学びの成立に関わる諸要因と教材gもつ特性の方を視野に入れ，子どもの観点をいかしながら学習場面を捉えていくため
枠組みをセミナー形式で探求していく。これに占って，子どもの学びが成
する指導法，教材の開発，そしてさまざまなメァィアを用いた指導法の開
を実施する。

臨床的学習過程・開発セミナー1 S4 3 子どもの学びに関わる認知的あるいは社会的要因を考慮しながら，そうしたぴの成立する過程を探求するとともに，成立過程を促進す歪ための手だて
ついて，実際の支援の様子を参照しながら考究する。これによって，子ど
の学びが成立する指導法，教材の開発を実施する・

臨床的学習過程・開発セミナーII S4 4 学びの支援に関わる基本的な考察に依拠しながら，教材のもつ意義を子ども学びの観点から分析し，そうした意義が子どもの学ぴによって客現される
めの支援のあり方を，学習場面の実際に沿いながら探求する。」れによっ
，子どもの学びが成立する指導法，教材の開発を実施する。

実践セミナ10 実践セミナー1「学習過程臨床」 S2 3 学部生，大学院生がそれぞれの立場から子ども，教師，相互行為に関する臨的情報をもちより，学習場面が子どもと子ども，子どもと教師の間の相互
為から成立しているという観点から，学習過程を構成するための課題を見
出すための演習を実施する。

実践セミナーII「学習過程臨床』 S2 4 学部生，大学院生がそれぞれの立場から子ども，教師，相互行為に関する臨的情報をもちより，学習場面が子どもと子ども，子どもと教師の間の相互
為から成立しているという観点から，学習過程を構成し，研究するための
習を実施する。

専門科目 情報教育分野

教育情報学 L2 3 情報と教育の境界領域について蟹説する。情報化社会に対応する授業，学習とらえかた，教育情報，教育データの収集，分析法について解説する。

教育情報学演習 S2 3 コンビュータを活用した学習環境における教育憤怨の活用，教育情報及び教データの収集・整理・分析法について演習を行っ。

教育工学 L2 3 教師と学習者の相互作用としてのコミュニケーション過程を成喜させるため教育方法と技術について，授業設計の原理と方法し授業実施にかかわる授
運営・展開スキル，教材開発とその活用，教育メァィアの役割とその活
，授業過程の観察分析評価の方法の各視点から解説する。

教育メディア演習 S2 3

情報教育論 L2 3
籍智溜贈召呈耕至灘ン聲査勢骸翻灘欝一ムページを使った学習成果の公表など，情報教育を実践的に学ぷ。

教育ネットワーク演習 S2 4 情報教育の推進に欠かせない，学校におけるネット7一クの構築と管理運営薔欝舗犠雛灘翻磨どて不ットワークを構築する

情報基礎（実習を含む。） S2 2 情報とその処理，コンビュータの歴史，基礎事項・ハードウェア・ソフトウア，情報システム等について学習する。

情報システムエ学 L2 3 最新の研究事例を交えながら，システム的思想に基づく情報システムの開，設計，運用などの合理的な方法論についての基礎を理解する。

情報システムエ学演習 S2 4 ハードウェアとソフトウェアの学習のため，エレクトロニクスを中心とする験を行いパソコン及びワークステーションと最新のコンビュータ不ットワ
クを用いた演習を行う。

計算機数学演習 S2 3 ブログラム作成と実行を通して，構造化ブログラミ≧グの方法にっいて学ぷ同時に，コンピュータを利用した数学の探究を行っ。

コミュニケーション心理学 L2 3 日常場面の会話から対人的・社会的相互作用まで・意味論・実用論・スビーアクトを含めたコミュニケーションの諸相を講義する。

心理統計解析 L2 3 心理データの収集と分析のため璽統計的方法を講義する。実験計画法を中心する。コンビュータを用いたアータ解析実習を含む。

情報社会論 L2 3
蟹騰徽彪粥纒欝騰雲麟轄灘婁蹄する態度の形成と，その理解を目標とする。

情報教育カリキュラム論 L2 3 騰麟謝難騰与鑑窪醤震鑑ンを学ぷことによ

情報教育セミナー1 S4 3
情報教育の研究を進めるための研究方鯵を様々なパラダイムから完び検電することにより，情報教育研究の基礎を形成する。また実践研究の評価を行っ

とにより，情報教育の課題を明らかにする。

情報教育セミナー11 S4 4
憧灘書欝朧醤勢駿簾懸詐欝磐欝冠轡講育の研究の技法を学ぷ。

学校教育専修 学習臨床コース
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学校教育専修　学習臨床コース

必修 選鵬の区分 標準

区 分 授　　業　　科　　目
必修 選択 舳

履修

次
科　　　　　目　　　　概　　　　　要

専 実 情 実践セミナー1「情報教育」 S2 3 実際の実践授業を観察し，教育現場における情報教育の現状と問題点を探
門 践 報 る。ネットデイやメンテナンス作業など学校における情報教育を支援する活
科 セミ 教宏 動にも参加し，実践的な教育の基礎を習得する。
目 、 目

ナ 分 実践セミナーII「情報教育」 S2 4 実践研究への参加を通して，情報教育の実際と，研究方法について実践的に
1 野 学ぷ。学校における情報教育に補助者として参加したり，ネットワーク上で

教育に参加するなどして，実践的な教育力を育成する。

専 総 野外体験演習 S2 2 野外における実践的な学習の中から，自然環境を総合的にとらえる視点を養
門 A口 い，環境教育教材の開発や学習方法について演習する。
科目 学習

文化体験演習 S2 2 学外演習など，フィールドにおける体験学習を実施する。地域における身近
分 な教材からの地域学習方法論を体験学習を通して得られる地域素材を活用し
野 た総合的学習の教材開発に取り組む。

生活科体験演習 S2 2 小学校で実施されている生活科とはどんな授業なのか，具体的な授業実践に
っいて，自ら体験し，その体験にもとづきながら生活科の本質を考察する。

国際交流体験学習 S2 2 本学の留学生，上越地域の外国人，海外を含む他地域の外国人との交流を直
接あるいは，ホームページ，電子メール，テレビ会議などによって体験し，
異文化及び自国文化への気付きを通して相互理解を深める。

生活科と総合学習 L2 2 前期の「生活科体験演習」に基づき，「生活科」の特色を明らかにしなが
ら，生活科から総合学習へと積極的に展開する学びのあり方を論及する。カ
リキュラムや子どもの学びの支援について明らかにする。

総合学習カリキュラム開発論 L2 2 学校や地域の人材・資源を生かし，子どもの興味・関心などの実態等に応じ
て，各学校が創意工夫を生かした教育活動を展開するために，教科領域と連
携した総合学習カリキュラム開発基礎論について学習する。

地域社会環境と学校 L2 2 学校内外の子どもたちの生活圏を重視する立場から，学校一家庭一地域社会
の連携と各役割を深めるために，地域に根ざした教育活動の展開と，地域環
境資源の教材化について基礎的に学習する。

国際教育概論 L2 3 国際理解教育の実践的歴史とその内容について，多角的に論及する。また，
外国における国際理解教育や開発教育，異文化教育の動向にもふれ，日本に
おける国際理解教育の課題と展望に論及する。

地域社会学習法 L2 3 地域の歴史，地域の特徴，地域の問題など，総合的な学習との関わりについ
て論じ，地域文化の発見と地域把握の学習法ついて述べ，これらを教育実践
に生かせる教材の事例について考察する。

地域文化学習論 S2 3 地域の歴史や伝統，文化を学習するための基本的な資料収集および操作の方
法，またフィールドワークの方法についての授業。特に地域の伝承芸能や建
造物について焦点を当てる（？）。地域文化をr学ぷ」ことの基盤には，地
域の風土や歴史の学習に加えて，地域に住む人々との交流を通した相互理解
が必要となる。学校という建物を出て，地域の文化を媒体として，地域と教
師とのコミュニケーションをはかるためのフィールドワークの基本的な方法
を習得する。

環境教育概論 L2 3 環境をグローバルな視点から捉えるとともに，人間とそれを取り囲む環境問
題も含めて，環境に対する人間の責任と役割を理解し，学校一家庭一地域が
連携した総合的な観点からの環境教育概論を学習する。

地域環境教育演習 S2 3 特定地域の環境の現状と成因を野外調査に基づき分析し，総合的な観点から
地域環境の特性が学校内外の教育に広く活用できることを学習する。

専 総合学習セミナー1 S4 3 国際・地域・環境の3領域に分かれ，各専門セミナーとリンクさせて運営す
門 る。学内教官だけではなく，現場職員の参加や，大学院生の研究レボートを
セ 加えて研究会形式を構成する。
、・、ナ

総合学習セミナーII S4 4 国際・地域・環境の3領域に分かれ，各専門セミナーとリンクさせて運営す
1 る。学内教官だけではなく，現場職員の参加や，大学院生の研究レポートを

加えて研究会形式を構成する。

実 実践セミナー1「総合的学習」 S2 3 大学院の実践場面分析演習「総合学習」1及ぴII「総合学習」と連動して，
践 学習課程をどう立てるかを，具体的テーマに基づいて，実験授業を演習し，
セ 分析する。
、・、ナ

実践セミナーII「総合的学習」 S2 4 大学院の実践場面分析演習「総合学習」1及びII「総合学習」と連動して，
1 学習課程をどう立てるかを，具体的テーマに基づいて，実験授業を演習し，

分析する。
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学校教育専修　発達臨床コース

区　　分 授　　業　　科　　目
必修・駅駒区分

標準履修轍

科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選択 舳

専門科目 専門科目 生徒指導分野

教育社会学 L2 2 人問の発達，教育制度，カリキュラムなどについて社会学的に考える。特に
間の発達の環境，教育制度などの潜在的な機能を順機能と逆機能の両面か
考える。人間発達の逆機能としての非行についても考える。

発達臨床思想 L2 2 教育とは子どもの発達に即して行われるべきである，という教育理念につい
，ルソー・ペスタロッチー・フレーベル等の思想を取り上げ，理念の歴史
ルーツを探る。さらには，この理念が現在の我が国の学校教育にどのよう
形で入り込み，生かされているかについても検討する。

学校文化論 L2 3 一般社会の文化の下位文化（サブ・カルチャー）としての学校文化と学校内
の下位文化としての生徒文化，教師文化，それと関連する地域文化などに
いて考える。学校段階や学校の置かれた地域による違いに注目する。

生涯学習概論A L2 2 生涯学習の理念，その源流，生涯学習と家庭教育・学校教育・社会教育との
係，生涯学習関連施設の動向，社会教育の意義，社会教育の内容・方法・
態，社会教育指導者，その他，社会教育にかかわる基本的なこと。

生涯学習概論B L2 2 各地域，大学，企業などにおいて展開されている生涯学習の実態について考
する。また，生涯学習社会を実現する上での学校教育の役割について，諸
査の結果などを参考にしながら考える。家庭教育の役割も考える。

社会教育計画A L2 2 社会教育にかかわる施設，人材，財政についての計画立案の基本的な側面に
いて具体的に指導する。特に，学校の教育課程に新しく導入されることに
った総合的な学習の時間に寄与するような計画について考える。

社会教育計画B L2 2 社会教育計画の立案を自分で行ってみるなど，実践的な力を養うことに力点
置く。履修者がそれぞれ課題を設定しで，それに取り組む形で行う。その
合，地域における社会教育関係者に指導者として協力をあおぐ。

学校教育相談 L2 3 学校教育相談の意義・特質・技法の基礎等を講述し，具体事例の検討を通し
体験的理解を深める。その上で，学校教育相談における教師の役割等にっ
て，小集団討議を行う。

現代子ども論 L2 3 子どもたちの問題状況と背景要因の分析検討を行う。地域医療機関の専門相
員が担当する。併せて，学校と専門機関の望ましい連携の在り方を考究す
。

教育工学 L2 3 教師と学習者の相互作用としてのコミュニケーション過程を成立させるため
教育方法と技術について，授業設計の原理と方法，授業実施にかかわる授
運営・展開スキル，教材開発とその活用，教育メディアの役割とその活
，授業過程の観察分析評価の方法の各視点から解説する。

学校教育相談基礎演習 S2 4 学校教育相談の構造と分析の基本的観点を講述し，併せて，先行実践事例の
討を行う。その上で，基本的な模擬演習を行い，学校教育相談の望ましい，
り方を討議する。

進路指導基礎演習 S2 4 進路指導の今日的意義と支援・評価の基本的観点を講述し，併せて，先行指
事例の検討を行う。その上で，基本的な模擬演習を行い，進路指導の望ま
い在り方を討議する。

学校グルーブワーク基礎演習 S2 3 学校グループワークの今日的意義と支援・評価の基本的観点を講述し，併せ
，先行実践事例の検討を行う。その上で，基本的な模擬演習を行い，学校
ループワークの望ましい在り方を討議する。

学校モラルトレーニング基礎演習 S2 3 慣習的道徳性を高めるスキルトレーニングのエクセサイズを取り上げ，その
討を行う。履修者が卒業後，教壇に立ったとき，すぐに道嬉教育の実践が
きるような指導力を身につけさせることがねらいである。

学級経営の心理学 L2 4 学級の意義，学級の雰囲気，学級の発達，教師一生徒関係や友人関係等の学の様々な対人関係の様相，彼らの間のコミュニケーション，説得などのテーマを取り上げ，学級心理学の基礎的な概念の習得を目ざす。

学校組織論 L2 2 学校の組織・経営についての基本的理解を深めるため，学校の目標・構造・
術の視角から，とくにわが国の公教育の歴史的性格や教育課程の編成・実
・評価の自主性・自律性について講義する。

現代社会と学校 L2 4 現代社会の急激な変容は，学校を取り巻く社会諸関係（家族，地域社会，就
構造等）に大きな影響を与えている。これらの変容が制度としての学校に
かなる課題を提起しているのかを具体的問題に即して検討する。

教育と法規 L2 2 教育の理念や国・地方公共団体等により設置されている学校における教育活
に関する主要法規定を講述する。

人権と教育行政 L2 4 基本的人権の保障との関わりにおいて「法律による教育行政」の概要と具体
課題について講述する。

比較教育学 L2 2 先進諸外国における教育の理念・思想や歴史を比較・概説するととともに，
れら理念・思想に基づいて形成されてきた各国教育制度（とりわけ，学校
度や教育経営を中心に）と我が国教育制度とを比較・検討することによっ
，今日我々が直面している学校教育諸問題を考究する。

専門セミナ

生徒指導基礎セミナー1 S4 3 生徒指導基礎の領域に関する卒業研究の課題設定に向けて，基礎的な研究の
導を行う。

生徒指導基礎セミナーII S4 4 生徒指導基礎の領域に関する卒業研究の課題に即した，個別的かつ専門的な
究の指導を行う。
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学校教育専修　発達臨床コース

区　　分 授　　業　　科　　目
必修・選鵬の区分 標準

修年次

科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選択 帥

専門科目 生徒指導分野

生徒指導法セミナー1 S4 3 生徒指導法の領域に関する卒業研究の課題設定に向けて，基礎的な研究の指
を行う。

生徒指導法セミナーII S4 4 生徒指導法の領域に関する卒業研究の課題に即した，個別的かつ専門的な研
の指導を行う。

生徒指導の制度・経営セミナー1 S4 3 生徒指導の制度・経営の領域に関する卒業研究の課題設定に向けて，基礎的
研究の指導を行う。

生徒指導の制度・経営セミナーII S4 4 生徒指導の制度・経営の領域に関する卒業研究の課題に即した，個別的かつ
門的な研究の指導を行う。

実践セミナ 実践セミナー1「生徒指導」　　　　　　　　　　　　　聖 S2 3 生徒指導に関する基本的な問題事例を取り上げ，大学院1年生との意見交換
交え，多面的に検討する。（年度毎にテーマを焦点化する。）

実践セミナーII「生徒指導」 S2 4 3年次に取り上げた生徒指導に関する基本的な問題事例の検討を，大学院2
生との意見交換を交えて，さらに発展・深化させる。

専門科目 心理臨床分野 教育心理学概論 L2 2 認知のブロセス，権威と服従，性格と個性，こどもの認知発達とその障害な
，心の不思議にまつわるトビックを取り上げ，これまで明らかにされてき
心理学上の知見を体験しながら，心理学についての認識を深める。

一般心理学 L2 2 心理学における研究方法論を他の隣接諸科学の方法論と比較しながら概説す
。人間，こころの理解のしかたとその歴史を学ぶことを通して，仮設構成
念を用いた自然科学的アプローチを知る。

心理統計解析 L2 3 心理データの収集と分析のための統計的方法を講義する。実験計画法を中心
する。コンビュータを用いたデータ解析実習を含む。

心理学実験 P2 3 心理学の基礎的実験実習と報告書の提出を通して，実験，調査，検査などの
究手法を習得し，心理学的データの収集と分析，およぴ報告書の作成の方
を学ぷ。

心理学演習 S2 3 心理学の研究論文を広汎に読み進めることを通じて，新しい研究動向にふ
，各自の問題意識の開拓をはかるとともに，仮説の設定，実験的検証のし
た，結果のまとめかた等，心理学の基本的研究手法への理解を深める。

発達心理学 L2 2 発達について個・生命との関わりから述べる。生物学的ヒトから社会的r人」に変化してゆく過程を理解することを通して，r発達」について考え

。障害をもつ児童生徒の「発達」についても言及する。

児童心理学 L2 2 児童の外界の認知，世界観，思考などについて成人のそれと対比しながら論
する。同時にその発達的変化を理解する。近年児童が直面している問題に
いて考える。

青年心理学 L2 2 青年期にっいて，アイデンティティの確立を中心として，その特質を理解す
．また，児童期から青年期への以降期，青年期から成人期への以降期に発
する諸問題について考える。

社会心理学 L2 3 対人関係の発達，自己，対人認知，対人魅力，態度変化など，社会心理学の
要なテーマについて，発達的な視点を交えながら平易に解読し，各領域の
本的な概念や理論を習得することを目ざす。

学習心理学 L2 3 行動主義や認知主義から見た学習・記憶・教授過程・学級集団・動機づけな
，学習と教育にかかわる様々な基本的概念や理論について，対応する実験
究をとりあげ具体的に紹介しながら，理解を深めていく・

授業の心理学 L2 3 学習指導法や問題解決の過程，動機づけ，不安や自信不足への対処など，授
場面を直接的に分析対象とした心理学研究について，詳しく解説するとと
に，討論を通じて実際の授業への活用可能性について検討する。

コミュニケーション心理学 L2 3 日常場面の会話から対人的・社会的相互作用まで，意味論・実用論，スピー
アクトを含めたコミュニヶ一ションの諸相を講義する。

認知心理学 L2 3 知覚，’学習と記憶，知識と推論，概念，問題解決，言語理解などについて，
擬実験を通じて実際に体験することにより，人間の認知プロセスの仕組み
動きについて実証的に学ぷ。

学級経営の心理学・ L2 4 学級の意義，学級の雰囲気，学級の発達，教師一生徒関係や友人関係等の学の様々な対人関係の様相，彼らの間のコミュニケーション，説得などのテーマを取り上げ，学級心理学の基礎的な概念の習得を目ざす。

個性の心理学 L2 4 知能や性格などにおける個人差とその障害という観点から心理学で明らかに
れた知見の解説を通して，他とは違ったユニークな存在としての「個」を
かに捉えたらよいかという問題についての理解を深める。

臨床心理学 L2 3 臨床心理学の歴史的変遷や基礎的な理論にふれた後に，基本的な受理面接の
式や心理診断法，様々な心理療法の理論及ぴ面接法について概説する。

カウンセリング基礎実習 P2 4 カウンセリングに関する基礎的な文献の講読と並行しながら，主に適応指導
室に通所する児童生徒との関わりを通して，カウンセリングの基本的な考
方，事例研究の方法，技法の習得を目的とする。

カウンセリング基礎演習． S2 4 カウンセリングに関する基本的な文献を講読した上で，主にロール・プレイ
グを実際に体験することにより，カウンセリングに必要な基本的技法の習
を目的としてトレーニングを行う。
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学校教育専修　発達臨床コース

必修・脈駒区分 麟
区 分 授　　業　　科　　目

必修 選択 舳・

鵬年次 科　　　　　目　　　　概　　　　　要

専 専 心 教育心理学セミナー1 S4 3 卒業論文作成の準備として，自分の関心あるトビックに関連する先行研究の
，門 門 理 文献収集を広く行い，それらを受講者相互で講読することにより，各トビッ
科 セ 臨 クについての心理学的な研究方法と研究動向について理解する。
目

・・、ナ 床分

教育心理学セミナーII S4 4 卒業論文作成のため，自分のテーマに直接関係する先行研究を批判的に精読
1 野 し，それらの研究の問題点や先行研究において未解決な問題を把握して，卒

業研究のテーマに関する具体的な研究デザインを計画する。

臨床心理学セミナー1 S4 3 臨床心理学に関連する国内・国外の論文の講読を中心に行う。論文の内容に
関するレポートを基にしたディスカッションを通して，研究の方法，論文執
筆に必要な知識の習得を目的とする。

臨床心理学セミナーII S4 4 臨床心理学セミナー1で習得した研究方法や論文執筆に必要な知識をさらに
論文講読を通して深めると共に，自分自身の問題意識を深め，卒業研究論文
の執筆に取り組む。

実 実践セミナー1「心理臨床』 S2 3 大学院生の報告する教育実践場面の諸問題に対して，心理学の各領域から討
践 論・検討を加えることを通じて，その問題に対するアプローチの方法や具体
セ 的な対応方法の開発手法について，実践的に学んでいく。
、・、ナ

実践セミナーII「心理臨床」 S2 4 教育実践場面の諸問題に関して，参加者の興味に応じて事例を報告し，心理
1 学の各領域から討論・検討を加えることを通じて，問題解決のための具体的

手法を開発し洗練し，さらにその有効性を検証していく。

｛
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幼児教育専修

必修・選構の区分 標準

区 分 授　　業　　科　　目
必修 選択 舳

履修

次
科　　　　　目　　　　概　　　　　要

専 専 子どもの心理と行動 L2 3 最近の子どもたちの心理と行動特性を理論的・実践的に紹介し，「心」の教
門 門 育を行なうための方法を考える。
科目 科目

子どもの表現と伝達 L2 3 子どもの表現・伝達能力の発達特性の紹介とその実態及び育成について論じ
る。

教育と保育の原理 L2 3 幼児期より児童期初期までの子どもたちに対する保育と教育の在り方につい
て，基本的な論理と方法を連続的な視点から論じる。

生活科単元開発論 L2 3 生活科におけるカリキュラムと児童の学習過程の特性に基づき，単元開発の
基本的な視点と方法について論じる。

家庭の教育と育児 L2 3 少子化が進む現代社会における家庭の教育，育児のもつ問題点と課題にっい
て概観し，育児と躾を支援する方法について論じる。

子どもの生活と環境 L2 3 現代社会における子どもの生活を取り巻く，社会・文化的環境の実態とその
2 特徴について論じ，「環境」を通した子どもの生活を支援する在り方にっい

て論じる。

乳幼児の健康 L2 3 乳幼児の発達特性，主な疾病とその症例について概観し，乳幼児期の保健と
衛生の在り方について論じる。

子どもの福祉 L2 3 育児における諸問題に対する社会的な支援体制について概説する。また，近
年の育児支援の政策における，特徴と課題について論じる。

食科学B　I L1 2 食品の種類や成分の特徴，食事計画などの講義。
食科学BII L1 2 食品の保蔵・加工，食と安全（食品衛生）などの講義。
幼児の音楽的表現 L2 3 保育者に必要とされる音楽的表現理論及ぴ技能の習得と実践的指導力を養

㍗
つo

幼児の造形的表現 L2 3 保育者に必要とされる造形的表現理論及ぴ技能の習得と実践的指導力を養
，
つo

子どもの発達支援方法論演習 S2 3 幼稚園における幼児の生活場面や，保育者の保育場面を取り上げ，幼児の成
長発達を適切に把握して支援する方法と技術を習得する。また，保育者が，
幼児の発達支援を継続的かつ開発的に進める上で必要とする基本的な研究法
について演習を通して実践的に習得する。

子どもの学習支援方法論演習
2
S2 3 教師が，幼児期から児童期にいたる学習の支援を，継続的に進める上で必要

とする基本的な方法と技術について，演習を通して実践的に習得する。特
に，生活科授業実践の分析を通して，小学校低学年の子どもの学習の過程を
具体的に把握して支援する実践的な能力を習得する。

幼稚園専修教育実習 P2 4 幼稚園における保育者としての指導実践を試みる。実習のための事前指導並
ぴに事後指導を含む。

専 子どもの発達理解セミナー1 S4 3 子どもの理解に基く教育の在り方について，特に発達の視点から，基礎的な
門 理論及ぴ方法と教育実践上の具体的な事実について追究し，支援の在り方に
セ ついて実践的に学ぷ。
、・、ナ

子どもの発達理解セミナーII S4 4 子どもの発達理解セミナー1の学習に基づいて，自己の課題を決定し，調
1 査，観察，分析等を通して，課題の総合的な解決を行なう。

子どもの生活環境セミナー1 S4 3 子どもの理解に基く教育の在り方について，特に生活環境の視点から，基礎
的な理論及び方法と教育実践上の具体的な事実について追究し，支援の在り
方について実践的に学ぷ。

子どもの生活環境セミナーII S4 4 子どもの生活環境セミナー1の学習に基づいて，自己の課題を決定し，調
査，観察，分析等を通して，課題の総合的な解決を行なう。

子どもの表現セミナー1 S4 3 子どもの理解に基く教育の在り方について，特に表現の視点から，基礎的な
理論及び方法と教育実践上の具体的な事実について追究し，支援の在り方に
ついて実践的に学ぷ。

子どもの表現セミナーII S4 4 子どもの表現セミナー1の学習に基いて，自己の課題を決定し，調査，観
察，分析等を通して，課題の総合的な解決を行なう。

幼小関連・教育セミナー1 S4 3 幼小関連教育及び幼児期より児童期初期にいたる教育について，その基礎的
理論及び方法と教育実践上の具体的な事実について追究し，支援の在り方
を実践的に学ぷ。

幼小関連・教育セミナーII S4 4 幼小関連・教育セミナー1の学習に基いて，自己の課題を決定し，調査，観
察，分析等を通して，課題の総合的な解決を行なう・

実 実践セミナー1「幼児」 S2 3 実践場面分析演習1と連動し，幼児及ぴ児童期初期の，生活，遊び，行動に
践 ついて，具体的な活動場面に基づいて理解を図る。
セ・・、

実践セミナーII「幼児」 S2 4 実践場面分析演習Hと連動し，保育者及び教師の，指導，援助，支援につい
ナ て，実践場面の事例に基いて理解を図る。
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教科・領域教育専修　言語系コース

必修・選鵬の区分 標準

区 分 授　　業　　科　　目 履修 科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選択 舳 年次

専 専 国 国語学講読A L2 3 日本語の歴史性を反映する具体的な資料をとりあげ，古代から近代にいたる
門 門

§五ロロ

音声・語彙・文章表現の通時的な変化を実証的に考察する。
科目 科目 分野

国語学講読B L2 3 現代日本語の多様なジャンルの表現をとりあげ，これを精密に読みとる作業
をつうじて，その仕組みや解釈の多様性を理論的かつ実証的に考察する。

国語学講読C L2 3 日本語の文章・談話の仕組みについて，具体的なコミュニケーションで用い
られた資料を収集し，記述しながら，それに即して理論的に考察する。

国語学演習A S2 3 日本語の歴史性を反映する具体的な資料をとりあげ，古代から近代にいたる
音声・語彙・文章表現の通時的な変化を探求する観点から分析する。

国語学演習B S2 3 日本語の多様なジャンルの表現について，具体的な資料や作品を読みとる作
業をつうじて，表現と意味解釈の多様性を記述・分析する。

国語学演習C S2 3 日本語の文章・談話の資料を収集し記述する作業をつうじて，それらが実際
のコミュニケーションにおいて運用される仕組みを実証的に分析する。

国文学講読A L2 3 日本古典文学の作品研究。多様なジャンルの作品を幅広く取り上げ，古典文
学の特性や時代性について考察する。また，日本古典文学の近・現代におけ
る受容と影響，歴史的な位置づけを行なう。

国文学講読B L2 3 日本近・現代文学の作品研究。作品を精読し，その作品がもつ特質を解明し
ていく方法について学習する。また，西洋文学や日本古典文学の影響，同時
代の文化状況との関わりについて考察する。

国文学演習A・ S2 4 日本古典文学の作品読解演習。影印資料を活用した変体仮名の習得を行うと
ともに，古典文学の特性や時代性を解明する基礎的方法に習熟し，専門的な
文学研究にいたる応用力を養成する。

国文学演習B S2 4 日本近・現代文学の作品読解演習。作品の成立過程や研究史の整理の仕方，
作品の構造や主題を解明する方法を習得するともに，文学活動と歴史・社会
的な事象との関連性について考察する。

漢文学講読 L2 3 古詩，経書，歴史書，その他諸様式の作品を講読する作業を通じて，訓読方
法を中心に，漢文の仕組みや修辞法を習得する。

書写書道1 S2 2 楷書の特徴，現代における楷書の位置づけや楷書の習得方法について学習す
る。また，書写教育の基礎としての硬筆・毛筆による楷書実技，特に用筆・
運筆・字形の実際的な研究をおこなう。

書写書道II S2 3 行書の特徴・現代における行書の位置づけや行書の習得方法について学習す
る。また，書写教育の基礎としての硬筆・毛筆による行書実技，特に用筆・
運筆を中心に技能の向上と発展及びその応用をめざす。

中等国語科指導法（課程論） L2 2 中学校・高等学校の国語科の教育課程の構成について，国語教育史の観点，
国際比較の観点を取り入れつつ，背景にある教育観も含めて考察する。ま
た，学校における国語科の教育課程の構成のあり方について，学習指導要領
をふまえながら考察する。

中等国語科指導法（授業論） L2 4 中学校・高等学校の国語科の授業のあり方について，学習指導要領に示され
る各言語活動領域と，教材領域とに対応させながら学ぷ。いくつかの指導方
式の考え方と方法について具体的に検討するとともに，授業設計のあり方に
ついても検討する。

中等国語科指導法（学習論） L2 3 中学校・高等学校の国語科の学習のあり方について，学習指導要領に示され
る各言語活動領域と，教材領域とに対応させながら，特に学習者の学ぴの実
態に着目して検討する。実際の学習過程の観察，分析の方法についてもあわ
せて学ぶ。

国語学習過程論’ L2 3 中学校・高等学校の国語科授業場面における様々な問題事象をとりあげ，そ
の要因を分析するとともに，個々の生徒の学びを保証するという観点からの
改善策を検討する。

専 国語学基礎セミナー S4 3 国語学の各領域について，個別の問題を設定し，具体的な資料を収集・作成
門 して研究するための，基礎的な知見と能力を養成する。
セ、・、

国語学応用セミナー S4 4 国語学の各領域について学生が選択した問題に即して，具体的な資料を分析
ナ する方法を習得させ，専門的な研究への応用力を養成する。

1
国文学基礎セミナー S4 3 国文学の各領域について，作品を具体的に取り上げ，個別の問題を設定し，

作品に即した研究を進めるための基礎的な知見と能力を養成する。

国文学応用セミナー S4 4 国文学の各領域について，学生が選択した研究領域に応じた問題を設定し，
作品の特性や歴史性を解明する方法を習得することを通して，専門的な研究
への応用力を養成する。

国語科教育基礎セミナー S4 3 国語科教育に関する理論的・実践的研究をすすめるためのさまざまな方法に
ついて，個別の問題を具体的にとりあげつつ検討し，主体的に研究をすすめ
るための基礎的な知見と能力を養成する。

国語科教育応用セミナー S4 4 国語科教育に関する理論的・実践的研究のあり方について，学生が設定した
個別の研究領域に即しながら，具体的な問題を分析検討しっっ，専門的な研
究を行うための応用力を養成する。

国語科（書写）教育基礎セミナー S4 3 文字を書くことおよぴその習得に関する各領域について，個別の問題を具体
的に取り上げ考察する活動を通し，教材化や授業研究に発展させていくため
の基礎的な知見と能力を養成する。
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教科・領域教育専修　言語系コース

区　　分
授　　業　　科　　目　　　　　　も

必修・翻駒齢
榊履修鰍

科　　　　目　　　　概　　　　要
必修 選沢 舳

専門科目 国語分野 国語科（書写）教育応用セミナー S4 4 書写教育の専門領域について，手書き文字の歴史や文字を書くことのメカニ
ムを踏まえっつ，教材化や授業についての研究を展開し，実践・臨床に則
た専門的な研究への応用力を養成する。

実践セミナ

実践セミナー1「国語」 S2 3 国語科の教育実践現場に関わる理論的・方法論的な諸問題を普通教育実習の
施に即して研究する。

実践セミナーII「国語」 S2 4 国語科の教育実践現場に関わる理論的・方法論的な諸問題を中学校教育実習
実施に即して研究する。

専門科目 英語分野 英語学概論 L2 2 英語学の全体像や，研究領域の概要，研究課題などを概観することにより，
語学研究の基盤となる基礎知識や，思考法，研究方法などのエッセンスを
び，英語学への動機付けを与え，その後に学ぶ英語学の演習やセミナーな
の基礎を学習する。

英語音声学 L2 3 英語の音声に関する基礎的な知識を学習し，リズム，アクセント，イントネーションなどの韻律の特徴をも理解したうえで，音声の聞き取りや表出等の

践的なスキルを習得する。

英語史 L2 3
英語の歴史を古期英語，中期英語，近代英語Φ順に現代英語との些較を交えながら概観する。英語の方言としてはどのよっなものがあり，どっいった綴りや発音が用いられていたか，また語順はどうかといった問題について学習

る。

英文法 L2 3 英語の語彙の品詞分類を行い文中における機能の違いを理解する。また，語
語がどのように結ぴ付いて句や文が形成されるのかを構文ごとに考察し，
文形成に関わる規則性を理解すると共に，その規則性の教示の仕方につい
学習する。

英語学演習 S2 3 英語学の中核をなす統語論，形態論，音韻論，意味論，語用論の分野の中か個別の基本的な研究テーマを選び，具体的な言語事象に触れながらその背
に潜んでいる様々な規則性を見つけだし，英語の基本的な構造とその機能
理論的かっ実証的に考察しながら，教育現場における実践力を養成する。

英米文学講読 L2 2 英米の代表的な作家の比較的短い作品を幾つか講読し，英文読解力を養成し
がら，文学作品の読み方の基本を身につけさせる。

英文学概論 L2 3 英文学の歴史と特質について基本的な事項を概観し，小説・劇・詩・エッセ
などのテクストを具体的に読み，各ジャンルの特徴を理解する。

米文学概論 L2 3 代表的なアメリカ作家についての基礎的な知識を学び，その上で実際にいく
かの比較的短い文学作品を読み，おおよその文学思潮を把握すること，そ
て同時に英語の読解に慣れることを目指す。

アメリカ現代小説研究 S2 3 現代のアメリカ小説から比較的読みやすい長編小説を選び，個々の文学作品
持つ幅の広さと奥の深さが理解できるように読むすぺを学ぷ。それととも
英語を多く読みこなしていける基礎となるよう，英文読解の力をつける。

英文学演習 S2 3 英文学分野の個別の作家を取り上げて，その作品を研究する。佳家が使う言
を細かく吟味し，また，その背景となる文化にも注意をはらっ。

英語コミュニケーション（会話） S2 3 相手の英語を理解し自分自身を英語で表現できるように，口頭による基本的
コミュニケーション能力を育成する。

英語コミュニケーション（ライテ
ング）

S2 3 相手の英語を理解し自分自身を英語で表現できるように，主にライティング
よる発展的なコミュニケーション能力を育成する。

英語コミュニケーション（メディ
英語）

S2 3 様々な英語メディアを用いながら，相手の英語を理解し自分自身を英語で表
できるように，実践的なコミュニケーション能力を育成する。

比較文化A L2 3 外国の文化とそれを支えるものの考え方，感じ方を学ぷことにより，異質な化に対する深い理解と寛容の心を養い，かつ自国の文化をも客観的に，批
的に捉え直すことを目標とする。Aにおいては，近代ヨーロッパの自然
，人間観などの変遷を中心に考察し，日本におけるそれと比較検討する。

比較文化B L2 3 外国の文化とそれを支えるものの考え方，感じ方を学ぷことにより，異質な化に対する深い理解と寛容の心を養い，かつ自国の文化をも客観的に，批
的に捉え直すことを目標とする。Bにおいては，近代ヨーロッパにおける
芸術の変遷を考察し，日本におけるそれと比較検討する。

中等英語科指導法（教授法） L2 2 教授法理論にはさまざまな要因が複雑にからみあっている乞伝統的な教授法ら最近の教授法にいたるまで様々な教授法がある。応用吾語学の成果を踏
えながら，教授法理論，方法論についての文献を検討する・

中等英語科指導法（言語習得・児
英語）

L2 2 第一言語習得過程を踏まえながら，第二言語・外国語としての英語習得につて学ぷ。特に，児童を対象とした英語教育における指導法，評価等の観点
ら幅広く学び，外国語としての英語教育について理解を深める。

中等英語科指導法（授業論） L2 3 実際の教室場面でどのように英語を指導したらいいかについて，授業の運，指導案の作成，指導法などの観点から講義とマイクロティーチングによ
授業実習を行う。

中等英語科指導法（評師論） L2 3 英語科教育において，測定と評価をどのようにとらえるかについて，各種評法の作成にあたっての注意点や結果の処理，解釈，活用法についても研究
る。
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教科・領域教育専修　言語系コース

｛

必修・選鵬の区分 標準

区 分 授　　業　　科　　目
鵬 選択 舳

履修

次
科　　　　　目　　　　概　　　　　要

専 専 英 英言吾学基礎セミナー S4 3 英語の統語論，機能論，語用論，意味論で研究対象とする言語事象並ぴに
門 門 証ロロ

その理論的説明の代表的なものについて概要を把握すると共に，英語の教育
科 セ 分 実践に役立つ英語学的基礎知識を身に付ける。
目

、・、ナ

野
英語学応用セミナー S4 4 英語の統語論，機能論，語用論，意味論の分野の中から学生が選んだ個別の

1 研究テーマに即して文献を読み進め，適宜言語資料を収集する。その結果得
られた英語学的知見を整理し教育現場で活用できるよう検討する。

英米文学基礎セミナー S4 3 英文学，米文学，および文学理論等について，基礎的な知識を修得させ，学
生が個別に取り組むぺき問題を設定できるように指導する。

英米文学応用セミナー S4 4 英文学，米文学，および文学理論等について，より一層知識を深めるとも
に，学生が設定した個別の問題の発展的な研究を指導する。

英語科教育基礎セミナー S4 3 英語教育学の専門領域における理論的研究を掌握しながら，教科臨床や教材
分析への基礎力を習得させる。

英語科教育応用セミナー S4 4 英語教育学の専門領域における理論的研究を掌握しながら，より発展的な知
見と能力を育成し，英語科教育の研究および臨床への応用をはかる。

実 実践セミナー1「英語」 S2 3 英語学および英米文学，英語教育学の各専門分野で学んだことを，実践場面
践 において英語の授業を行うという観点から統合する。また，英語の教科指導
セ および教材・カリキュラム開発に関する能力を，教育実習に連動させながら
ミ 具体的な実践場面に即して育成する。
ナー

実践セミナーII「英語」 S2 4 実践セミナー1を踏まえ，教育実習に連動させながら具体的な実践場面にお
いて，英語の教科指導およぴ教材・カリキュラム開発ができるような発展的
能力を育成する。
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教科・領域教育専修　社会系コース

必修・選鵬の区分 標準

区 分 授　　業　　科　　目
必修 選択 餉

彫年次 科　　　　　目　　　　概　　　　　要

専 専 考古学認識論 L2 3 考古学について基礎的な理解を深めることを目的とする。どのような方法論
門 門 が用いられているかについて，学史を含めて解説する。発堀調査等も行う。
科目 科目

日本前近代社会史認識論 L2 3 近年の歴史学の研究成果に基づき，前近代史に関わる諸問題について検討す
る。特に東アジア世界の中で日本近代史をとらえる視点を重視し，地域をめ
ぐる諸問題や地域と国家の問題について検討する。

日本近現代社会史認識論 L2 3 明治期からファシズム期にいたる近代日本国家の帝国主義的海外膨張の過程
を地域と民衆の視点から再検討し，戦後社会への継承の問題を映画や音楽な
どの視聴覚教材なども用いて考察し，近日本における対外認識の系譜を論ず
る。

地域調査法A S2 2 日本史を中心に歴史学・民俗学・考古学の相互の関連性を日本海側地域をフ
イールドに巡検・調査し，地域調査の方法や地域の問題点を探る。将来，教
育現場においてフィールドワークを行うための基本的知識を修得させる。

歴史・民俗資料演習 S2 2 歴史・民俗世界を構成する資料（史料）に関する基本的な理解と解釈を目指
して，古文書などの文字史料をはじめとし，画像史料や音響史料，建造物や
民具などの意味について考え，具体的な解読力を養成する。

ユーラシア史認識論 L2 3 世界史認識の変遷をヨーロッパ世界とアジア世界との相互関係を中心に論ず
る。歴史認識の変化の背後にある認識枠組の変化や世界史研究・教育の最新
動向を多様な資料。

ヨーロッパ史認識論 L2 3 ヨーロッパ近代社会における私的生活圏と公的生活圏の分離一再統合化一再
分離化の過程を，特にフランスとドイツ語圏の社会的規律化に関する最新の
大な研究成果を紹介しながら，検討し，両者に特有な個一共同性の認識枠
組を読み取ることを試みる。

地理学実験 P2 2 地理的諸事象の観測・計測・分析方法やその結果の表現方法に関する実習
を，地形図，空中写真，各種統計等を用いて行う。また，都市的巡検を通し
て，地域事象の観察眼を養う。

地域調査法B S2 2 身近な地域を対象として，地理学的視点からの地域巡検を行う。様々な地理
的事象が観察・考察できるルートを選定し，そのルートに沿って地点ごとに
諸事象の観察を行い，自然条件や立地条件等について考察する。また，他地
域との比較，一般的立地論等に関する検討を行う。

自然地理学 L2 3 自然地理学の概念及び理論等にっいて，主に河川，湖沼，地下水などの水文
事象を取り上げて講述する。また，水に関する環境問題を通して，学際分野
における総合的な問題解決方法についても解説する。

経済地理学 L2 3 農業・工業・商業などの経済的諸事象の場所的・空闘的規則性・秩序を論ず
のが本講義の目的である。産業立地論・経済地理学基礎論に基づいて，地
域の具体的事例を通じ，空間的規則性・傾向性についての認識を深めたい・

地理学野外実験 P2 3 地理的諸事象について，実地に観測，計測，調査する能力を養う。事前に調
内容等について検討を重ねた上で，3泊4日程度の日程で調査対象地域へ
出かけ，テーマに従って実地調査を行いレボートを作成する。

国際地誌学 L2 3 刻々激動を繰り返す世界を学ぷには，絶えず最新のデータ・情報を盛り込ん
史料を基に考えることが大事である。講義では国際地誌を中心に各種統計
・試料の読み方を修得させる。

地図と地誌 L2 2 日本の北から南までの代表的な事例について，地形図を基に作業しながら地
理的事象の様々な面について学ぷ。詳細に事象を見る能力を身にっけさせ
る。

地誌学外書講読 L2 3 平易な文章・図版のテキストをゆっくり読む。地理的事象を厳密に学習する
がかりが得られるよう，英語で書かれた本文だけでなく図表をよく吟味す
る方法を学ぷ。

法律学文献講読 L2 3 法律学に関する文献の講読を通じて，法律学の理論・研究方法を学ぷことを
目的とする。

経済学文献講読 L2 3 経済学に関する文献の講読を通じて，経済学の理論・研究方法を学ぷことを
目的とする。

社会学文献講読 L2 3 現代社会学に最も大きな影響を与えた研究者をとり上げ，問題史，方法史，
争史の文脈に位置づけ，その現代的意義を検討する。古典を味読すること
よって，問題を発見し，分析する能力を培うことをねらいとする。

地域調査法C S2 2 社会調査法の基本を習得する。社会調査の種類方法（訪問面接法，質問紙
，郵送法など）や技法（観察法・面接法，サンブリング）を学び，自分の
題意識に即して調査計画を立て，社会調査を実施し，集計と分析を行い，
報告書にまとめる。

倫理学文献講読 L2 3 倫理学概説を受講し，更に倫理学の理解を深めようとする学生を対象に，学
の興味関心に応じて，専門書の講読を行う。

哲学文献講読 L2 3 哲学に関する文献の講読を通じて，思索の意義を追究することを目的とす
る。

宗教学文献講読 L2 3 宗教学に関する文献の講読を通じて，宗教学の理論・研究方法を学ぷことを
的とする。
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教科・領域教育専修　社会系コース

区　　分 授　　業　　科　　目
必修・翻等の区分 標準鵬年次

科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選択 舳

専門科目 専門科目

一般心理学 L2 2 心理学における研究方法論を他の隣接諸科学の方法論と比較しながら概説する。人間，こころの理解のしかたとその歴史を学ぶことを通して，仮設構成概念を用いた自然科学的アブローチを知る。

社会心理学 L2 3 対人関係の発達，自己，対人認知，対入魅力，態度変化など，社会心理学の主要なテーマにっいて，発達的な視点を交えながら平易に解読し，各領域の基本的な概念や理論を習得することを目ざす。

社会科・地理歴史科指導法A L2 3 「地理歴史科」成立にいたる社会科教育の歴史的展開をたどり，「地理Aj「地理B」の目標・方法・内容などについて評論し，空間認識の課題を講ずる。また「地理A」「地理BJのシミュレーション教材を中心に開発する。

社会科・地理歴史科指導法B L2 3 「地理歴史科j成立にいたる社会科教育の歴史的展開を明らかにし，中学校歴史的分野を中心に高校の日本史教育ならぴに世界史教育に関する教材開発と授業方法について究明する。

社会科・公民科指導法 L2 3

日本史システム専門セミナー1 S4 3 日本前近代史・近現代史の領域に関わる理論的な問題や資料について学習するとともに，受講生による個別報告によって相互の研究成果を共有してい

。

日本史システム専門セミナーII S4 4 日本史システム専門セミナー1の成果をふまえて，卒業論文の作成にかかわる研究を進めていく。

外国史システム専門セミナー1 S4 3 諸外国の歴史記述・表象に関する文献・資料を読解し，履修者による発表・
論をおこなう。履修者が，自主的に調査・研究するなかで過去の出来事を全体的・構造的に把握するカを養うことをめざす。

外国史システム専門セミナーII S4 4 諸外国の歴史記述・表象に関する文献・資料を読解し，履修者による発表・
論をおこなう。履修者が，自主的に調査・研究するなかで過去の出来事を全体的・構造的に把握するカを養うことをめざす。

地理学専門セミナー1 S4 3 卒業研究に地理学分野を選択した学生を対象にした演習を行う。卒業研究とは何か，テーマ選択，調査・考察方法，論文読解等の基礎を学ぷ。

地理学専門セミナーII S4 4 地理学専門セミナー1に引き続き開講される。卒業研究の中間発表を繰り返しながら，最終的に卒業研究を完成させる方法を学ぷ。

倫理学領域専門セミナー1 S4 3 広義の哲学・倫理学関係の卒業論文を作成しようとする学生を対象に，論文執筆のための基本的事項の習得（語学の習得を含む。）を目指す。

倫理学領域専門セミナーII S4 4

宗教学領域専門セミナー1 S4 3 宗教文献及ぴ宗教学関連文献の読解を中心に，宗教を研究するための基礎的な能力を養成することを目指す。

宗教学領域専門セミナーII S4 4 宗教学領域専門セミナー1で養成された能力に基づき，特定の研究テーマに
る個別研究を実施し，経過報告とそれへの指導及び討議を通じて，研究報告を作成する。

法律学領域専門セミナー1 S4 3 法律学関係のテーマでの卒業研究を予定している学生を対象に，研究遂行の
めの基礎的知識・技能を習得させることを目指す。

法律学領域専門セミナーII S4 4 法律学領域専門セミナー1を受けて，卒業研究の完成に向けてより専門的な
導を行う。

経済学領域専門セミナー1 S4 3 経済学関係のテーマでの卒業研究を予定している学生を対象に，研究遂行のための基礎的知識・技能を習得させることを目指す。

経済学領域専門セミナーII S4 4 経済学領域専門セミナー1を受けて，卒業研究の完成に向けてより専門的な
導を行う。

社会学領域専門セミナー1 S4 3 社会学関係のテーマでの卒業研究に必要な基本的能力を学ぷ。1．論文とは何か。2．文献検索の仕方。3．問題の発見と問題の立て方。4．学術論文や文献資料の読み方。5．メモ・ノートの取り方。

社会学領域専門セミナーII S4 4 社会学関係のテーマでの卒業研究のプレゼンテーションの基本を学ぷ。1．論文の組み立て。2．文献及び統計資料の検索の仕方。3．先行研究の整理の仕

。4．学術論文における論証の方法。5．メモ・ノートの活用法。

社会科教育専門セミナー1 S4 3 社会科教育，地理教育，歴史教育，公民教育にかかわる論文の読解を通して
究課題と研究方法を明確化するとともに，先行研究の分析を踏まえた個別研究の計画を作成する。

社会科教育専門セミナーII S4 4
社会科教育，地理教育，歴史教育，公民教育にかかわる個別研究テーマに沿って発表と討論を行い，論文作成に向けての基礎的能力を培いながら論文内容の分析・検討を行う。

実践セミナー1「社会」 S2 3 社会科に教育実践現場に関わる目標論・内容論・方法論的な諸問題を普通教
実習の実施に即しながら研究する。

実践セミナ

実践セミナーII「社会」 S2 4 中等社会科教育の実践現場に関わる目標論・内容論・方法論的な諸問題を中
校教育実習の実施に即しながら研究する。

一22一



教科・領域教育専修　自然系コース

区　　分 授　　業　　科　　目
必修・蹴駒区分 標準履修年次

科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選択 帥

専門科目 専門科目 数学分野 数学基礎演習1 S2 2 数の公理的構成，数の集合と代数的構造について考察する。
基礎線形代数学 L2 2 選択制のため高等学校において講義を受けていないが，「ベクトル空間の概念等」は大学の授業においては必要である。ベクトル空間に関する事柄の計算をする側面と論証的な側面を，バランスをとりながら進める。

線形代数学 L2 2 基礎線形代数学で学んだことをもとにして，抽象ベクトル空間，線形写像の

代数学A L2 3 環，体の基礎的理論を解説し，それを有理整数環と多項式環に適用することによって，初等整数論における基本的結果を導く。

代数学B L2 4 群論の初等的性質である演算，結合法則，乗積表，部分群，群の位数，正規部分群，準同型写像，同型定理等を講義する。

数学基礎演習II S2 2 これまでの平面での解析幾何学を既知として空間での曲面論について論及し，とくに2次曲面の分類を最終的に考察する。

幾何学A L2 3 ユークリッド空間内の曲線と曲面について，基礎的な事柄を中心に講義する。特に曲線の曲率及ぴ曲面のガウス曲率と平均曲率について述ぺる。更にこれらはそれぞれ曲線と曲面の基本的不変量であることを十分に説明する。

幾何学B L2 4 位相幾何学，とくにより身近な4次元空間までの単体的複体をもとに曲面の
類を考察する。

幾何学C L2 4 ．射影幾何学の基礎的，基本的な内容について講義する。特に，射影的不変量
（複比など）について講義する。射影幾何の概念を用いて，ユークリッド幾
学の定理が簡潔な証明ができることも講義する。

微分積分学 L2 2 多変数の微分である偏微分を中心に学習する。主として，全微分と合成関数の微分法，テイラーの定理，陰関数の定理である。さらに，線形微分方程式の基本定理と解法などを取り扱う。

微分積分学演習 S2 3 微分積分学に引き続き，主として2変数関数の積分法について講義演習する。重積分，変数変換や，曲面の面積についての計算方法を講義演習する。

解析学A L2 4 複素数を変数とする複素数値関数の微分法について学習する。複素数の導入，複素数の図表示，複素数関数，微分可能関数，等角写像，複素変数の指

関数や対数関数を取り扱う。

解析学B L2 4

確率論

2

L2 3 確率論の基本的理論である確率測度，確率空間，確率変数，確率分布，平均，分散などについて例を交えて丁寧に講義する。

数理統計学 L2 4 数理統計学の基本的理論について講義する。マルコフ連鎖に関連した数理統
学の最先端のトビックスについても講義する。

計算機数学演習 S2 3 プログラム作成と実行を通して，構造化プログラミングの方法について学ぷ
同時に，コンビュータを利用した数学の探究を行う。

数学科指導法 L2 4 数学教育についてその目標論，内容論，方法論，評価論など全般にわたって
きるだけ具体的事例を盛込みながら授業を展開する。学生の方も常に「生
はどのように考えるか」の間題意識を持って参加，し，数理的事象の問題解
のおもしろさや不思議さを感得する。

代数学セミナー1 S4 3 代数学の分野における基礎的な概念と計算方法について演習する。
代数学セミナーII S4 4 代数学の分野における特定の話題について演習する。
幾何学セミナー1 S4 3 幾何学分野における基礎的概念，計算方法または考え方について導入しこれ

の演習をゼミ形式で行う。

幾何学セミナーII S4 4 曲面上の幾何学について，基礎的な事柄を中心にセミナーをする。特に，リーマン幾何学へと自然に拡張される事柄は十分強調しながら進める。

解析学セミナー1 S4 3 解析学の分野における基礎的な概念と計算方法について演習する。
解析学セミナーII S4 4 解析学の分野における特定の話題について演習する。
数学教育学セミナー1 S4 3 数学教育学の分野における基礎的な概念について演習する。
数学教育学セミナーII S4 4 数学教育学の分野における特定の話題について演習する。
実践セミナー1「数学」 S2 3 算数・数学の内容を授業で展開する仕方を，演習形式で学ぷ。

実践セミナーII「数学」 S2 4 教師間の相互作用を通して授業実践を向上させる仕方を演習する。
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教科・領域教育専修　自然系コース

区 分 授　　業
必修・選鵬の区分

○揉準

科　　目 履修 科　　　　目　　　　概　　　　要
必修 選択 自由 年次

専門科 専門科 理科分 物理学 L2 2 物理学全般にわたって，基礎的な事柄について理解を深め，物理学の基本となる概念を学ぴ，物理的自然観を身につけさせることを目的とした講義を行う。今後の学習のべ一スとなるものなので，確実に理解できるようにする。

目 目 野
物理学実験 P2 2 力学，熱学，光学，電磁気学等に関する基礎的な物理学実験を通して，実験の意義，測定方法，測定結果の解析法と考察のほか，実験装置の取り扱い方

などを習得するとともに，物理的なものの考え方についての理解を深める。

化学 L2 2 酸・塩基，酸化・還元や錯体反応および元素のつくる単体や無機化合物など

化学実験 P2 2 各種の陽・陰イオンの特異的な化学反応を応用した定性分析，酸・塩基の中和反応，レ酸化還元反応および錯形成反応を利用する定量分析などの実験を行

う。さらに，クロマトグラフィーや電子スペクトルを利用した機器分析など
についての各課題について実験を行う。　（種々の化学反応および化学実験の
基礎を中心とする。）

生物学 L2 2 植物の形態と生態，動物の行動と生態，生物の遺伝と発生，などの生物学の基礎的内容にっいて講義を行う。将来，より高度な講義内容が理解できるた

めに，最近のトビックスもまじえながらやや専門的内容も加える。

生物学実験 P2 2 様々な動・植物を材料とした実験・観察を通して，生物の示す多様性とそこにひそむ共通性を理解するとともに，顕微鏡の使い方，スケッチの仕方，解剖の仕方など，生物学の基礎的な実験・観察方法を習得する。

地学 L2 2 地球の外観と構成物質，プレート・テクトニクスと地圏環境の発達史，地球・月の軌道，日周運動およぴ地球大気の諸現象など地学全般について理解を

深める。また，各教官がどのよう『な研究を行っているのかを具体例を挙げて
紹介する。

地学実験 P2 2 岩石・鉱物の肉眼鑑定による分類，野外での地層観察，気象現象の解析法を具体的に学ぴ，基礎地学の内容理解を深める。また，これらの実験に必要なデータの処理方法にはコンビューターを活用させる。

理科教育学 L2 2 理科教育学が扱う対象を，具体的な事例を通して紹介する。その中で，理科教育学が明らかにした基礎的成果を学ぷと共に，基礎的な研究方法論を学

ぷ。内容には，「目的論」，「指導論」，　「学習論」を含ませる。

力学 L2 3 物理学の基本である力学について，まず，質量・力・運動量・角運動量・エ
ネルギーなどの基本的な物理量の概念を明確に理解できるようにする。さら
に身近な自然現象に対する物理的なものの見方や考え方を習得する。

光学 L2 3 光の発生，光の性質，光が示す様々な自然現象などを通して，光学の基礎を
習得させ，光学への興味や理解を深めることを目的とした講義，演習を行う。「基礎物理学」を履修していること。

電磁気学 L2 3 物理学の基礎の一つであり，相対性理論形成のきっかけともなった電磁気学
について，深い理解を得るための講義をする。特に，電磁場内での荷電粒子の運動を詳述する。　「基礎物理学」を履修していること。

現代物理学 L2 4 アインシュタインの相対性原理，時間と空間の構造，質量とエネルギー，不
確定性原理，存在確率の波，飛び飛ぴのエネルギー，半導体，超伝導などの話題を通して具体的に学ぴ，現代物理学の基本的な概念を習得する。

物性物理学 L2 4 物質についての理解を深めることを目的とした講義を行う。特に，物質を構
成する原子・分子の集合状態とそれに関連する物質の諸性質について詳述す
る。「光学』を履修していること。また，「力学」，「電磁気学」を履修し
ていることが望ましい。

応用電磁気学 L2 4 荷電粒子，電場，磁場などに関連した学術論文をセミナー形式で講読すると
共に，研究の方法およびデータのまとめ方を修得する。「力学」，「光
学」，「電磁気学」を履修していることが望ましい。

物理化学 L2 3 物理化学の基礎を学ぷ。すなわち，原子や分子の構造，気体や液体や固体の
性質と状態の変化，化学反応における平衡や速度に関する法則など，化学全
にわたる物理化学的内容の学習へといざなう。学問の展開の根拠と方法の
エッセンスを把握すること。

有機化学 L2 3 有機化学の基礎的原理や基本概念，さらに，置換反応，脱離反応，付加反
応，転位反応といった有機化学の基本的な化学反応を理解させ，それらの反
応機構について述ぺる。また，各種の反応を組み合わせて目的の化合物を合
成する方法論にっいても述べる。r基礎化学」を履修していること。

分析化学 L2 3 錯形成反応，沈澱生成反応や酸化還元反応などについて論じる。又物質の分
離など分析化学の具体的理解を深める。「基礎化学」を履修していること。

分析化学演習 S2 4 分析化学と関連させて，各種デー。タの取扱いや，反応の平衡論的取扱い，新
しい分析化学反応にっいても考える。「分析化学」を履修していること。

有機化学演習 S2 4 有機化学の講義と関連させて，各種の化学反応，反応機構の解明方法につい
て演習問題を解く。さらに，化合物の合成方法にっいて実際に実験を行う立
場から，種々の化学反応をどううまく組み合わせて目的を達成しようとする
か等について，演習形式で多数の問題を解く。「有機化学」を履修している
こと。
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教科・領域教育専修　自然系コース

｛

｛

へ

粥・選鵬の区分 標準

区 分 授　　業　　科　　目
粥 翻 舳

彫年次 科　　　　　目　　　　概　　　　　要

専 専 理 物理化学演習 S2 4 物理化学の学習には，問題演習が有効である。受講者は，多数の問題を解，門科 覧門科

科分 く。ここでは，標準的な物理化学演習として，分子の結合理論，構造決定
，物質の統計論，化学熱力学の法則などを，あつかう。簡単な電卓や数表

目 目 野 が必要である。

物理学習教材演習 S2 4 小，中，高校までの教科書で扱われる物理分野の教材や実験を取り上げ，そ
らの教材や実験の意義を物理学の歴史や現在のトビックスとの関わりの中
で理解させる。さらに，実際の授業に利用できる物理教材を工夫させ，その
教材の評価を演習形式で考察させる。

化学学習教材演習 S2’ 4 学校教育における化学分野に関する教材を取りあげる。化学の基本的原理や
則を学習する上で，1）有効な教材であるかどうかにっいて，2）創意工
夫を加えた教材の改良等について，および3）生徒が実際に実験をする際の
操作上の留意点等について，演習形式で考察する。

生態学 L2 3 生態系の概念を中心に生物界のエネルギー流や物質循環をめぐる構造と機能
を考え，その生物的な単位としての生物群集や個体群の諸性質を概観する。
晴天日には学内の林に入り，生き物のいる自然の成り立ちを学ぷ。

形態学 L2 3 維管束植物のおもな器官と組織について，比較形態学的な立場から植物の多
様性を考察し，形と機能の両面から身近な植物の形態を見直すとともに，植
物の環境への適応性について認識を深める。

細胞学 L2 3 生物の遺伝，発生，様々な生理現象の理解に必要な細胞に関する幅広い知識
得ることを目的とする。細胞の構造と機能，細胞分裂などに加えて，細胞
を構成する核酸，蛋白質，炭水化物などの生体高分子についても講義を行
，つ。

生物学野外研究法 P2 3 動植物の野外観察，採集，標本作製を行いながら，その方法を学ぴ，動物’
，植物相の調査方法，動植物の生活史や種間関係の調査方法など，野外に
おける生物学の基礎的な観察方法を習得する。

生物学野外実習 P1 3 原生林を訪れ，そこに生息する代表的な動植物の観察を通して，生き物のい
自然の成り立ちや活動，生物界の競争と協調の原理，生物の多様性と適応
性の理解を深めるとともに，野外における自然観察能力を養う。

地球物質科学 L2 3 岩石学・鉱物学の基本的概念を学び，これらをもとに地球の創生期から現在
までの地球物質の分化にともなう固体地球発達史を考える。

地圏環境進化学 L2 3 基礎地学で講義した基本的知識に基づき，堆積物や化石から地質時代の環境
復元するための方法を学ぷ。また，これらの方法を用いて復元された地質
時代の環境の変化，その要因，生物進化との関係について理解を深めるq

気象学 L2 3 地球大気の組成，気圧の鉛直分布，気温の鉛直分布，風向風速の空閤分布等
にいかなる支配則が存在するか，またその結果いかなる特徴が生じるかにつ
いて事例を交えながら論じる。

地球物質科学実験 P2 3 野外で鉱物・岩石・火山灰などを採集し，肉眼や偏光顕微鏡下での観察をお
なう。その観察をもとに鉱物・岩石の生成過程を考察する。また自然災害
にたいする野外観察をおこなう。

地圏環境進化学実験 P2 3 野外で地層観察と貝化石採集を行い，その場所の堆積環境を復元する。ま
，その近傍の海岸の堆積物，現生貝類の組成，文献から現在の環境をまと
，地質時代と現在の環境の差異について，その要因を考察する。

気象学実験 P2 3 気象学における基礎的な観測，情報収集，解析の知識・技術を習得させる。
礎的な観測は野外で行うが，曜日時間を授業時間で固定されているため典
的な気象現象に常に遭遇できる訳ではない。気象現象そのものの観測は野
外実習で体得させる。

地学野外実習 P1 3 地球の構成物質，ブレート・テクトニクスや地圏環境の発達史，地球大気の
現象などの観察方法，データの収集方法についての野外実習を行う。ま
た，収集されたデータを解析し，考察する。

理科指導法 L2 2 主な理科指導法について，それらの形態，長所・短所，歴史的・社会的背景
どについて講義をする。特に総合学習とSTSの比較，理科嫌い・理科離れ
と指導法との関連などについて欧米と日本との比較を行う。

理科指導法演習 S2 3 上述の「理科指導法」に関する演習を行う。授業参観，授業分析，マイクロ
ィーチングなどにより演習を行う。理科の授業に関して，日本と欧米の比
較・分析を行う。

理科学習過程論 L2 2 理科学習という具体的な教科活動の中に，認知心理学等の成果を取り入れた
例を紹介する。具体的には，学習者と教師との認識のギャッブを中心的な
ーマとして扱い，具体的な事例を紹介しながら，それに対応した授業方略
について述べる。

理科教材開発論 L2 2 理科学習指導過程において，教材の意味と，教材と学習者の関わりに注目
，教材開発に必要な視点を述べる。学習者のコミットメントに注目した教
開発の必要性を論じ，学習者の理解の過程を検証できるような授業実践場
面を取り入れる。
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教科・領域教育専修　自然系コース

｛

必修・選鵬の区分 標準

区 分 授　　業　　科　　目 雇修 科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選択 自由 轍

専 専 理 物理学セミナー1 S4 3 物理学分野の学術論文を講読し，これを人に紹介したり，中味を討論する中、門科

科分 から，未知の領域における問題解決法および新しい事実の発見法，そして研
の方法およびデータのまとめ方を訓練し習得する。

目 、 野
ナ 物理学セミナーII S4 4 特定のテーマについて，調査，理論，計画，実験等の諸手段を総合し，これ
1 まで習得した学力を集結して物理学をより深く理解し，あわせて研究のまと

め方，論文の作成，およぴ発表の方法等を体得する。

化学セミナー1 S4 3 化学分野の学術論文を講読し，この研究の目的，実験，データのまとめ方な
ど研究の方法とその結果についての評価を行なう。また，研究の位置づけ
と，教育実践への応用の可能性についても討議する。

化学セミナーII S4 4 卒業研究のテーマにしたがって，研究に必要な理論的な事柄や物質，測定機
器の取り扱い方およぴ研究に必要な周辺領域の演習をも行なう。

生物学セミナー1 S4 3 生物分野の基礎的な学術論文を講読し，研究の進め方，研究材料の取り扱い
方，実験方法，データのまとめ方，などを習得する。また，受講者に研究的
プロセスを体験させることにより課題探求能力を育成する。

生物学セミナー11 S4 4 生物分野の学術論文を講読し，研究の進め方，研究材料の取り扱い方，実験
方法，データのまとめ方，論文作成方法などを習得する。また，受講者に研
究的ブロセスを体験させることにより課題探求能力を育成する。

地学セミナー1 S4 3 地球の構成物質，プレート・テクトニクスや地圏環境の発達史，地球大気の
諸現象などに関する初歩的な原書を講読させ，地学の基礎力を養う。また，
これらをとおして，自然観察能力と課題解決能力の基礎を養う。

地学セミナーII S4 4 自分が実施している研究作業で得られたデータをまとめ，考察を行う。その
際に，先行研究の調査を行い，卒業研究の学問的意義について理解を深め
る。また，研究成果を効果的に発表する方法についても学ぶ。

理科教育学セミナー1 S4 3 理科教育学の先進的な論文を教材とし，その研究手法が開発された背景，特
長，欠点を検討する。上記を通して，理科教育学の基本的な論証と実証の手
法を学ぷことを目的とする。

理科教育学セミナーII S4 4 理科教育学セミナ乙・で学んだものを基礎として，基本的かつ具体的なテー
マを設定し，データ収集，分析，論証を実際に行う。

実 実践セミナー1「理科」 S2 3 具体的な授業場面において発生する問題について教官，大学院学生とともに
践 討論し合い，学生が問題探求型の理解と洞察力を養うことを目指す。
セ、・、

実践セミナーII「理科」 S2 4 具体的な授業場面において発生する問題について教官，大学院学生とともに
ナ 討論し合い，学生が問題探求型の理解と洞察力を養うことを目指す。

教科・領域教育専修　芸術系コース

区　　分 授　　業　　科　　目
必修・選鵬の区分 標準

修年次

科　　　　　目　　　　　概　　　　　要
必修 選択 舳

専門科目 専門科目 音楽分野

独唱1 S2 2 ボディワーク，発声法，母音唱法のトレーニングによって歌唱の基礎技能を
うと共に，日本歌曲の学習を通して的確な歌唱表現力を習得し，学校教育
おける歌唱指導へ展望を持った実技の実践研究を行う。

独唱II S2 2 「独唱1」で習得した歌唱技能を更に独唱能力として高めると共に，基本的
音楽様式を持ちベル・カント唱法の習得に適したイタリア歌曲を加えて実
研究を深め，豊かな歌唱表現力を養成する。

合唱 S3

2～4 合唱の演奏及び指導に関する諸要素を総合的に学ぷ。2～4年次生で合同授
の形態をとり，発声法，歌唱法，指揮法，伴奏法等の演習を行い，学習の
果を演奏会の場で発表する。

ピアノ独奏1（伴奏法を含む。） S2 2 ビアノの基礎技術の習得。
ビアノ独奏II S2 2 ピアノの応用実践力の獲得。

合奏AI S2 3 基礎的な合奏技術と表現法を体得する。
合奏AII S2 3 「合奏A　I』の基礎技能に立脚し，より高度な演奏法を体得する。

合奏B S2 3 パリ様式のガムラン音楽を中心に，アジアの合奏音楽を実習する。とりわ
，伝統的に楽譜を全く用いないアンサンブルにおける独自のコミュニケー
ョンを体得する。

合奏C S2 3 日本の楽器の演奏法の習得。箏の集中講義2日間を含む。我が国に伝わる2
0種類以上の楽器の実態を学ぴ，それぞれの演奏技法とアンサンブル方法
ついての体験を行う。また，音楽授業におけるこれらの楽器の活用方法を
ぷ。

指揮法1 S2 3 指揮の基本技術と音楽表現のための基礎理論を習得する。
指揮法II S2 3 「指揮法II」の理念を基に，より高度な指揮による演奏法を習得する。
作曲基礎 S2 2 楽典や楽譜の正確な書き方から出発し，作曲の基礎となる和声の概念を修得

る。最終的には旋律にビアノで簡単な伴奏付けができる段階まで進む予定
ある。
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教科・領域教育専修　芸術系コース

区　　分 授　　業　　科　　目

必修・選鵬の区分 標準

修年次

科　　　　目　　　　概　　　　要
必修 選択 自由

専門科目 専門科目 音楽分野

楽曲分析法 S2 2 ここでは2つの方向から分析を行う。（1）音楽が実際どんな構造を持って
るか観察する。（2）なぜその音楽を聴いて感動するのか，なぜ音楽作品
，ある意味とまとまりを持って聞こえるのか考える。

作曲法 S2 2 作曲基礎の内容を発展させ，より高度な作曲，編曲の技術を学ぶ。毎回新し
作曲技法を解説し，各自が応用を試みる。最後にはそれらの技術を総合し
少し規模の大きい作品を制作する。

音楽学A L2 2 中世から20世紀末に至る西洋芸術音楽の歴史を，作品の様式変遷と社会・文
的脈絡の両面から概観する。それにより，音楽史上重要な作曲家と作品に
いて理解を深め，同時に現代の音楽状況を反省する契機を獲得する。

音楽学B L2 2 日本の伝統音楽の歴史と理論。我が国に伝わる音楽の全体像を学習し，音階
特徴，リズム法の特徴，記譜法について実際の楽器を体験しながら学ぷ。

地域音楽研究 L2 3 地域社会に根ざした伝統音楽（民俗芸能，民謡，わらぺうたなど）を実地調
し，その音楽的構造，生活との関わりを分析する。調査における方法論的
題，芸能の伝承・創造のための新たな方策についても検討する。

鑑賞教材分析 L2 3 小中学校の音楽教育における鑑賞教材について教材例を提示し，その指導法
ついて，音楽構造の特徴，作品成立の背景が及ぼす作品への影響，作曲家
作品，民族と作品など，音楽学の側面から教材を分析し，’教材に対する基
的な知識を習得する。

音楽劇創作 S4 34 受講者全員が討議を重ねながら共同でオリジナルな音楽劇作品を制作し上演
る。内容としては台本の執筆，作詞作曲編曲，歌，演技，演出から大道
，小道具，衣装の製作，音響や照明なども含まれる・．

中等音楽科指導法（本質論） S2 2
我が国の中等教育おける音楽科教育の動向を概観し，これからの目的二目標と内容を追究するとともにその実践的な授業の構想と指導法の検討を行う。

中等音楽科指導法（授業論） S2 2 学習者の学びと成長の視点に立ち，表現，鑑賞両分野における音楽の指導の
礎と応用を学ぷ。内容は音楽授業の記録（録音，録画等）及ぴそれらの分
，討論，実際の授業の見学及びマイクロティーチングを含むρ

中等音楽科指導法（学習課程論） S2 3 中・高等学校における，総合的な学習にっいて，主に音楽科と他教科とが関
った実践の指導法について考察する。具体的な実践事例のV　T　Rなどを参
としながら，授業の改善点を模索，検討レていく。

中等音楽科指導法（実践応用論） S2 4 学生が作成した中学校音楽科の学習指導案を検討し，マイクロティーチング’を実施。外部講師による教育実践現場の指導や中学校での教育実習を基にし

音楽授業の改善を試みる。

歌唱表現法セミナー1 S4 3 個別指導のも0と，基本的な呼吸法・発声法，ボディーワーク，楽曲分析法，
の分析法，歌曲（日本，イタリア，ドイツ）の演奏法を学ぴ，歌唱表現法
基礎となる力を養う。

歌唱表現法セミ，ナーII S4 4 一人一人の個性に適した選曲がなされる。セミナー1で学んだ歌唱技能をさ
に深めながら歌曲，オペラ・マリア等（日本，イタリア，ドイツ，フラン
）の演奏法を学び，より豊かな歌唱表現法を研究する。

ビアノ独奏セミナー1 S4 3 音楽の表現法をピアノを通して追求する。

ヒアノ独奏セミナーII S4 4 ビアノを通したより深い音楽表現法の育成。

管楽器表現法セミナー1 S4 3 管楽器を通して音楽表現法を追求する・

管楽器表現法セミナーII S4 4 管楽器を通してより深い音楽表現法を追求し，ミュージシャンシップを育て
。

弦楽器表現法セミナー1 S4 3 弦楽器を通して音楽表現法を追求する・

弦楽器表現法セミナーII S4 4 弦楽器を通してより深い音楽表現法を追求し，ミュージシャンシップを育て
。

音楽学セミナー1 S4 3 音楽楽関連の参考図書及び各種情報源の活用，研究論文の読解，研究計画の
成，口頭発表の技法の習得などを通じて，学問の対象として音楽を認識す
能力を高める。

音楽学セミナーII S4 4 r音楽学セミナー1」で習得した知識と技能に基づいて，より高度な音楽学思考を身につけさせるとともに，その思考の結果を的確かつ説得的に表現
るための能力を向上させる。

作曲セミナー1 S4 3 基礎的な和声学の習得及ぴ作品の分析を行う。
作に向け，自分の体験を深めながら方向性を探る。

作曲セミナーII S4 4 作曲セミナー1の内容を発展させ，様々な様式の作品を分析することに志り，さらに高度な作曲，編曲技術を学ぷ。また継続して和声学の実習を行

。最終的にある程度の規模の作品を完成させる。

音楽教育セミナー1 S4 3 音楽科教育の実践報告や学術論文の講読を通して，音楽科教育研究の基礎的
知見と能力を修得する。

音楽教育セミナーII S4 4 音楽科教育の専門領域の中から個別に問題を設定し，先行研究の探索，問題
整理などを通して，研究能力を高める。
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教科・領域教育専修　芸術系コース

必修・駅等の区分 標準

区 分 授　　業　　科　　目
必修 選択 舳

履修

次
科　　　　　目　　　　概　　　　　要

専 実 血日 実践セミナー1「音楽」 S2 3 音楽科の担当教師として必要不可欠な実践能力の基礎を学ぷ。授業は4年
門 践 楽 生，大学院生と合同で行い，それぞれの立場を生かした活発な議論，活動を
科 セミ 分 通して，指導技術，指導実践力の養成を目指す。
目 、 野
ナ 実践セミナーII「音楽」 S2 4 音楽科の担当教師として必要不可欠な実践能力を養成する。授業は3年生，
1 大学院生と合同で行い，それぞれの立場を生かした活発な議論や活動を通し

て，各分野の指導技術と共に音楽の専門的知識の充実を目指す。

専 美 造形基礎A S1 2 絵画に用いられる様々な素材を体験することによって，その方法を学ぴ，造
門 術 形の基本的な意味と構造を理解する。また，材料や用具の基本的知識ととも
科 分 にその扱い方や行為の発生を体得する。
目 野
伝統絵画表現と鑑賞 S2 2 絵画は独自の素材と技法によって，多様な表現を生み出してきた。制作に実

践及ぴ伝統的な作品の鑑賞を通して絵画の表現方法の特性にっいて学び，幅
広い絵画表現の可能性を探る。

絵画表現A P2 3 日本画の素材と技法から表現できる可能性を制作を通して追究してみる。

絵画表現B P2 3 油彩画の材料の特徴を知り，その制作を通し絵画表現のさらなる可能性を探
る。静物画や人物画を課題とする。

絵画表現C P2 3 銅版画と木版画を中心に，版を媒体とした制作過程による新たなイメージの
発見と生成を体験し，絵画表現の広がりと可能性を学ぷ。また，版画制作に
は美術の基礎教育に必要な多くの課題がそのブロセスに含まれていることか
ら，広く教材開発の基礎的能力を養う。

絵画表現モデル実習 P2 3 （集中）モデル実習を通して人体の動きや構造を理解し，さまざまな画材，
方法を用いてそれぞれの表現を工夫することによって，人物，人体表現の個
性的な違いを学ぷ。

造形基礎B S1 2 様々な立体造形素材や身近な材料を用いた造形活動から，素材の特性を知
り，多様な造形への展開の基礎とする。

彫塑表現1 S2 2 彫塑としての必要な立体感覚，特に形・面・量などの造形意識を習得させ
る。粘土による頭像制作，石膏による型取り，張り込み，修正方法など，基
本的な素材の体験，技法習得を中心に研究を行う。

彫塑表現II P2 3 彫塑表現1で得た諸能力を出発点とし，より高次な彫塑における立体感覚力
及ぴ立体表現力の伸展を図る。また，人体制作の基本的な考え方と技法を身
につける。

身体表現モデル実習 P2 3 （集中）彫塑表現IIで会得した人体制作の考え方，技法を基に，入体をモチーフとして像を制作する。その際表れる造形上の問題点を克服し，各自の表

現方法を追及する。

造形基礎C S1 2 デザインに用いられる様々な素材の特性と多様な表示方法から，デザインの
基本的なあり方を理解し，多様なデザイン表現への展開の基礎とする。

造形表示A S1 2 図法及ぴ製図の基礎的知識と技法を学び，さらにデザイン活動に繋がる多様
な表示方法とその表現を体験する。

造形表示B S1 2 図法及び製図の基礎的知識と技法を学び，さらに工芸の表現活動に繋がる多
様な表示方法とその表現を体験する。

デザインワーク1 S2 2 双方向的なコミュニケーション手段としてのデザインの本質的な機能の理解
と，学校教育において必要とされるデザインの計画性，論理性などの各能力
の育成を促す。

デザインワークII P2 3 デザインワーク1より派生した視覚伝達デザインの基本的諸要素を検討し，
情報とメディアの構造とその社会的意義の理解を体験として身体化すること

著 を促す。

現代デザイン論 L2 3 デザイン成立過程の検証を通してデザイン概念を明らかにするとともに，情
報とメディアの構造に関する考察や記号論などを手掛かりに現代社会におけ
るデザインの意味を探求する。

造形基礎D S1 2 様々な工芸素材や身近な材料を用いた造形活動から，素材の特性とその方法
を学び，多様な工芸表現への展開の基礎とする。

総合造形表現 S2 2 各担当教官の専門素材・分野の表現についての講義により理解を深めた後に
グルーブ分けをし，各担当教官の下で造形活動を行い，最後に発表を行う。

工芸表現A P2 3 木を材料とした表現活動を通して素材の特性と木工芸のプロセスの特質を理
する。さらにそれを基盤としてつくる行為を広げ，木の表現が生み出す新
たな可能性を探求する。

工芸表現B P2 3 陶芸の素材特質やその背景を中心に据えて，粘土から陶芸作品に至るブロセ
の実験的体験をする。そのことによって，陶芸でつくることの意義を理解
する。

現代工芸論 L2 3 人間にとって道具とは何かという基本的な問題を様々な視点で考えるとも
，工芸概念及び工芸領域の特性について考察する。また，工芸を映し出す
鏡としてファインアートについても理解を深める。

工芸特講 L2 3 （集中）様々な分野で造形活動を行っている作家によるスライドレクチュアーやワークショップを行う。そのことによって，造形活動の広がりや可能性

について新たな視点を導入する。
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教科・領域教育専修　芸術系コース

区　　分 授　　業　　科　　目
必修・選鵬の区分 揉準履修年次

科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 漱 舳

専門科目 専門科目 美術分、野

日本美術史論 L2 2 今日の美術画壇の成立を明治時代に求め，美術が明治を境に，何が変わったか，変わらないものは何か。日本美術のかたちと意味について，歴史的な経過をたどって考察する。

西洋美術史論 L2 2

日本美術史演習 S2 3

西洋美術史演習 S2 3 初期ルネサンスからマニエリスムに至る美術史を眺め，ルネサンス美術の全体像を担握し，「未完成」の現象に着目しながら，レオナルド，ミケランジェロ，フファエロ等の人間像を考察する。

美術理論・美術史実地研究 P2 3

中等美術科指導法（基礎論） L2 2 美術科の特質を歴史的かつ構造的にとらえ，教科内容の教材化，指導法の基礎的事項について講義する。特に，教育内容と方法について学習する。

中等美術科指導法（過程論） L2 3 美術科の特質を歴窪的かつ構造的にとらえ，教科内容の教材化，指導法の基礎的事項にっいて講義する。特に，教材開発について学習する。

中等美術科指導法（教材論） S2 2 学習者の学びと成長の視点に立った美術科指導の方法について，実践的・応用的な観点から学習する。あわせて工芸科の指導内容を含める。

中等美術科指導法（方法論） S2 3 繋羅唇齪轍離轄難鶯蕎灘際研究し・授業に
工芸科指導法（基礎論） L2 3 道具と言語の関係に関する考察や認知心理学等の理論を手掛かりにして，ものをつくる活動の教育的意義について考察する。

工芸科指導法（過程論） L2 3 工芸科指導迭（基礎論）を受けて，工芸の可能性逢生かした研究授業を小・中学校等で行い，それをもとに授業分析などを行う。

絵画表現セミナー1 S4 3 絵画表理を中心に，実技，理論，教育の総合的な内容から美術と教育を実践的に捉えることによって，学校教育における絵画表現のあり方を探求する。

絵画表現セミナーII S4 4 絵画き現セミナー1をもとに理論と実践の両面からさらに研究を深め，卒業研究につなげる。

彫塑表現セミナー1 S4 3 実技，理論，教育の複合的な内容により美術と教育を実践的に捉える。
彫塑表現セミナーII S4 4

デザイン表現セミナー1 S4 3 デザインを実技，理論，教育などの複合的視野からとらえ，デザインに対する問題意識の発芽的段階としての活動をおこなう。

デザイン表現セミナーII S4 4 デザイン表現セミナー1をもとに，個々の問題に対して理論と実践の両面から研究を深め，卒業論文及び卒業制作へ発展させる。

工芸表現セミナー1 S4 3 工芸表理を中心に，実技，理論，教育の総合的な内容から美術と教育を実践的に捉えることによって，学校教育における工芸表現のあり方を探る。

工芸表現セミナーII S4 4

美術理論・美術史セミナー1 S4 3 造形美術への知的アプロマチの方法をトレーニングすることで，鑑賞教育の本質的な意図は何かを考え，具体作品の検討によって，美術教育における鑑賞の諸問題について触れる。

美術理論・美術史セミナーII S4 4 作品の見痘をトレーニングによって，現在の美術のかかえる問題を考察しながら，美術史における論理的思考方法を身につけ，卒業研究の準備をする。

美術教育セミナー1 S4 3

美術教育セミナーII S4 4

実践セミナー1「美術」 S2 3

実践セミナーII「美術」 S2 4
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教科・領域教育専修　生活・健康系コース

区　　分 授　　業　　科　　目
必修・選鵬の齢 檬準

修年次

科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 隙 舳

専門科目 専門科目 保健体育分野

体操・器械運動 P1 3 マット運勲，鉄棒運動，跳び箱運動，平均台運動などのスポーツ種目としての運動技術の系穣性，指導方法，帯助（補助を含む）方法などを実技を通して，運動を「覚える一覚えさせる」ことの発生場面を多く体験させる。

陸上競技 P1 3

球技 P2 4 球技の中のバスケットボール，バレーポール，サッカーについて，理論的，実践的検討を行い，個人技能及び集団技能を高め，指導力を養う。

武道 P1 2

舞踊 P1 3 表現運動，舞踊の実践的学習と理論的理解を通して，指導力と評価への基本姿勢の育成を目指す。

野外運動A（スキー） P1 2 クロスカントリースキー，アルペンスキーを中心に雪の野外活動もとりあげ，それぞれの技術の習得と指導法を学習することを目標とする。

野外運動B（カヌー） P1 2 灘勇欝轡雛鱗欝纏藩叢鶴犠翼繍譲める。

体育哲学 L2 2

運動学（運動方法学を含む。） L2 2 すべてのスポーツ運動は日常的運動から発達したものである。歩，走，跳，投，捕，押す，引く，よじ登る，転がる，泳ぐなどの運動のメカニズムを探り，スポーツ運動への発展過程を考える。

パイオメカニクス L2 2 バイオメカニクスに関連する基礎科学の知識，研究方法についてとりあげ，
李購碧お離馨講醜二打蹴泳ぐ・滑るなどの動作分析結果にっ

体育心理学 L2 3

体育経営管理学 L2 3 体育経営管理の営みを理解し，特に学校における体育経営の問題に焦点をあ
継あ跨脇藁霧｛塩袈誘暑蓉二査獲鍍灘箋灘騒資料をもとにして実践に生かす方法を検討する。

体育社会学 L2 3 体育・スポーツと社会との関係について社会学的な観点より学習する。
体育解剖学 L2 2 運動を行うときの人体の構造を主に理解するもので，主としてバイオメカニクスとの関連で，運動との関連が深い骨格系，筋系，神経系，感覚器系，呼吸器系，循環器系を中心に，消化器系，内分泌系，泌尿器系，生殖器系といった各器官系の構造について理解する。これら各器官系の構造については，身体運動との関連で体育解剖学的立場からとりあげた講義を行う。

体育測定評価 S2 3 毒善鷺空難纒蘭纒喜美蝋藩魏縣鶴講購茗とともに，種々の測定を通して得た資料の表示およぴ検定Q方法を学ぷ。

生理学 L2 2 生理学は生体の機能とそのメカニズムを明らかにし，その意義を解明する学問である。本講義では，生体を構成する各要素，（細胞，組織，器官等）に分解してその個々の機能について述べ，その機能がどのような仕組み（機序）で発現してくるかを系統的に述ぺる。それを基礎として，生体における各種の運動やその適座過程の機序，および生体全体としての機能やその発現機序を理解できるよっにする。運動生理についての関わりも理解する。

運動生理学 L2 3 生理学は，生体璽機能とそのメカニズムを明らかにし，その意義を解明する学問である。本講義では，運動時の生体機能の調節作用を理解するために，①運動を成立させる生理機能の背景，②運動を支配する神経機能，③運動を発現させる生理機能，④運動を持続させる生理機能について系統的に理解することを目標としている。応用編としては，運動と健康，栄養・休養との関係等についても理解をより深めることを目標にしている。

生理学実験 P2 4 本実験実習では，基礎的な生理学実験を通して実験装置の取り扱い方，測定の原響と方法，結果の解析法およぴ考察の方法等を習得する。また，小動物（＝フット）を用いて，生理機能を考慮した系統的な解剖実習を行う。

生理学原書講読 S2 4 生理学，生命科学，運動生理学などの文献を原書（英語）にて理解できるようにするため，演習形式にて輪読する。予習と復習が不可欠である。

衛生学・公衆衛生学 L2 2 疾病を予防し，健塵の保持・増進を図るための臨床医学的，およぴ公衆衛生学的接近について講述する。

学校健康教育A（救急処置を含む。）

L1 2 健康論，学校保健活動の概要およぴ身体の仕組や働き，けがや病気の予防，救急処置等の基礎理論を学習し，個人および集団の健康や健康教育に興味，関心がもてるようになることをねらいとする。

学校健康教育B（学校安全を含む。）

L2 3
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教科・領域教育専修　生活・健康系コース

区　　分 授　　業　　科　　目
必修・隙等の区分 標準彫年次

科　　　　目　　　　概　　　　要
必修 選択 自由

専門科目 専門科目 保健体育分野 学校健康教育C（小児保健・精神保健を含む。） L2 4 最近の健康障害は複雑な社会の仕組みに起因するものが多く，学校においても「いじめ」「登校拒否」等心の不安定による異常行動が増加している。また，小児成人病も増加の傾向にあるこれらの現状を知るとともに，教師として学校保健でできる対策について学習する。

中等保健体育科指導法（課程論） L2 3 保健体育科のカリキュラムについて問題の所在や課題を検討し，カリキュラムメーカーとしての資質を高める。

中等保健体育科指導法（教材論） L2 3 中学校・高等学校の保健体育科で取り上げる教科内容とその指導法について基本的な事項について学習する。

中等保健体育科指導法（授業論） L2 3 中学校・高等学校の保健体育科の授業の目標とそれを具体化する内容について学習する。また，学習内容としての運動のとらえ方，学習過程の構成，学習形態の工夫などを単兀計画に具体化する演習も行う。

中等保健体育科指導法（学習論） L2 3 中学校・高等学校の保健体育科の学習について基本的な事項について検討し，より望ましい学習の成立条件を探求する。

運動学セミナー1 S4 3 体操・器械運動，・陸上競技，球技，舞踊，武道，スキー，水泳などを理論的およぴ実践的に理解するため，演習形式にて学習する。

運動学セミナーII S4 4

体育学セミナー1 S4 3 体育学について理論的及び実践的に理解するため，演習形式にて学習する。
体育学セミナーII S4 4 体育学について理論的およぴ実践的により深く体系的に理解するため，演習形式およぴその他の形式にて学習する。

体育心理学セミナー1 S4 3

体育心理学セミナーII S4 4 体育’g理学について理論的および実践的により深く体系的に理解するため，演習形式およぴその他の形式にて学習する。

バイオメカニクスセミナー1 S4 ●3 バイオメカニクスについて理論的およぴ実践的に理解するため，演習形式にて学習する。

バイオメカニクスセミナーII S4 4 バイオメカニクスにっいて理論的およぴ実践的により深く体系的に理解するため，演習形式およぴその他の形式にて学習する。

運動生理学セミナー1 S4 3

運動生理学セミナーII S4 4 運動婁理学について理論的お古ぴ実践的により深く体系的に理解するため，演習形式およぴその他の形式にて学習する。

健康管理学セミナー1 S4 3 学校保健（特に健康科学）にっいて理論的およぴ実践的に理解するため，演習形式にて学習する。

健康管理学セミナーII S4 4 学校保健（特に健康科学）にっいて理論的およぴ実践的により深く体系的に理解するため，演習形式およびその他の形式にて学習する。

学校保健セミナー1 S4 3 学校保健を理論的および実践的に理解するため，演習形式にて学習する。
学校保健セミナーII S4 4 学校保健を理論的およぴ実践的により深く体系的に理解するため，演習形式およぴその他の形式にて学習する。

保健体育科教育セミナー1 S4 3 保健体育科の在り方について理論的および実践的に理解するため，演習形式にて学習する。

保健体育科教育セミナーII S4 4 保健体育科の在り方について理論的および実践的な理解をより生かす工夫を演習形式にて学習する。

実践セミナ

実践セミナー1「保健体育」 S2 3 保健体育に関わる諸問題をセミナー形式で実践レベルで種々学習する。

実践セミナーII「保健体育」 S2 4 保健体育に関わる諸問題をセミナー形式で体系的に学習する。

専門科目

生理学 L2 2

運動生理学 L2 3 生理学は，生体の機能とそのメカニズムを明らかにし，その意義を解明する学問である。本講義では，運動時の生体機能の調節作用を理解するために，①運動を成立させる生理機能の背景，②運動を支配する神経機能，③運動を発現させる生理機能，④運動を持続させる生理機能について系統的に理解することを目標としている。応用編としては，運動と健康，栄養・休養との関係等についても理解をより深めることを目標にしている。

生理学実験 P2 4 本実験実習では，基礎的な生理学実験を通して実験装置の取り扱い方，測定の原理と方法，結果の解析法およぴ考察の方法等を習得する。また，小動物（＝ラット）を用いて，生理機能を考慮した系統的な解剖実習を行う。
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教科・領域教育専修　生活・健康系コース

区　　分 授　　業　　科　　目
必修・猷等の区分 麟履修年次

科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選沢 舳

専門科目 専門科目

生理学原書講読 S2 4 生理学の文献を原書（英語）にて理解できるようにするため，演習形式にて
読する。

栄養科学 L2 2 栄養素の各論，栄養所要量などについて学習する。
栄養生理科学 L2 3 食とからだの働き，栄養素やエネルギーの代謝などについて学習する。
実践栄養学 L1 2 食品の種類や成分の特徴，食事計画などについて学習する。
微生物と健康 L1 2 微生物の成育とその環境条件，人間の健康や生活に関係深い微生物の特徴について述ぺる。

解剖学

、

L2 2 運動との関連が深い骨格系，筋系，神経系，感覚器系，呼吸器系，循環器系を中心に，消化器系，内分泌系，泌尿器系，生殖器系といった各器官系の構造について理解する。これら各器官系の構造については，身体運動との関連で体育解剖学的立場からとりあげた講義を行う。

衛生学・公衆衛生学 L2 2 疾病を予防し，健康の保持・増進を図るための臨床医学的，および公衆衛生
的接近について学習する。

学校健康教育A（救急処置を含む。）

L1 2 健康論，学校保健活動の概要およぴ身体の仕組や働き，けがや病気の予防，救急処置等の基礎理論を学習し，個人およぴ集団の健康や健康教育に興味，

心がもてるようになることをねらいとする。

学校健康教育B（学校安全を含
。）

L2 3 学校保健活動には大別して保健教育，保健管理，保健組織活動の領域がある
授業では保健教育の内容，方法及び指導に必要な基礎的知識について学習
る。

学校健康教育C（小児保健・精神
健を含む。）

L2 4 最近の健康障害は複雑な社会の仕組みに起因するものが多く，学校において
rいじめ」　「登校拒否」等心の不安定による異常行動が増加している。また，小児成人病も増加の傾向にあるこれらの現状を知るとともに，教師として学校保健でできる対策について学習する。

中等保健科指導法（課程論） L2 3 中学校・高等学校における保健教科内容およぴ履修形態など教育を展開する
での基本的事項について学習する。

中等保健科指導法（教材論） L2 3 中学校・高等学校における保健教科の特質と目標に合致した教材観を養う。
た，学習内容に応じた教材の選択ができるようにするための基礎と教材の
宜性について検討する。

中等保健科指導法（授業論） L2 3 中学校・高等学校における保健教科の目標とそれを具体化する内容について
習する。

中等保健科指導法（学習論） L2 3 中学校・高等学校における保健教科の学習に関する基礎的な事項について学
。

運動生理学セミナー1 S4 3 環境に対する生体の適応とそのメカニズムをセミナー形式で学ぷ。
運動生理学セミナーII S4 4 環境に対する生体の適応とそのメカニズムを実験的及び理論的に検討する。
食と健康セミナー1 S4 3 食と健康についてセミナー形式で学ぷ。
食と健康セミナーII S4 4 食と健康の問題について実験的及ぴ理論的に検討する。
解剖学セミナー1 S4 3 人体の構造についてセミナー形式で学ぷ。
解剖学セミナーII S4 4 人体の構造について体系的に学ぷため，セミナー形式，実験的及び理論的に

習する。

ヘルスプロモーションセミナー1 S4 3 ヘルスプロモーションについてセミナー形式で学ぷ。
ヘルスプロモーションセミナーII S4 4 ヘルスプロモーションについて体系的に学ぷため，セミナー形式およびその

の形式で学習する。

学校保健セミナー1 S4 3 学校保健について行動学の視点からセミナー形式で学ぷ。
学校保健セミナーII S4 4 学校保健を体系的に理解することを目標にセミナー形式およぴその他の形式

学習する。

実践セミナ

実践セミナー1「保健」 S2 3 各年齢段階における心身と健康の関係をセミナー形式を採用して行動学の視
から学ぷ。

実践セミナーII「保健」 S2 4 各年齢段階における心身と健康の関係を体系的に理解することを目標にセミ
ー形式で学ぷ。

専門科目 技術分野

木材手工具加工法 S2 3 木材の特徴を知り，設計，部品加工，組立などの工程を経て，木材を生活に
立つ製作品にまとめる基礎的技術を学習する。

木材機械加工法 S2 3 角材の性質や接合方法を知り，荷重に対する構造の強さを考慮し，角材を用いた製作品を完成させる能力を身につける。

金属加工法 S2 3 金属の変形，平行状態図，鉄鋼材料及び非鉄金属材料の基礎を学習し，基本
な塑性・切削・接合の加工技術を習得する。

金属加工学 L2 4 金属を構成する原子のレベルで加工をとらえる結晶塑性学を体系的に学習し
がら，金属加工学の基礎を理解する。
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教科・領域教育専修　生活・健康系コース

区
必修・隙等の区分 標準

分 授　　業　　科　　目 鵬 科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選択 自由 年次

専 専 技 機械工学概論 L2 2 機械製品を作るという観点から，機械の材料，強度，要素，工作について，
門 門 術 基本的な学習を行う。
科目 科目 分野

機械工学実習 P1 3 エネルギーと環境の観点から，内燃機関の性能，排出ガス及ぴ騒音の測定，解析を行い，省エネルギーと環境公害に関して体験的に認識を深める。

電気工学概論 L2 2 電気に関する基礎的事項を中学校技術教科書の内容と関連付けながら学習
し，電気の実践に必要な知識を習得する。

電気工学実験実習 P1 3 半導体素子を用いて電気回路を製作して特性測定を行ったり，電気機器を動
作させながら動特性を測定するなどする。

栽培学概論 L1 2 品種論，栽培環境論，栽培技術論を中心に，幼・小学校の栽培体験を生か
し，中学生に適時的・系統的な発達を期する作物栽培学習を展開する指導者
に必要な栽培学の基礎を学習する。

栽培実習 P1 3 水稲作を行い，一般的栽培法や試験研究で行っている各種の調査法等を修得
する。

情報基礎（実習含む。） S2 2 情報とその処理，コンビュータの歴吏，基礎事項，ハードウェア，ソフトウ
エア，情報システム等について学習する。

情報システムエ学 L2 3 最新の研究事例を交えながら，システム的思想に基づく情報システムの開
発，設計，運用などの合理的な方法論についての基礎を理解する。

情報システムエ学演習 S2 4 ハードウェアとソフトウェアの学習のため，エレクトロニクスを中心とする
実験を行いパソコン及びワークステーションと最新のコンピュータネットワ
一クを用いた演習を行う。

中等技術科指導法（基礎論） L2 2 技術科教育の1）社会的役割と基底論・能力発達論，2）国内外の技術・技
術科教育の歴史的変遷論，3）学習指導要領と研修論，4）学習指導・支援
と授業実践論，5）安全教育論，6）実習・学習環境構成論の基礎を学ぶ。

中等技術科指導法（課程論） L2 3 0技術科教育課程の意義，歴史的変遷，編成論を学習する。特に，技術科教育
課程編成の1）主体・役割責任・原則，2）視点，3）編成の手順と実施・
改善法について学習する。

中等技術科指導法（学習論） L2 4 技術科の学ぴの総合化をはかる学習理論と実践法について追究する。さら
に，指導・支援と評価の一体化をはかるために，技術科教育の量的・質的評
価法について修得する。

中等技術科指導法（原理・教材・ L2 2 技術教育の必要性と教育的意義及び技術科の歴史を踏まえた上で，技術科の
授業論） 教材と授業方法について講述する。

専 金属加工・技術史セミナr　I S4 3 金属加工をより専門的に学習し，関係する深い知識・技能及び実践力を身に
門 付ける。希望者には技術史の専門セミナーも開設する。
セ、、、

金属加工・技術史セミナーII S4 4 金属加工を専門的に検討し，関係する卒業研究を行うのに必要となる能力を
ナ 養成する。希望者には技術史の専門セミナーも開設する＞
1
メカトロニクスセミナー1 S4 3 メカトロニクスに関する機械の機構，機械要素について専門的に学習し，減

速器，リンク機構などの機械ユニットの設計・製作を通して，機械の仕組み
や運動の伝達を深く理解する。

メカトロニクスセミナーII S4 4 メカトロニクスに関する機械の機構，機械要素についてより専門的に学習
し，ロボット，工作機械の事例研究を通して，機械設計・製作のより高度な
知識・技能を習得する。

基礎電気理論セミナー1 S4 3 卒業研究などの総合的な研究を行うために必要となる基礎的な事柄，特に電
気回路などを研究する上で必要となる基礎的事項や研究態度・方法の基礎を
学ぷ。

基礎電気理論セミナーH S4 4 基礎電気理論セミナー1で学んだ事柄を基に，更に実践的な事柄，特に電気
回路やメカトロニクスなどを研究する上で必要となる応用力や実践力を学
ぷ。

情報工学セミナー1 S4 3 情報処理の基本的概念を各種アブリケーションソフトウェアを通して理解す
ることを目的とし，情報，情報処理，情報工学とはそれぞれ何かにっいて議
論する。

情報工学セミナーII S4 4 データベースシステムなど社会システムの基幹をなすアプリケーションによ
り，情報工学の概念，技法について深く理解する。

情報科学セミナー1 S4 3 情報科学の幅広い分野，特にエレクトロニクス，協調分散問題解決，プログ
ラミング，情報通信，神経回路網，人工生命，複雑系等から題材をとりセミ
ナーをおこなっていく。

情報科学セミナーII S4 4 情報科学セミナー1を継続して行う。
技術科教育セミナー1 S4 3 技術教育・技術科教育における「ものづくり」「情報と技術的活動」　「生命

育成』が，児童・生徒の陶冶や身体感覚・感性・人格の発達をうながすこと
に注目し，児童・生徒の学びの変容に着目した実践的研究の基礎を学ぷ。

技術科教育セミナーII S4 4 技術教育・技術科教育における「ものづくり」　「情報と技術的活動」　「生命
育成」が，児童・生徒の陶冶や身体感覚・感性・人格の発達をうながすこと
に注目し，児童・生徒の学びの変容に着目した研究法を学ぷ。
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教科・領域教育専修　生活・健康系コース

区　　分 授　　業，　科　　目
必疹・隙等の区分 様準鵬年次

科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選択 舳

専門科目 専門セミナ 技術分野

技術科教育・木材加エセミナー1 S4 3 技術科の教材と授業，木材加工についてより専門的に学習し，これらに関係する深い知識・技能及び実践力を身に付ける。

技術科教育・木材加エセミナーII S4 4 技術科の教材と授業，木材加工について専門的に検討し，これらに関係する卒業研究を行うのに必要となる能力を養成する。

実践セミナ

実践セミナー1「技術」 S2 3 技術科の教育実践現場を知り，授業の原理・内容・方法的な理解を行い，基礎的な教育実践力を養成する。

実践セミナーII「技術」 S2 4 警難劣整欝騨を観察して・生起する諸問題の解決方法を検討し・教

専門科目 家庭分野

家族関係1 L1 2 人の一生と家族生活・福祉，家族関係の法則性。
家族関係II L1 3 人の一生と家族・福祉に関する実践的課題分析。
家庭経済1 L1 2 家庭の経済生活，社会の変化と消費生活，消費生活と環境との関わり。
家庭経済II L1 3 家庭の経済生活・消費生活と環境に関する実践的課題分析。
被服製作の理論と実習 LIP1 2 被服製作の理論，構成法などの講義と実習を行う。
被服学 L2 2 被服に関する基礎的事項についての講義
衣生活論A L1 3 被服計画，衣服と健康に関する講義
衣生活論B L1 3 衣服と環境，及び衣服と人の健康などとの関わりに関する講義
被服学実験A P1 3 被服構成学，被服衛生学などに関連する実験を行う。
被服学実験B P1 3 被服材料学，被服整理学などに関連する実験を行う。
調理の理論と実習 LIP1 2 調理の理論，調理操作法，食卓構成などの講義と実習。
食科学A L2 2 栄養素の各論，栄養所要量などの講義。
食科学B　I L1 2 食品の種類や成分の特徴，食事計画などの講義も
食科学BII L1 2 食品の保蔵・加工，食と安全（食品衛生）などの講義・
栄養生理・生化学 L2 3 食とからだの働き，栄養素やエネルギーの代謝などの講義。
食科学実験A P1 3 栄養学，食品科学などに関連する基本実験。
食科学実験B P1 3 食品加工の実験実習およぴ調理科学実験。
住居学（製図を含む。） L2 2 住まい方およぴ住環境に関する基本的事項の講述。
住居空間とエイジング論 L2 2 人間の誕生から，死に至るまでの加齢に伴って変化する，住居空間と生活設

について論述する。さらに，人間として健魔的・快適に暮らすための住環境・地球環境について，総合的に加齢との関連で考察する。

保育学 L2 3 生命誕生を含む人間の成長・発達のメカニズムについて理解を深める。
達初期における保育と環境の問題に重点を置く。

家庭看護学 L2 2 家族を構成する者の疾病予防，およぴ疾病発生時の看護の方法について解説
る。

家族研究法 S2 3 乳幼児と乳幼児の子育てに係わる家族を研究対象として，乳幼児の発達と家族個々人の自立を統合的に保障することを意図した研究の在り方及び具体的な研究方法について基礎的理解を図る。

家庭電気・機械・情報 L2 4 暮らしの中で利用されている電気及び機械に関する基礎的事項，及ぴ活用・
守・点検に必要な知識について学習する。また，コンビュータを暮らしに
用するための基本的な知識・技能について学習する。

中等家庭科指導法（課程論） L2 2
家庭科の教科論，本質に照らした中学校・高等学校家庭科1とおける育成すぺき能力と教育内容，履修形態等中等家庭科教育を展開する上での基本的事項を論述する。また，国際的視点からもカリキュラムの検討・考察を行う。

中等家庭科指導法（教材論） L2 2 中等教育における家庭科の特質と目標に適した教材観を養う。さらに’，各段
の家庭科学習に応じた教材の選択ができるようになるとともに，教材の適宜性を検討する。また，教育段階や各領域における教材の開発を試みる。

中等家庭科指導法（指導論） L2 3 教科の本質，目標，内容を踏まえて，有効に教育を進めるための指導法，す
わち指導計画における目標の押さえ方，適切な教材の導入方法，学習者へ
興味・関心・意欲を喋起する指導過程のあり方等について論述する・

中等家庭科指導法（授業論） L2 3 生活を科学的に実践する能力（中学校）酢を養う授業，生活を創造する能力
高等学校）を養う授業のためにはどのような授業展開・工夫が必要かを考える。さらに，マイクロティーチングによる授業場面の検討・考察を行う。

家庭経営学セミナー1 S4 3 家庭経営に関連した基礎的演習。
家庭経営学セミナーII S4 4 家庭経営の卒業研究に関連した演習。
被服学セミナー1 S4 3 被服学に関迎した内容の文献講読および被服学に関する基礎科学的理解を深

る。
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教科・領域教育専修　生活・健康系コース

｛

区　　分 授　　業　　科　　目
必修・隙物区分 麟層修年次

科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選択 自由

専門科目 家庭分野 被服学セミナーII S4 ・4 被服学に関連した内容の文献講読およぴ被服学に関する基礎科学的理解を深
る。

食科学セミナー1 S4 3 食科学関係の文献講読およぴ基礎的事柄について学習し，科学的思考力を養
。

食科学セミナーII S4 4 食科学セミナー1をさらに発展させる。
保育学セミナー1 S4 3 現代の子どもの生活環境にある諸々の間題を子どもの現実の生活に即して把

すると共に，子どもの発達を保障する生活環境の在り方について関係論文
資料を精読しながら考究する。

保育学セミナーII S4 4 保育学セミナー1の各自の課題をさらに発展させるために，関係論文の精読
討論を重ね，子どもの発達保障に関わる諸問題について追求する。

家庭科教育学セミナー1 S4 3 生まれてから死までの個人及び家族の発達，生活の自立と衣・食・住の視点
らとらえた，教科論，課程論，指導論，授業論，教材論等について，授業
践を通して体験的・総合的に調査・研究する。

i家庭科教育学セミナーII S4 4 家庭科教育学セミナー1の内容に関して，調査研究・教育実践を発展的・体
的に積み上げて，カリキュラム開発，教材開発，授業開発等を実証的にす
め，具体的な教育研究の成果としてまとめていく。

実践セミナ

実践セミナー1「家庭」 S2 3 家庭科の授業場面や教育実践現場で生起する問題の実体を把握・理解する力
養うことを目指す。

実践セミナーII「家庭」 S2
恥

4 家庭科の授業場面や教育実践現場で生起する問題を解決する力を養うことを
指す。

その他

区　　分 授　　業　　科　　目
赫・選鵬の区分

麟履修年次

科　　　　　目　　　　概　　　　　要
必修 選択 帥

専門科目 学芸員 博物館概論 12 2 博物館の機能，社会教育における役割について理解を深め，学芸員に必要な
礎を身に付け，博物館の考え方とその世界を展望し，合わせて学校教育に
ける博物館施設の利用，生涯学習における活用について考察する・

博物館経営・情報論 L2 2 博物館経営論においては，博物館の施設や設備，博物館の組織や職員体制，
財政，あるいは博物館の機能と業務，教育・普及活動など，博物館経営の
般にっいて講述する。博物館情報論においては，博物館における情報の重
性とその意義，活用の方法について講述する。

博物館資料論 L2 2 博物館の学芸員に必要な基礎学力を身に付ける。自然史博物館，歴史民俗系
博物館，美術文化財の芸術博物館の3分野にわたって，博物館の考え方と
の世界を展望する。

博物館実習 P3 3 博物館または博物館に準ずる機関において，学芸員資格を得るために必要な
習を行い，博物館の業務内容や学芸員のあり方などについて・実践的な体
学習を通して理解を深める。

社会教育主事

社会教育演習1 S2 3 国立妙高少年自然の家など，近隣にある社会教育施設において，そこの専門
タッフの協力を得て，特に子どもを対象とした活動（キャンプ，レクリエ
ションなど）の企画・運営・実施などを実際に体験してもらう・

社会教育演習II S2 3 社会教育演習1と同じように，近隣にある社会教育施設において，そこの専
スタッフの指導のもとに，社会教育計画の理論と実際について実践的に学
する。グループにわかれて学習の結果したことについて討議を行う。

学校経営と学校図書館 L2 3 学校図書館の教育的意義と効果的に達成する上で考慮されるべき学校経営の
題領域と諸方策にっいて，関連法令を踏まえ，さらに具体的事例を織り込
で講義する。

学校図書館メディアの構成 L2 3 図書館資料の種類と特質について概説し，資料の選択に関わる諸要素とコレション形成の方途についての理解を深めさせる。その上で，資料提供と蔵
構成の意義を考察しながら，目録法，分類法についての理解を深め，学校
書館メディアの構成に関する全般的な理解の深化と実務能力の育成を図
。

学習指導と学校図書館 L2 3 教育課程と学校図書館とのかかわりを，理論的・実践的にとらえながら，学
過程における学校図書館メディアの活用の実際について，教師あるいは児
生徒の側から，具体的に理解させる。

読書と豊かな人間性 L2 3 読雷の豊かな人間性育成・心の教育における意義を論じることから始め，発
段階に応じた読書指導や計画の立案，図書の活用法を指導し三ひいては具
的かつ実践的な読書の指導方法等について解説する。また，読書を通じた
庭・学校・地域・公共図書館等との連携の仕方についても学ぷ。

情報メディアの活用 L2 3
学校図書館における多様なメfイアの活用の必要性と，その現状と問題応について論ずる。また，各種メディアの特性と教育的機能及びそれそれの操作方法・利用技術に関する知識理解と実践的活用能力の育成を図る。さらに，学校における学習センター・情報センターとしての学校図書館を活用できる

習環境の整備とそのあり方の理解，及ぴ生涯学習の視点にたった学習支援
境としての学校図書館の役割に関する理解を図る。
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